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序章　王国歴二一六年









　ファルトラ──

　リフェリア王国の西方にある地方都市の名だ。

　頑がん強きような城じよう壁へきに囲まれた巨きよ大だいな街だった。

　戦争の名残なごりである二重の正門をくぐると、東西に石いし畳だたみの大通りが貫つらぬいている。王国軍が隊列を組んで行進した場所に、今は商人たちが屋台や露ろ店てんを出していた。

　安いよ安いよ、と客引きの声。

　ゴトゴト、と石畳を走る荷車の音。

　女性たちのおしゃべりや、子供たちの笑い声や、吟ぎん遊ゆう詩人の歌声が混ざり合い、街は『活気』という題のオペラを奏かなでている。




　昔、戦時のファルトラ市は──最前線の城じよう塞さい都市だった。




　西の大地に《魔ま王おう》が復活したのは、五十年ほど前のことだ。

　漆しつ黒こくの衣ころもを纏まとった異形の王は、精強な魔族を従え、無数の魔ま獣じゆうを呼び、人ひと族ぞくの王国へと攻せめこんできたという。

　この《人じん魔ま戦せん争そう》は長らく続き、大勢の命を奪うばい取り、人々の生活を苦しいものにした。

　しかし、二年前──

　勇者アレンと五人の仲間たちによって、魔王が打だ倒とうされた。

　力の根源たる魔王を失い、魔族や魔獣の大半は闇やみへと隠かくれる。西の大地は、リフェリア王国のものとなった。

　かつて人族の地を守る要よう衝しようだった城塞都市ファルトラは、開かい拓たく地ちとなった旧魔王領へ渡わたる中ちゆう継けい点として、大きな発展を続けている。

　戦時中は厳重に閉ざされていた正門が、今や深夜でさえも開かれていた。

　ファルトラ市には、新しい時代の全すべてがある。

　広がっていく農耕地。大規模になっていく工業。未開の地を夢見る冒ぼう険けん者しや。増えていく商店。人は増え、人は溢あふれ、人は街を大きくしていく。

　魔王が倒たおれて平和になった世界では、力ではなく金が暮らしを左右するようになった。

　誰だれかの手から、誰かの手へと。

　金貨は踊おどる。

　発展の熱気に包まれた商業都市ファルトラ。その片かた隅すみに、金のない男がいた──








第一章　青竜眼詐欺









「オヤジ、エールを一いつ杯ぱいくれ」

　俺の注文に、店主が「まいど！」と威い勢せいのいい返事をした。

　大衆食堂《グラン亭てい》──

　石いし壁かべで造られた広めの部屋が、三〇人ほどの客で賑にぎわっていた。

　いささか年季を感じさせる内装だ。カウンターの縁ふちは欠けているし、椅い子すはグラつくし、床ゆか板いたは軋きしむ。

　俺はカウンターの一番奥の席に座っていた。

　店内へと視線を向ければ、様々な人種──亜あ人じんたちが楽しげに騒さわいでいるのが見て取れる。

　この店にはエルフ、ドワーフ、豹ひよう人じん族ぞくなどの亜人が多かった。

　俺のような人間ヒユーマンは少数派だ。

　隣となりの席にいる女の子も、グラスウォーカーだった。酒場には似つかわしくない幼い容姿をしている。

　グラスウォーカーは成長しきっても体たい軀くが幼少期と変わらないのが特とく徴ちようの亜人種族だった。それと、ウサギのような耳があり、丸い尻尾しつぽが生えている。

　客を眺ながめていると、店主がやってきた。

「ヘイ、お待ち！」

　ドン！　と木製のジョッキが目の前に置かれる。

　気き泡ほうを立てる黄金色の液体が、なみなみと入っていた。泡あわがこぼれてカウンターを濡ぬらす。

　先ほど注文したエールだ。

　昼間から酒とは、我われながらどうかと思うが……他ほかにやることもない。具体的には、仕事がない。仕方がないのだった。

「ごくん！」

　俺はエールを一口飲む。

　古びた店構えに不安を感じていたが、安い価格のわりに、ほどよい苦みと爽さわやかな柑かん橘きつ系の香かおりがする、いい酒だった。

　飲んでしまってから、ふと心配になる。

　──金は大だい丈じよう夫ぶだったかな？

　今日は、日ひ雇やといの仕事にありつけなかった。というか、三日前にこの街フアルトラに来てから一度も仕事をしていない。

　数日分の蓄たくわえはあったはず。エールも飲めないほど減ってはいないと思うが……

　腰こしにぶら下げた革かわ袋ぶくろの中を確認する。

　残金、五四Ｆフリス。

　俺は壁の木板に書かれているメニューを見上げた。




『エール　三〇〇Ｆ』




　半分もねえ……

　震ふるえる手でジョッキを摑つかんで、口に運ぶ。

　普ふ段だんは二口くらいでも軽い酩めい酊てい感を覚えるのだが、今はまったく酔よえなかった。

　──どうする？　金が払はらえないと知られたら、どうなるかわからないぞ？

　魔王を倒したら、この世界は平和になり、〝金が全て〟になった。すなわち、金がない者に厳しい世の中になったのだ。

　噂うわさでは、支払いができなかった者や、借金を返せなかった者は、凄せい惨さんな〝労ろう役えき〟をさせられるという。

　──逃にげちゃう？

　俺は思わず戸口へと視線を向ける。

　ちょうど店に入ってくる人間ヒユーマンが、目に入った。

　見とれてしまう。

　とてつもなく美しい。輝かがやくような金きん髪ぱつを腰まで伸のばした碧へき眼がんの少女だった。白い肌はだと、細い首筋。

　腰には長ちよう剣けんを提さげており、動きやすそうな軽装鎧よろいを着ている。

　羽織った緋ひ色いろのマントには《国家騎き士し》を示す鷲わしの紋もん章しようが刺し繡しゆうされていた。




　リフェリア王国には、国家騎士と地方騎士がいる。

　戦時中は魔族や魔獣という〝敵〟から、王都と国土全体を守るのが国家騎士で、地方都市を守るのが地方騎士という役割分担があった。

　国家騎士は王家直属で、地方騎士は地方領主直属である。

　軍隊は別組織で、国を守るだけでなく魔王軍の領地に攻め込むこともあった。

　平和になった今は、軍隊は縮小。国家騎士も地方騎士も、犯罪者を捕とらえるのが主な役目となっている。

　国家騎士は王家に仕えている身であり、大半は貴族の子弟だった。それだけに、やたら権けん威いを振ふりかざす者が多く、地方都市の住人から嫌きらわれていたりするものだが……




　カウンターの中から店主が胴どう間ま声ごえをあげる。

「やあやあ、エマーソンさん！　いらっしゃい！　今日はお食事かな？」

　親しげな呼びかけだった。

　店主だけではなく周囲にいるお客さんも、同じように声をかけていく。

「レイチェルさん、今日も美人だねえ。どうだい、一杯おごらせてくれないか？」

「あら、エマーソンさん。今度またうちにいらしてねえ？　美味おいしいハーブティーとアップルパイをごちそうするわよ」

「あ、国家騎士殿、先日はありがとうございました！」

　老ろう若にやく男なん女によを問わず、大人気だ。

　どうやら、レイチェル・エマーソンという名前らしい。その女騎士が、かけられた声に返事をしつつ、なぜかこちらへと近づいてくる。

　──もしかして、俺に用があるとか？

　彼女とは初対面だ。しかし、国家騎士というか、それを従える王家とは少々付き合いがあるので、その使つかいである可能性は否定できなかった。

　レイチェルが親しげな笑えみを浮うかべて、片手を挙げる。

「ひさしぶりね！」

　覚えはないが、会ったことがあったか？　わざわざ俺に会いに来たのだとしたら、無視するのもかわいそうだ。

　俺は右手を軽く挙げる。

　ところが、俺の横にいたグラスウォーカーの女の子が、ばっと両手を挙げて、椅子の上に立った。

「レイチェル～！　待ってたよ～！」

　ぶんぶんと両手を振る。喜びをちっちゃな身体からだいっぱいで表現していた。

　俺は挙げてしまった右手で頭を搔かきながら、エールを飲んだ。

　──危ねえ！

　あやうく知らない美人に挨あい拶さつするところだった！　大おお恥はじもいいところだ！

　女騎士が、グラスウォーカーの隣に腰こし掛かける。

「こんにちは、ユニス。それで？　今日はどんな面めん倒どう事かしら？」

　言葉は厳しめだったが、声は優やさしげだ。

　まるで姉し妹まいのよう。

　レイチェルは人間ヒユーマンで、ユニスと呼ばれた子はグラスウォーカーなので、血けつ縁えんはありえないが。

　ユニスが子供っぽい笑顔と、子供っぽい声で言う。

「んとね～まいっちゃったの～。また商売で大変な目にあっちゃって。あっ、オジさん、野の苺いちごのジュースを二杯、あたしとレイチェルにね。それから、てきとーなお料理も！　じゃんじゃん持ってきて！」

「あいよ！」

　店主が野太い声で答えた。

　レイチェルが苦笑する。

「うんうん？　今度はどんな大変な目に遭ったの？　お客さんから預かった猫ねこが逃げちゃった？　それとも仕入れた本が間ま違ちがってたとか？」

「いや～それがね～、一〇〇万Ｆの借金を背負っちゃったんだよ～」

「マスター！　今、ユニスがした注文、なしで！」

　レイチェルが慌あわてて叫さけんだ。

　カウンターの中で店主が「あいよ！」と答える。

　ユニスがぷぅと頰ほおを膨ふくらませた。

「え～!?　なんで～!?　お店にいるんだからジュースの一杯くらい飲みたいよ～」

「正気なの!?　一〇〇万Ｆの借金を背負っちゃったのに、〝じゃんじゃん持ってきて〟って言う人がどこにいるのよ!?」

「……どこにいるの？」

「貴女あなたでしょ!?」

「あ、ホントだ。なるほどね～。言われてみたら、あたし、けっこうピンチっぽいかもだよねえ～」

　ほわわん、と笑った。

　レイチェルがため息をつく。

「……はぁ……一〇〇万Ｆの借金なんて、ただごとじゃないわよね？　なにがあったの？」

「ん～と、西方帰りの冒ぼう険けん者しやから、これを仕入れたの」

　ユニスが足あし下もとに置いてあった巨きよ大だいなリュックから、木箱を取り出した。

　カウンターのうえに置く。

　掌てのひらに載のる程度の小さな木箱だった。

　上うわ蓋ぶたを外すと、中には布の包みがあり、それを開くと──

　人の瞳ひとみほどの大きさの、青い宝石が現れた。

　吸いこまれそうな深い海の色だ。その奥に魔ま力りよくを秘ひめた輝きが宿っている。

　青せい竜りゆう眼がんだった。

　ブルードラゴンの瞳──というわけではなく、ドラゴン系のモンスターの胃い袋ぶくろから取れる魔ま精しよう石せきだという。ブレスの源と言われているが、よくわかっていなかった。

　レイチェルが息を吞のむ。

「ふぁ……なに？」

「これは、青竜眼っていう宝石だよ。首くび飾かざりや服の飾りにもいいけど、魔力があるから剣や鎧の装そう飾しよくにも使われるんだよね」

「もしかして、これを仕入れるのに借金したの？」

「うん。えっとね……」

　あまり説明のうまくないユニスの話をレイチェルが根気よく聞き出す。

　そいつをまとめると──

「……つまり、ユニスのところに、青竜眼を二〇〇万Ｆで買いに来た商人がいたのね？　遠方から仕入れに来たらしく、急いでいた」

「うん」

「そして、後から、一五〇万Ｆで青竜眼を売りに来た冒険者がいた。手元には五〇万Ｆしかなかったので、金貸しから一〇〇万Ｆを借りてきて、買い取った」

「うんうん」

「青竜眼を二〇〇万Ｆで売れば、一五〇万Ｆで仕入れても五〇万Ｆの儲もうけね。一〇〇万Ｆの借金もすぐ返せるわ。ちょっと利子を取られるけど」

「そうなんだよー」

「べつに困ってないじゃないの」

　レイチェルが安あん堵どする。

　ユニスが唇くちびるを尖とがらせた。

「でもね、さあ二〇〇万Ｆで青竜眼を売るぞ～って思ったら、買ってくれるって言ってた商人さんが、買うのを嫌いやがったんだよ」

「えっ!?　もう別の店から買っちゃったのかしら!?」

「わかんないよ～。青竜眼を手に入れてからは、一回だけ大通りで見つけて話したっきりだもん。もう居場所もわからないの」

「それなら、私たちが捜さがすわ。契けい約やく書しよはあるんでしょう？　事情がどうあれ、買い取らないのは契約違い反はんだもの。違法よ。国家騎士の出番だわ」




　契約──

　これが、戦時と今の時代との大きな差異だろう。

　戦時は魔王軍と苛か烈れつな戦いを繰くり広げており、人同士の約束など確たる意味を持たなかった。

　商売の約束をしようとも、翌日には相手が殺されているということもありえる。

　どんな誠実な人も、モンスターに喰くわれかねない時代だった。

　物流は途と中ちゆうで失われることが多く、入にゆう荷かの約束ができない。人々の生活は軍隊の配給に支えられていた。

　市いち場ばでは物ぶつ々ぶつ交こう換かんが基本。いつ滅ほろぼされるか知れない王国の発行した貨か幣へいの価値など、無に等しかったのだ。

　しかし、勇者たちが魔王を倒たおし、魔族も魔ま獣じゆうも消えたことで、状じよう況きようは一変した。

　それまで無意味だった〝契約〟は、今や商業活動の基本となっている。




　契約書は絶対だ。もしも、結んだ約束を守らなかった場合、信用を失うばかりでなく、多額の違約金を請せい求きゆうされたり、重い罰ばつを受けたりするのだった。

　ユニスが首を横に振る。

「契約書はないよ？」

「えっ!?　〝ないよ？〟じゃないわよ！　どうして書いてもらわなかったの!?」

　レイチェルが身を乗り出した。

　ユニスがのほほんと笑う。

「レイチェル、商売ってのは、人を信じるところから始まるんだよ～」

「信じた結果がこれじゃない！」

「夢がないな～」

「貴女は現実を見なさいよ！」

「でもね、契約を結ぼうとすると相手は嫌がるんだよ。契約書を作るのは手間がかかるし、その人を信用できないって言ってるようなもんだからね」

「そういう事情はあるんでしょうけど……ああ、もう！　それにしたって他人を信じすぎじゃない!?」

　レイチェルが頭を抱かかえた。

　ユニスが、うつむいたレイチェルの頭を撫なでる。

「よしよし。元気出して？」

「……ユニスはよく元気でいられるわね？」

「運は向いてるからね」

「いいことでもあったの？」

　ユニスが嬉うれしそうにうなずく。

「考えてもみてよ～。一五〇万Ｆで売ってくれるって冒険者があたしのところに来たのは、二〇〇万Ｆで買ってくれる商人さんと会った直後なんだよ!?　すごいタイミングだよね～。これは運が向いてるって思ったんだ！」

「……そうかもね……ちなみに、一五〇万Ｆっていうのは、青竜眼の仕入れ値としてはどうなのかしら？」

「今の仕入れ相場は、手に入るなら、たぶん八〇万Ｆくらいかな？　品しな薄うすだけど」

「七〇万Ｆも高く買ったの!?　どういう商売してんのよ!?」

「でも、でも！　青竜眼を仕入れるには西方か王都まで行かなきゃいけないんだよ!?　この街だと売ってないかも」

「どうして、そこの労力を惜おしんだのよ!?　七〇万Ｆよ!?　何ヶ月ぶんの儲け!?」

「去年の、あたしの儲けは二〇〇万Ｆだから半年分くらい？　でもね、二〇〇万Ｆで買ってくれる商人さん、急いでたから～」

「ああ、なるほど……」

　二〇〇万Ｆで買い取ると言った商人が急いでいたのと、契約書を結びたがらなかったせいで、このような困った状況になっているというわけだった。

　ユニスが宝石を見つめて、首をかしげる。

「青竜眼は、この辺だと入手しにくいものだから、あたし、すっごく素す敵てきな運勢だって思ったんだけどな～」

　そうした会話が聞こえてきて、俺は思わず苦笑してしまった。

　──こいつは、いいメシのタネになりそうだ。

　手にしたエールを一気に飲み干した。

　隣となりに座っているグラスウォーカーの少女に、声をかける。




「あんた、騙だまされてるぜ？」




　ユニスが目を丸くして振り向いた。

「えっ!?」

　その肩かた越ごしでは、レイチェルが警けい戒かい心しんを剝むき出しにした表情で、俺を睨にらみつける。

　──おお、美人が睨むと恐こわいなあ。

「貴方あなたは何者？　急に、そんな失礼な……」

　俺は肩をすくめた。

「いやいや、横で聞いててあんまりにもおかしいんで、つい放っておけなくてな」

「盗ぬすみ聞きなんて……」

「聞こえちまったのさ。カウンターで隣に座ってたら仕方ないだろ？」

「だとしても、聞こえない振りをするのがマナーです……それはいいとしても、貴方は冒険者かしら？」

「ああ、それの登録なら済ませてあるぜ。四年前にな」

「この街に来たのは、最近ですよね？」

「よくわかったな」

「この街に長く住んでる人の顔は覚えてますから」
















「へえ～」

　そいつは、さすがに、ハッタリだろ──と俺は思った。このファルトラ市に永住している者だけでも、相当な人数がいる。

「街の事情に疎うとい冒険者で、昼間から一人きりでお酒を飲んでて、黒ずくめの格好だなんて……信用できるわけありません」

　ピシャリ、とレイチェルは言い切った。交こう渉しようする余地はなさそうだ。

「ふーむ、しょうがねえな……じゃあ、俺の話には興味ないか……そうか、そうか……」

「あるよ！」

　両手を挙げたのはユニスだった。ぐいぐいと顔を近づけてくる。

　キラキラした瞳ですがりついてきた。

「ね！　ね！　お話、聞かせて？」

「あ、ああ……」

　俺はうなずきかけて、無条件で話すわけにはいかない、と思い出した。空になったジョッキを指さした。

「話してやってもいいが、タダじゃねえぞ？」

　レイチェルが、ユニスを止とめる。

「やめときなさい！　そんな胡う散さん臭くさい男の言うことなんか！　どうせ、なんか、うまいこと言って騙す気だわ！」

　彼女の右手が、腰こしのあたりに動いた。

　剣けんの柄つかに指が触ふれる。

　俺は思わず笑ってしまった。

「おいおい、このグラスウォーカーの子の借金も、剣をチラつかせて解決する気じゃねえだろうな？　いいか、よく聞け──もう平和になったんだ。なんでも剣だけで解決できる時代じゃないんだよ」

　レイチェルが柄から手を離はなした。代わりに、刃やいばのように鋭するどい眼光で射い貫ぬいてくる。

「くっ……そんなの……わかってます」

「まぁ、話だけでも聞いとけ。報ほう酬しゆうは、話が信じられると思ったら、ここの飯代でいいぜ。それくらいが妥だ当とうなネタだ」

「……ずいぶん自信がありそうですね？　いいわ、話くらい聞いてあげます。ただし！　適当なこと言ったら、もちろん奢おごらないし……後で酷ひどいですよ？」

「よし、商談成立だな！　──おい、オヤジ！　エールをもう一いつ杯ぱいだ！　それと食い物を持ってきてくれ！」

「あいよ！」

　店主の胴どう間ま声ごえが応えた。

　俺は二人に向き直る。

「じゃあ、まず──」

「まずは名乗ってください。話を信じてもらいたいなら、名前くらい明かすべきでしょ？　私はレイチェル・エマーソン。国家騎き士しです」

「あたし、ユニス！　商人をやってるの！」

　元気に両手を挙げた。里を出たグラスウォーカーは氏族名を言わないものだという。

　俺は思案する。

　──そういえば、まだこの街フアルトラで使う名前を決めてなかったな。

　前と同じ偽ぎ名めいでもよかったが、下手に長く使うと、要いらぬ痕こん跡せきを残しかねない。

　ふと、先ほどレイチェルが俺のことを〝黒ずくめ〟と言ったのを思い出した。それでいいか、と適当に決める。

「俺はヨルだ。ヨル・ブラッククロス」

「ヨル・ブラッククロスぅ!?　明らかに偽名じゃない！　貴方、やっぱり私たちを騙そうとしてるでしょ!?」

「俺を信じるかどうかは話を聞いて判断してくれよ。話くらい聞いてくれるんだろ？　噓うそついたのか？」

　レイチェルが生き真ま面じ目めな顔をして否定する。

「私は噓なんかつきません！　国家騎士は清せい廉れんで潔白で、約束を絶対に違たがえないんです！」

「ご立派だな。そんじゃ、国家騎士様を信用して話すことにするか」

　俺はおどけて、レイチェルは不ふ機き嫌げんそうに腕うで組ぐみをした。

「まったく！」

　ユニスが先を急せかす。

「ねえねえ、そんなことより、あたしはどうやって騙されたの？」

　そんなこと扱いされたレイチェルが微び妙みような顔をした。

「……なに、簡単な話さ。こいつは商取引詐さ欺ぎの一種……名付けるなら『青竜眼詐欺』ってところか──」




　運ばれてきた二杯目のエールと食べ物をつまみつつ、俺は話して聞かせる。

「詐欺の全ぜん貌ぼうはこうだ。

　ユニスの前に、相場より遥はるかに高値──二〇〇万Ｆを払はらってでも青竜眼が欲しいという商人が現れる。

　その話を聞いた直後、相場よりも割高だが、商人と約束した価格よりは安い──一五〇万Ｆで、青竜眼を売りたいという冒ぼう険けん者しやが現れる。

　こいつら商人と冒険者は──グルだ。詐欺の仲間ってことさ。

　青竜眼はドラゴン系の魔ま獣じゆうを倒たおしたときに手に入るアイテムで、今だと西方の旧魔王領で獲かく得とくしやすい。

　相場だと、仕入れ八〇万Ｆで、店先の値付けが一〇〇万Ｆくらいか。

　しかし、最初に現れた商人が〝二〇〇万Ｆでも買いたい〟と言ったことで、ユニスにとっては一五〇万Ｆで仕入れてもいいと思える状じよう況きようが作られた。

　残念ながら、その商人は、最初から二〇〇万Ｆで青竜眼を買う気なんてなかったのさ。

　ここが詐欺の胆きもなんだが……最初から約束を守る気なんてないから、契けい約やく書しよを作らなかったんだ。

　まぁ、金額が大きくても露ろ天てん商しようは口約束で済ますことが多いしな。

　知ってるか？　王家の宮きゆう殿でんを建てる大工だって、事前の契約書はないんだぜ。億って金をやり取りすんのにな……

　全すべては、ユニスに相場よりも高く青竜眼を売りつけるための下準備だ。

　あとから訪ねてきた冒険者が、相場よりも高額な一五〇万Ｆで青竜眼を売りつけたところで、あちらの詐欺は成功だ。

　ユニスには高額な一五〇万Ｆで仕入れちまった青竜眼だけが残された」
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「これが、あんたが騙された詐欺の全貌だよ」

「信じられないわ！」

　レイチェルがカウンターを叩たたいた。

　俺は肩をすくめる。

「噓は言ってないんだがな……話を信じてもらえねえと、飯代が……」

「あっ、ち、違うんです！　〝貴方の話が信じられない〟って意味じゃなくて！　そんな……他人を騙してお金かね儲もうけを考えるなんて、信じられないくらい最低です！」

「睨むなよ、俺が騙したわけじゃねえ。さて、俺の話はここまでだ。信じる気になったか？」

「……悔くやしいけど、信じるべきでしょうね……疑って、ごめんなさい。貴方には感謝しないと」

「じゃあ、飯代は頼たのむぞ」

「わかってます。とにかく、この疑いをユニスに声をかけてきた商人に突つきつけて──」

「無む駄だだね。しらばっくれられて終わりだな」

　俺は皿に残ったジャガイモにフォークを刺しながら言った。

　レイチェルが目を見開く。

「どうして!?」

「考えてもみろ……証しよう拠こがない」

「ユニスが騙されてるんです！　被ひ害がい者しやがここにいるのに!?」

「その詐欺商人が、〝青竜眼を買うなんて約束してない〟と言い張ったら？」

「そんな噓は許しません！」

「おいおい、ユニスが噓をついてるかもしれないぜ？　友達だから信用して、他人だから詐欺師と決めつけるのか？　まぁ、話を聞いてれば、そのグラスウォーカーが噓つきじゃないのはわかるけど、それだって俺の直感でしかねえし」

「ううぅ……」

　レイチェルが絶句した。

　俺は残ったエールを飲み干す。

「契約書がないんだから仕方ねえんだ。そのあたりがこの詐欺の、巧こう妙みようにして杜ず撰さんなところだ」

「巧妙で杜撰……ですか？」

「まっとうに契約書を結ぶ商人なら引っかからない。成功率が低いという意味で杜撰だな。しかし、引っかかってしまえば違い法ほう性が全くない。詐欺だと気づいたところで、訴うつたえようがないから、そこが巧妙だ」

「えっと……一五〇万Ｆで青竜眼を売りつけてきた冒険者は悪くないんですか？」

「悪くないだろ？　〝アイテムを相場よりも高値で売ってはいけない〟って法律でもあるのか？」

「そ、それは！　それは……ない、です……」

　レイチェルの声が沈しずんだ。

　相場の統制は、それほど珍めずらしい法律ではないが、青竜眼に対しては適用されていなかった。

　俺は空になったジョッキをつつく。

「詐欺は内容よりも相手選びが大切なのさ。この詐欺師たちは、お人ひと好よしに狙ねらいを絞しぼってる」

　もしも、狙った相手が〝契約書を作ろう〟と言いだしたら、気が変わったとか言って逃にげればいい。契約書を交かわす前なら、なんら違反ではなかった。

　冒険者のほうも高値で売りたいと持ちかけるのは、問題のない行こう為いだ。

　レイチェルが焦しよう燥そう感かんを滲にじませる。

「それじゃあ、貴方あなたはどうやったら、その詐欺師たちを捕つかまえられるって思うの？」

「無理だな。捕まえられるわけねえんだよ。この詐欺は、〝何も違法行為をしていない〟というのが特とく徴ちようだ。〝口約束を信用したせいで、お人好しが損をした〟それだけの話なんだから」

「そんな!?　ユニスを助けてくれないんですか!?」

「おいおい、そこまで期待するなよ。俺はどんな詐欺か話すとは言ったけど、それだけの約束しかしてないだろ？」

「そう……です……けど……」

「一五〇万Ｆを取り返すってことなら、昼飯一食じゃ安すぎるな。報酬が不当だ」

「……私は助けたいんです……ユニスは、こんなときも笑ってるような子だけど、すごくがんばってるから……」

　ユニスが照れたような困ったような顔をして、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

　俺は首をかしげる。

「なにか恩でもあんのか？　それとも、治ち安あん維い持じを預かる国家騎士としての意地か？」

「……友達なの」

　それだけの関係で、こんなに必死な顔をするやつもいるのか──俺は少しだけ感心してしまった。

　とはいえ、詐欺師たちはなにも違法行為をしていない。犯罪をしていない者を捕とらえるのは不可能だ。

「まぁ、自分で考えてみろ。人に頼たよってばかりはよくないぜ」

「そ、そうですよね……」

　レイチェルが言葉に詰つまった。

　さらにショックを受けたようにうつむく。

　普ふ通つうに考えたら、金を取り返すのは無理だろう。落ちこむのも仕方がなかった。

　ユニスが、レイチェルの頭を撫なでる。

「よしよし……あんまりクヨクヨすんのはよくないよ？」

「……貴女、騙だまされちゃったのに、どうしてそんなに落ち着いていられるの？」

　本来は無関係なはずのレイチェルのほうが泣きそうな声だった。ユニスは相変わらず、ゆるい笑えみを浮うかべている。

「そう？　落ち着いてるかな？」

「落ち着いてるわよ！　っていうか、のんびりしすぎ！　借金よ!?　一〇〇万Ｆも！」

「でも、商人やってたら、そういうこともあるよ？」

「そうかもしれないけど……」

「お金は稼かせぐよ～。今までとおんなじ。大きなお屋や敷しきに出入りして必要な物を売って～。たまに露ろ店てんも出すんだよ？」

　ユニスは笑っていた。そのひたむきさが、よりレイチェルを悲しませる。

「自分のお店、持ちたいんでしょう？　そう言ってたじゃない……」

「そうだけど～……でも、しょうがないと思うよ？　騙されちゃったのはあたしだから」

「借金を返すのに、また何年もかかるのよ？　もしかしたら、労ろう役えきかも……」

「夢だから、あきらめられないよね～」

「……ユニスは、そうよね」

「だよ～」

「……借金は、私がなんとかする」

「でもレイチェルだって、お金ないでしょ？」

　──おや？　と俺は意外に思った。

　国家騎き士しというのは、それなりの家いえ柄がらでないと就つけない。なんせ王家直属だ。

　つまり、レイチェルは貴族のはずだった。

　貴族というのは先祖から受け継ついだ土地を持っており、そこから税収を得ている。個人が働くのに比べて、遥かに大きな稼ぎを得ているものだった。

「もしかして、なんか事情があんのか？」

　レイチェルが視線を外す。

「わ、私の家のことは……貴方には関係ないですから」

「……まぁ、金があったら、女が国家騎士なんて危険な仕事はやってねえか」

　戦争は終わったが、ファルトラ市は活気があるぶん、治安がいいとは言いがたい。出稼ぎの労働者や、冒険者のなかには、元兵士だとか、故郷にいられなくなった犯罪者などもいる。そういう腕うでに自信のある荒あらくれ者ものたちを相手にしなければならない。

　貴族で若くて美しい女性が国家騎士だなんて、よほどの事情があるに違ちがいなかった。

　レイチェルが首を左右に振ふる。

「私が国家騎士をやっているのは、お金が目当てじゃありません」

「そうなのか？」

「もちろん、当家は裕ゆう福ふくではないので、生活のために週給はもらってますけど……せっかく勇者様が魔ま王おうを倒たおして平和にしてくれたんだから、その平和を微び力りよくながらも守っていきたいって思ってるんです……けど……」

「へえ……ありがとうな」

「ん？　どうして、貴方がお礼を言うんですか？」

「あ、いや…………えっと、俺は戦争に行ってたからな。自分も王国の平和に貢こう献けんしたっていう気持ちがあったりなかったりするんじゃないかなあ！」

　ハッとした顔をして、レイチェルが頭を下げた。

「そうよね、ごめんなさい。勇者様はすごかったけど、彼だけが世界を平和にしたわけじゃないんですよね」

「お、おう」

　彼女が真しん剣けんな顔をしてうなずいた。なにかを決意したように。

「大勢の人々が尽じん力りよくして平和になった世界で、他人を騙して苦しめる者たちがいる……そんなのモンスターみたいなものじゃありませんか！　放っておけません！」

　なるほどなあ──と俺は思った。

　この国では〝人に害を与あたえる生物〟を〝モンスター〟と呼こ称しようする。これまでは、魔族・魔ま獣じゆう・野獣が該がい当とうしていた。

　しかし、詐さ欺ぎ師しは〝人に害を与える生物〟ではないのか？

「……たしかに……放っておけないかもな」

　俺は自分の手を見つめる。

　──なにをしようと、結局、世界は平和になんかならない。そう思っていたけど……実は、終わっていなかっただけかもしれない。

　彼女が席を立つ。

「魔王軍は、勇者様や貴方たち冒ぼう険けん者しやや軍人が倒してくれました。詐欺師なんてモンスターは、私たち国家騎士がどうにかしないとですね！」

　彼女は腰こしの革かわ袋ぶくろから銀貨一枚を出すと、カウンターに置いた。四〇〇〇Ｆになる。日ひ雇やといの仕事を半日こなして得られるくらいの金だ。

　昼飯代にしては高すぎる。彼女たちは店に来てから、なにも注文していないし。

　俺は眉まゆをひそめた。

「なんだよ、この額は？　恩を売る気か？」

　レイチェルが首を左右に振る。

「情報の対価です。それと、お詫わび」

「なんの詫びだ？」

「さっき〝人に頼ってばかりはよくない〟と言われて、恥はずかしくなりました……自分で努力せずに、貴方を頼ろうとしてしまった……ごめんなさい」

「あ、いや……まぁ、俺のほうも言い過ぎたかもしれねえな。自分にできないことで困ってたら、誰だれかを頼るのは自然だし」

「私、そういうのは嫌きらいだったはずなんです。能力のある誰かに苦労を押しつけて、自分たちは努力せずに待ってるだけなんて……勇者様が、そうやって全すべてを背負わされて戦いに行くのを近くで見る機会がありましたから……」

「……そんなこともあったかな？」

「あのとき、勇者様は〝人々が助け合うことが大切〟という話をされたわ」

「まぁ、仲間もいたしな」

「だから、私は思ったんです！　どれほど微力でも、努力できる人になろう。助けてもらうばかりじゃなく、助け合える人になろう、って」

　俺は昔のことを思い出す。

　いろいろな記き憶おくが渦うず巻まいたが、それらを表に出すことはしなかった。

　ただ、うなずく。

「……いい志こころざしだと思うぜ」

「忘れちゃってました！　思い出させてくれてありがとう。それではです」

　レイチェルが背中を向けた。

　もたもたとユニスが大きなリュックを背負って立ちあがる。

「んしょっ！　それじゃあね～、ヨル、教えてくれてありがとね～！」

　のほほんと笑って、小さく手を振った。

　俺は手を伸のばし、カウンターに置かれた銀貨を摑つかむ。

　──まぁ、これ以上は関わらないほうがいいよな。

　街で不必要に目立つのは避さけたい。適当に何件か仕事をして旅費を稼いで、半月もしたら別の街に流れる。

　その予定だったのにな……

「おい、レイチェル・エマーソン。それと、ユニス」

「ん？　なんですか？」

「どしたの～？」

「足りねえな。銀貨一枚じゃ……そうだなぁ……金貨三枚ってとこで、どうだ？」

　金貨三枚は二四万Ｆになる。

　エール八〇〇杯はいぶんだった。

　レイチェルが目を剝むく。

「ちょっ……!?　貴方あなた、なにを考えて──!?」

「詐欺で取られたのは一五〇万Ｆだろ？　青竜眼が手元にあるから、丸損でもないけど、金を取り返すのはひと仕事だ。さすがに銀貨一枚じゃ見合わねえよ……まぁ、無理にとは言わないけどな」

　ユニスが瞳ひとみを輝かがやかせて駆かけ寄ってくる。

「ほんとに助けてくれるの!?」

「タダじゃないぞ？」

「一〇〇万Ｆの借金が返せるなら、なんでもいいよ～！」

　当然、とユニスは言った。

　レイチェルが戸と惑まどったように尋たずねる。

「……取り返す……本当に？　そんなこと、できるんですか？」

　俺は肩かたをすくめて。

「まっとうな手段じゃないけどな」

「暴力はダメですよ？」

「ああ、自分たちが犯罪者になっちまったら意味ないだろ。まぁ、あんたらが決めろ。俺に賭かけるか、賭けないか」

　腰をあげて、彼女たちの前に立った。

　レイチェルが痛切な表情をする。

「……お願いします……ユニスを助けてください。私は自分で努力するって言ったけど、正直……どうしたらいいのか、ぜんぜんわからないから。だから」

「助けてくれたら、すっごく嬉うれしいんだよ～！」

　大荷物を背負ったまま、小さなグラスウォーカーの女の子が、ぺこりと頭を下げた。

　俺はうなずいた。

「よし、商談成立だな」

　店主に勘かん定じようだと言って、先ほどレイチェルからもらった銀貨一枚を置く。

　──酒代が払はらえてよかった。

　レイチェルが思案顔をしている。

「ところで、どうやって相手を捕つかまえるんです？　さっき貴方が言いましたよね？　この詐欺師は犯罪行こう為いをしていないって……」

「悪いけど、目的は逮たい捕ほじゃなく、金を取り返すことだ。それだったら、やりようがあるからな」

「ずいぶん自信があるんですね。詐欺師を相手にすることに慣れてるのかしら？」

「慣れてるのは、モンスター退治のほうだな……あんたが言っただろ？　詐欺師はモンスターだって」

「言いましたけど……」

　レイチェルは釈しやく然ぜんとしない様子だった。

　俺は片目を閉じる。

「これが冒険者のクエストなら──クエスト種別は《モンスター討とう伐ばつ》で、討伐対象は《金の亡もう者じや》が二体ってとこか。剣も魔術も禁止だけどな」
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　食堂の外──

　俺たちは人混みを避けて、入口横の壁かべに背中をあずけ、通りを眺ながめる。太陽光を受けて石造りの街並みが白っぽい灰色に見えていた。

　大通りには様々な人種、職業の者たちがいる。

　腰に剣を差している屈くつ強きような男の一団は冒険者たちだろう。

　大荷物を背負ったドワーフと、それを引き連れているエルフは、商人と荷運びだろうか。

　人間ヒユーマンの女性が編み籠かごを片手に子供を連れ歩いている。籠の中には野菜が見えた。たぶん買い物の途と中ちゆうだ。

　改めて明るいところで見ると、レイチェルの肌はだは本当に綺き麗れいだった。化け粧しようをしているようには見えないが。

　つい、まじまじと見つめてしまったせいで、彼女が首をかしげた。

「なんですか？」

「あ、いや……さっそく行動を起こさないとな」

「そうですね。まずは、詐欺師たちを捜さがさないとダメですよね？」

　実は、それが一番問題だった。

　──詐欺師たちは、姿をくらましてるんだよなぁ。

　よほど大がかりな仕し掛かけでもないかぎり、詐欺というのは、手口が広まるまで繰くり返す。

　だから、まだ街にいると思うのだが……なんらかの事情で街を立ち去っていたら、かなり困難な仕事になるだろう。

　見つけるのは、早ければ早いほどいい。

「三人で捜せないこともねえが、もう少し人手があるといいな」

「ファルトラ市は大きいですから」

「まぁ、でかくないと、侵しん攻こうしてくる魔ま王おう軍に無視されちまうからな。それじゃ、城じよう塞さい都市の意味がない」

「ええ……だけど、その大きさのせいで、詐欺師を捜すのは一苦労です。人手は一〇〇人くらいないと難しいですよね？」

「街まち中じゆうを捜す場合はな」

「困りました……相手が犯罪者じゃないなら、国家騎き士しの仲間たちに協力を求められないんです」

　レイチェルが歯は嚙がみした。

　ユニスが腕うで組ぐみする。

「あたしも、あんまり頼たよれる友達は多くないんだよね～」

　切ないことを言う女の子だった。

　レイチェルが指折り数える。

「国家騎士の仲間たちも、非番なら手伝ってくれると思うんです。私も、今日と明日あしたは非番ですし……あとは、人捜しならお願いできそうな知り合いもいます……そう多くはないけど」

「何人くらいだ？」

「これから、すぐだと……さすがに一〇〇人は無理ですね。五〇人が限界かも」

「人望のあるこったな。まぁ、五人もいれば充じゆう分ぶんだ」

「この広い街をたった五人で、どう捜すっていうんですか!?」

　レイチェルが声をあげた。

　俺は口の前に人差し指を立てて、静かに話すようにうながす。大だい丈じよう夫ぶだとは思うが偶ぐう然ぜんが重なって、捜していることを詐さ欺ぎ師しに知られたら、さっさと街の外へ逃にげられてしまう。用心に越こしたことはなかった。

　俺は説明する。

「詐欺師たちがいる区画はわかるからさ。あいつらは、高級な店が集まっている歓かん楽らく街がいにいる」

「北地区の歓楽街？　どうして、そこにいるってわかるんですか？」

「小さな詐欺だからさ」

「え？　小さな？　ユニスは一五〇万Ｆも取られたんですよ？」

「青竜眼の仕入れに八〇万Ｆは必要だ。実は儲もうけは七〇万Ｆしかない」

「それでも大金ですけど……」

「この街で何回かやらなきゃ、二人分の旅費で消えちまう。一回で街を引き払うには儲けが小さいのさ」

「詐欺師たちの都合だけを考えれば、そうかもしれませんね」

　レイチェルが顔をしかめつつ、同意した。

　ユニスの話だと、連中は青竜眼を売ったあとも大通りをうろついていたらしい。おそらく、次のカモを探していたのだろう。

「考えてみようか──まだ連中はファルトラ市で詐欺をしなきゃいけない。しかし、手元には騙だまし取った金がある。そして、他人を騙して苦労せずに大金を得ようなんて悪党だ。どんな店で飯を食う？　どこで遊ぶ？　泊とまる宿はどこだ？」

「……そんな知り合いいないから、わからないです」

「まぁ、国家騎士様だと、そうかもな。でも、戦いに必要なのは、相手を知ることだぜ」

「うっ……」

　戦いに喩たとえたら、詐欺師の内面を想像する大切さが少しは理解できたのか、レイチェルが考えこむ。

　今は時間が惜おしいので話を進めよう。

「昔から〝悪貨は身につかず〟って言ってな。悪いことをして楽に得た金は無む駄だに使っちまうもんなんだよ」

「ああっ！　だから北地区の歓楽街なんですね！」

「贅ぜい沢たくするには一番いい場所だからな。歓楽街はそれほど広くない。まして、ちょっと金を持ってるだけで貴族でもない商人と冒ぼう険けん者しやが入れるような格の店は限られてる。だから、五人も手伝ってくれれば充分なのさ」

　レイチェルが感心する。

「なるほど！　こんな少ない情報からそこまでわかるものなんですね！　すごいです！」

「少ないかな？　まぁ、これくらいは誰だれでもわかるって。ちょっと考え方にコツがあるかもしれないけどな」

　過か剰じような褒ほめ言葉に苦笑して、そんなことを言った。言ってしまった。

　レイチェルがユニスみたいに瞳を輝かせる。

「わ、私でも!?　コツをつかめば考えつくようになりますか!?」

「そりゃまあ……とにかく、急いだほうがいい。歓楽街に詳くわしそうなやつに連れん絡らくしてみてくれ」

「わかりました！　歓楽街を中心に巡じゆん回かいしてる仲間に頼たのんでみます」

「ついでに、もう二つ必要なことがある」

「なんでも言ってください。国家騎士の名にかけて、貴方あなたに全力で協力します！」

「一つは、服だな。あんたと一いつ緒しよに、俺が歓楽街へ行っても怪あやしまれないくらい仕立てのいい衣い装しようが必要になる。使用人のでかまわないぞ。無理なら俺のほうで、なんとかするけど……」

「えっと……それなら家にあるかしら？　なんとかなると思います」

「よし」

「もう一つは、なんでしょうか？」

　これまでの会話で、レイチェルはだいぶ俺を信しん頼らいしているようだった。教師に学ぶときの生徒のような信じ切った瞳ひとみで見つめてくる。

　俺は不安になってきた。

「こいつは、あんたに頼むべきかどうか……」

「なんですか？　た、高いのかしら？　私、お金はあまりないですけど……あ、だけど、国家騎士の名にかけて約束したんだもの！　なんでも言ってください！」

　──真ま面じ目めなんだよなあ。

　少し話しただけでわかるくらい、レイチェルは真面目すぎる性格だった。

　しかし、国家騎士の肩かた書がきが、この作戦には有効だ。

「うーん……あんたに無茶を承知で訊きくんだけどさ……噓うそとか演技は得意か？」

「不得意ですけど？」

　きょとん、とされた。

　案の定だが、仕方ない。俺がフォローすれば、なんとかなるだろう。




　　　　[image: †]




　夕方──

　あれこれと用意して、ファルトラの北地区にある歓楽街にやってきた。

　高級な宿屋や料理屋や遊べる店が集まっている。成功した商人や冒険者や、貴族たちが贅沢をする場として賑にぎわっていた。

　大きな商店が建ちならび、道も広くて、高級馬車が行き交かっている。

　装そう飾しよくに金銀や大理石をあしらった建物も多かった。

　まだまだ治安がよろしいとは言えない世の中で、これ見よがしに高価な装飾をしていれば、悪党に狙ねらわれるのは当然だ。

　そのため、歓楽街は多くの警備員──金で雇やとった傭よう兵へいたちが、店の前や通りで目を光らせている。

　酒と香こう水すいと金貨の匂においが漂ただよう。そんな街だった。




　俺とレイチェルとユニスは、高級酒場《黄金郷》の前に来ている。

「ここに、いるわけか」

　大理石の柱に、金色の扉とびらに、金色の看板だ。無む駄だ金がねを使うことが贅沢だと勘かん違ちがいしているような、下品な建物に見えるが、同じように勘違いしている人種にはウケがよさそうだった。

　ユニスが嬉うれしそうに俺の格好を眺ながめる。

「ヨル、似合うよ～？」

「……そうかい」

　俺は顔をしかめつつ、襟えりをつまんだ。息苦しい。

　今は執しつ事じ服を着ていた。
















　国家騎士と一緒に歓楽街にいても怪しまれない服装として、用意してもらったものだ。

「でも、こんな服は肩が凝こるな。さっさと終わらせようぜ、レイチェル」

「えっ!?　なに!?　だ、大丈夫です！　演技とか余よ裕ゆうですもの！」

　彼女は緊きん張ちようでガチガチだった。

　俺は頭を搔かく。

　──作戦どおりにできるのか？

「大丈夫か？　ユニスのためだ。ちゃんと演技してもらわなきゃ困るぜ？」

「ちゃ、ちゃんとやります！　ちゃんとね！　ちゃんと！　あれ……？　〝ちゃんと〟ってなんだったかしら……？」

「わかった、わかった。あんたは俺の言ったことに、適当にうなずいてりゃいい。余計なことは考えるな」

「そ、それくらいなら……大丈夫です。余計なことは考えない……考えない……あれ？　〝余計なこと〟ってなにかしら？」

「頭を空っぽにして深呼吸だけしてろ」

「い、息を吸ったあとで吐はけばいいんですよね!?」

「……たぶんな」

　不安だ。引きずられて、こっちまで緊張してしまいそうだった。

　レイチェルが拳こぶしを握にぎりしめる。

「やるわよ！　やってやるわ！　ユニスを騙した悪人に、正義の鉄てつ槌ついを！」

「おいおい……これから会うのは、まぎれもなくモンスターだが、殺意も敵意も要いらねえからな？　威圧するなよ。睨にらみもするな。大切なお客のように接して──最悪の結末に誘ゆう導どうしてやるんだぜ？」

「最悪の結末って、どんなのですか!?」

　レイチェルが顔を青ざめさせた。

　俺は建物を眺める。

「そいつは相手次し第だいだけどな──さて、そろそろ行くか？」

「え、ええ……」

「笑え顔がおを忘れるな。仏ぶつ頂ちよう面づらじゃ人は騙せねえぞ。覚えとけ、レイチェル……詐さ欺ぎ師しは笑顔でやってくるもんだ」

　高級酒場へ向かって歩きだす。

　レイチェルとユニスが、ぎこちなくならんで歩くのを確認して──

　俺は執事らしい上品な笑みを形作った。
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　高級酒場《黄金郷》の店内──

　かなり広い。

　二〇ほどのテーブルが相当な間かん隔かくを置いて均等に配置されている。

　テーブル同士の間を詰つめれば、今の四倍は置けそうだ。

　やたらと柱が立っており、衝つい立たてはないが、テーブル同士の客が見えにくく配置されていた。

　ユニスが物もの陰かげから店内を眺める。その仕草は、いかにも目立たなくて、草原に隠かくれ住む種族であることを感じさせた。さすがグラスウォーカーだ。

　目の前にいるのに意識から消えそうになるほど、見事な隠遁技術ハイドスキルだった。

　──こいつ、商人より冒険者のほうが向いてるんじゃねえか？

　ユニスが小声で言う。

「……あの人だよ」

　視線を追えば──中央付近のテーブルに中年男の二人組がいた。

　ガリガリに瘦やせた背の高い男と、赤ら顔をした太った男だ。

　どちらも人間ヒユーマンか。

　瘦せたほうは鎧よろいこそ着けていないが、傍かたわらに剣を置いており、一応は冒険者に見えなくもない。

　──まぁ、体つきを見れば、モンスターを一体も狩かったことがないのはわかるけどな。

　鎧姿だったら、普ふ通つうの人には見分けがつかないかもしれない。

　太った男は、地味なクリーム色のシャツの上から暗い色のベストを羽織り、生き地じの硬そうなズボンをはいていた。商人らしい格好だ。

　俺はユニスに耳打ちする。

「わかった。ここで見てろよ？　絶対に出てきたらダメだからな？」

「うん、信じてる～」

　彼女が笑みを残して、柱の陰に身を潜ひそめた。

　俺はレイチェルの背中に軽く触ふれる。

「行くぞ」

「……あ、あそこの二人、なんですよね？」

「なるべく近くの席に座りたい。執事が、お嬢様を先導するわけにもいかねえから、よろしく頼むぜ？」

「わ、わかりました……ううぅ…………」

　緊張した声だった。

　無理もないか。

「では、お嬢様、参りましょう」

「ま、まいりますわよ！　笑顔よね、笑顔！」

　俺は笑いを堪こらえるのが大変だった。




　レイチェルの先導で俺たちは席へ向かった。

　途と中ちゆう、詐欺師たちの横を通り過ぎる。

　二人はワインの話をしているようだった。飲んだことのない高級酒を試しては、はしゃいでいるようだ。

　──こちらの会話に気づいてくれよ？

　ひとつのテーブルを選ぶ。詐欺師たちの席の隣となりではあるが、やや遠い。静かな店なので、なんとか声は届くだろう。

　俺はレイチェルを座らせるために椅い子すを引いた。

　今は事情があって裕ゆう福ふくではない、と言っていたが──さすがは貴族令嬢だ。自然な仕草で、俺が引いた椅子に腰こしをおろした。

　俺は立ったまま、彼女の傍らに控ひかえる。執事とは、そういうものだった。

　すぐさま店のウェイターが来て、レイチェルにメニューを説明する。

　さすが、贅ぜい沢たくするための店だけあって値段がすごかった。奢おごってもらえるとしても遠えん慮りよしてしまうような価格設定だ。

　レイチェルが一番安い飲み物を頼たのもうとするので──俺はメニューを指さして「お嬢様のお好きなワインがあります。キャビアもありますよ。さすがは一流店でございますね」とフォローせねばならなかった。今は金持ちを装よそおわねばならない。

「じゃあ、それを」

　レイチェルの言葉に、ウェイターが恭うやうやしくお辞じ儀ぎし、テーブルから離はなれていった。

　頼んだワインと軽食が来たところで──

　俺は話を切り出す。

「それにしてもお嬢様、先ほど見せていただいた青竜眼は、とても見事でございましたね」

「……そ、そうね」

「ユニスさんの露ろ店てんでしたか」

「……そ、そうね」

「お嬢様も、ああいった見事な宝石で剣を装そう飾しよくされてはいかがでしょう？　国家騎き士しになられて、ちょうど三年でございますから、記念に」

「え？　違ちがいます、まだ半年……」

　俺は詐欺師たちから見えない角度でレイチェルの後頭部をつついた。

　ぷす。

　レイチェルが、ハッとする。

「あ、ああ！　そうね。うん、そうそう！　そうだったわ！　忘れていたわ！」

「ユニスさんの露店にあった青竜眼は見事でございましたね？」

「私、宝石は判らな……」

「ございましたね!?」

「そ、そうね！　見事でございましただわ！」

「…………いかがでしょうか、あのような宝石を剣の装飾とされるのは？」

「いいんじゃないかしら!?」

　うわずった声だった。

　俺は心の中で、ため息をつく。

　詐欺師たちの反応はどうだろうか？　視線を向けないようにしつつ様子を窺うかがう。

　──こちらを見てる！

　釣つり餌えに、魚が寄ってきた。

「あのような見事な青竜眼ですと、おそらく三〇〇万Ｆは下らないかと思われます」

「ええッ!?　青竜眼の相場って一〇〇万Ｆじゃ──」

　言いかけて、レイチェルが「しまった！」という顔をした。

　俺は、あえてわざとらしく大げさに否定する。

「いえいえいえいえ！　私はお屋や敷しきに拾っていただく前は宝石商もしておりましたから、あの色味ですと三〇〇万Ｆは下らないでしょうな。しかも、今は品しな薄うすだとか。さすがユニスさんは物の価値がわかるお方です」

「あ、そ、そうね！　物の価値がわかるお方だわ！」

「……ですが残念なことに、あの青竜眼は先約があるようで……なんでも、二〇〇万Ｆで売約済みだとか。いや、本当に、あれなら三〇〇万Ｆを支し払はらっても惜おしくない逸いつ品ぴんでございました。あの色味と艶つやなら、お嬢様にもよくお似合いになられるでしょうに……」

「お似合いになられるでしょうね！」

「明日あしたにでも、もう一度、交こう渉しようしてみましょうか？」

「してみましょうか！」

「しかし、ユニスさんは真ま面じ目めなお方ですから、先約があると言って譲ゆずらないでしょうな……弱りましたね。お嬢様であれば三〇〇万Ｆでも、ポンと出せるというのに。ポンと！」

　俺は大げさにため息をつく。




　魚が寄ってきた。




「すみません、少しお話をよろしいでしょうか？」

　男の声。

　俺は視線を向ける。

　近づいてくる詐欺師二人が見えた。

　声をかけてきたのは太いほうの男だ。商人の格好をしている。

　細いほうの男は、腰に長剣を提さげ、まるで護衛のように付き添そっていた。

　商人が愛あい想そのいい笑顔で。

「実は、わたくしどもは宝石商を営んでおりまして、お嬢様に耳寄りなお話があるのですが……少々お時間よろしいでしょうか？」

　俺は困ったような顔を演技で作り、レイチェルへと視線を向けた。

「いかがいたしましょうか？」

　彼女は真しん剣けんな面おも持もち。まるで、今から決けつ闘とうでも始めそうなほどだった。

　うなずく。

「……いいわ……聞きましょう」

　緊きん張ちようした声こわ色いろだった。

　その雰ふん囲い気きをやわらげるように、俺はにこやかに笑う。

「はい！　それでは、是ぜ非ひお聞かせください！」

　──釣れた。

　詐さ欺ぎ師しは笑え顔がおで現れる。




　さて、モンスターを退治しようか。
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　詐欺師二人組と向かい合う。

　太ったほうの男──商人がレイチェルの正面の席に着いた。

　細いほうの男は相変わらず護衛のように付き添い、その背後に立っている。神経質そうな目つきで俺や、ときおり周りに視線を投げていた。

　──なるほどな。

　護衛を装うことで、こっちを無ぶ遠えん慮りよに観察したり、周りを警けい戒かいしたりできるわけか。

　しかし、立ち姿からしても、腰の長剣はお飾かざりだった。

　商人が不気味なほどの笑顔で言う。

「お話し中のところを大変申し訳ございません……ですが、たまたま話が聞こえてしまったもので、お力になれるのではないかと──おやおや！　国家騎士様でございましたか！」

　わざとらしい驚おどろき方だった。

　話が聞こえていたなら、レイチェルが国家騎士であることも聞いていたはずだ。

　とはいえ、女性の騎士は珍めずらしい。しっかり確認しておきたいのだろう。

　俺は誇ほこらしげに胸を張った。

「お嬢じよう様さまは優ゆう秀しゆうで人望もある国家騎士であらせられるのです！　ああ、そうだ──お嬢様、指輪を見せて差し上げてはどうでしょうか？」

　国家騎士には、証あかしとして特別な指輪が与あたえられる。

　マントと同じ鷲わしの紋もん章しようが施ほどこされた、かなりゴツイ物だ。

　騎士の立場を示す役割があり、複製や貸し借りされるようなシロモノではなかった。

　レイチェルがテーブルの下から、左手を持ちあげた。

　左の薬指に、国家騎士の指輪がはまっていた。

　商人が目を輝かがやかせる。

　これは演技ではないだろう。最高のカモを見つけた歓かん喜きの反応だった。

「素す晴ばらしい！　その若さ、美しさで、女性ながら国家騎士であらせられるとは！　そんな騎士様に、耳寄りなお話があるのでございます！」

「……」

　レイチェルは沈ちん黙もくしていた。代わりに俺が問う。

「耳寄りな話ですか？」

「はい！　実は……騎士様がお求めになっている青竜眼を、わたくしが用意させていただけるかもしれないのです！」

　俺は大げさに驚いた。

「本当ですか!?　いやあ、それは素晴らしい！　ねえ、お嬢様!?」

「……そうね」

　おいおい、と後頭部をつつきたくなる。

　すっかり彼女の正義の心が燃えあがってしまっていた。今にも斬きりかかりそうだ。

　ここでフォローするのも仕事のうちかな。

　俺は申し訳なさそうにして。

「あの…………お嬢様？　いきなり声をかけられたからといって、それほど緊張なさらずとも大だい丈じよう夫ぶですよ？　彼は商人で、私たちに素晴らしい商談を持ち掛かけてくださっているのですから」

「……あ、そうですね。ごめんなさい」

　レイチェルが素直に謝罪した。自分が仏ぶつ頂ちよう面づらであったことに気づいたらしい。

　俺も一いつ緒しよに頭を下げる。

「申し訳ありません。お嬢様は少々、人見知りなところがありまして」

「いえいえ！　急に声をおかけしてしまい、失礼いたしました！　ですが是非聞いていただきたいお話だと思いましたもので……」

　商人が恐きよう縮しゆくした様子で眉まゆ根ねを寄せた。

　俺は思案顔になる。

「ユニスさんの青竜眼が手に入るならば、願ってもない話です。しかし、売約があるとおっしゃっていました。なかなか難しいのでは？」

「いえいえ！　わたくしであれば、その青竜眼をご用意することができます！　いろいろと商人同士の繫つながりというものがございますので……」

「本当ですか！　それはすごい！」

「どうでございましょうか？　あの青竜眼をユニスさんから譲っていただくための代金と、わたくしに少々の手間賃をいただきまして、合計で……四〇〇万！　四〇〇万Ｆでご用意いたします！」

　──ふっかけてきたか。

　まぁ、詐欺師でなくとも、これくらいの商しよう魂こんたくましさは、珍しくもない。

　むしろ、六〇〇や一〇〇〇と言いださないだけ、小物だった。

　その金額ならば、悩なやむ演技など必要ない。

「手間賃こみで四〇〇万Ｆですか!?　それでは貴方あなたの取り分が、ほとんどないのではありませんか？」

「お客様にご奉ほう仕しすることこそ、商人の喜びでございます！」

　相手の顔には笑みが貼はりついていた。

　こちらも、笑顔を作る。

「素晴らしい。よい話ではありませんか、お嬢様？」

　レイチェルが真剣な表情で詐欺師を見つめた。

「……その話は……ユニスさんも納なつ得とくしてくれる取引なのかしら？」

　相手は笑顔のままだ。

「もちろん！　わたくしは人を騙だましたりいたしません。ちゃんと説明してご理解いただき、青竜眼を譲っていただくだけでございます。商人同士も、いや、全すべての人々にとって大切なのは〝助け合い〟でございますよ」

「……そう……貴方たちは、その商売を〝助け合い〟と表現するのね」

　レイチェルが冷たい目をした。

　──やばい。

　俺は内心で焦あせる。

　詐欺師たちは、今、レイチェルの逆げき鱗りんに触ふれた。

　親しい相手が一方的に騙されているのに、騙した側が〝助け合い〟などと口にしたのだ。それは怒おこりもするだろう。

　しかし、ここで激発されては、計画が台無しになってしまう。

　怒ど鳴なりつけられでもしたら、ぶち壊こわしだった。

　──どうする!?

　レイチェルが殺気を放ったのは一いつ瞬しゆんで、これ以上ないくらいの笑顔を見せた。

　見とれてしまうような、素敵な笑顔だ。

　俺の心配は杞き憂ゆうだったか。

「それじゃあ、お願いします。本当に四〇〇万Ｆでいいのかしら？」

「ええ、もちろんでございます！」

「楽しみですこと」

「それで、受け渡わたしの場所と日時ですが……」

　俺が交こう渉しようを引き受ける。

「お嬢様は国家騎き士しであらせられますので、非番は明日あしたまでで、それからしばらく予定がわかりません。ですから、急せかすようで申し訳ありませんが……明日のこの時間に街の大衆食堂でいかがでしょうか？《グラン亭てい》といいます」

「大衆食堂ですか？」

　商人が不思議そうな顔をした。

　俺は自信満々にうなずく。

「お嬢様は貴族であらせられますから、国家騎士として庶しよ民みんの暮らしを学ぶために、週に一回は、そうした場所で夕食を取られているのです。いくら大切な商談のためとはいえ、習慣としている学びを疎おろそかにするのは歓かん迎げいできません」

「おお、なるほど！　さすがは若くして国家騎士になられた方は違ちがいますな！」

「よろしければ、お食事もご一緒に」

「いやいや、そこまではお邪じや魔まいたしません！　明日の夕方、この時間に、お約束の青竜眼を届けさせていただきます！」

「ありがとうございます。《グラン亭》は東門の近くにありますので、お間違えなきよう」

「必ずや！」

　商談はまとまった。

　仕上げは、こちらのテリトリーにしておいた。

　こんな価格設定の店に二晩も来るのは、いくらレイチェルが国家騎士でも苦しい──という事情もある。一いつ杯ぱいのワインで大衆食堂一週間ぶんくらいの金額が飛ぶのだから。

　いずれにしても、これで終わりかと思ったが……

　違った。

　詐さ欺ぎ師しは自分たちと同じ手で騙されるほど、マヌケではなかったらしい。

　革かわ鞄かばんから羊よう皮ひ紙しを取り出す。

「つきましては、契けい約やく書しよを作らせていただきます。なに、たんなる手続きです。お時間は取らせません」

　さも当然のように、彼は用意を始めた。

　レイチェルが確かめるように尋たずねる。

「貴方は取引のときに、契約書を作るのですか？」

「わたくしは零れい細さい商人でございます。四〇〇万Ｆもの取引となりますと、朝、目が覚めたら〝夢だったんじゃないか？〟と疑ってしまうのでございます。どうかこの契約が夢でなかった証あかしを作らせて下さいませ」

「そう……もちろん、かまわないわ。ねえ？」

　なにかが彼女の心理を変えたらしい。その自然な問いかけに──俺は恭うやうやしく応対する。

「はい、お嬢様」

「こんな素敵な商談を持ち掛けてくれた、お礼がしたいわ」

「左様でございますね。商談がまとまりましたら、とびきりのお礼を用意させていただきます」

　商人が深々と頭を下げる。テーブルにこすりつけるほどの勢いだ。

「ありがとうございます！　では、契約書をば──」

　羊皮紙にインクと羽根ペンで文言を書きこんでいく。さらさらと手慣れた様子だった。

「それでは、サインをお願いいたします」

　テーブルに置かれた契約書を覗のぞきこんだ。

「失礼。確認させていただきます……ふむふむ……万が一のことですが、ユニスさんの露ろ店てんに置いてあった青竜眼でなかった場合は、お支し払はらいができません。その旨むねを書き添そえていただけますか？」

「おっと、これはうっかり！　申し訳ございません。それでは…………はい。これで大丈夫でございましょうか？」

「……はい、全く問題ないと存じます」

　俺はもっともらしくうなずいた。

　商人がもみ手する。

「ありがとうございます！　それでは契約書にサインを！」

「お嬢じよう様さま、よろしくお願いします」

　俺は目配せした。

　レイチェルがうなずく。

　彼女がペンにインクをつけて、羊皮紙にゆっくりと名前を書きこんだ。

「これでいいかしら？」

　商人がサインを確認した。

「はい、結構でございます！　それでは明日、商品を持って伺うかがいますので、どうぞよろしくお願いいたします！」

　商人は冒ぼう険けん者しや風の男を連れて、何度も頭を下げながら去って行った。

　こちらは、まだ食事中だ。料理を残して店を出ては怪あやしまれる。連中の知り合いが周りのテーブルにいないとは限らなかった。

　小声で話す。

「……おつかれ。ただし、まだ演技しとけよ」

「……死んじゃうかと思いました」

「……最初はどうなることかと心配したけどな。まぁ、終わってみれば、なかなかの演技上手じゃねえか」

　レイチェルが下した唇くちびるを嚙かんだ。

「……途と中ちゆうで……覚かく悟ごが決まったみたいです……本当の意味で」

「ふぅん？」

「彼らは、たしかにユニスを騙した悪人です。けれど、貴方の言う〝最悪の結末〟にまで追いこむのは、やりすぎかもしれない……という気持ちもありました」

「お優やさしいことで」

「自覚してなかったけれど……迷ってたんです。彼らにも事情があるかもしれません。そうですよね？」

「そうだな。〝楽して贅ぜい沢たくしたい〟ってのも、事情だわな」

「はい……話してみて確信しました。他人を騙すことを〝助け合い〟だなんて言えてしまうのは、間違いなく悪人です」

「詐欺師は、どいつもこいつも間違いなく悪人だよ」

「……勇者様が平和にしてくれた国で……あんな！　酷ひどいです！」

「本当にな。こんな世の中になるとは思ってなかったぜ」

　俺は肩かたをすくめた。

　レイチェルが不安げな顔をする。

「本当に大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　ユニスのお金は返ってくると思いますか？」

「やれることはやったさ。あとは相手がシラフになったとき、違い和わ感かんに欲が勝まされば……」

「欲……」

　レイチェルが恐おそろしいものを思い出したような顔をした。

　俺は愛あい想そよく笑う。

「余計な心配をしないことだな。釣つり餌えを口に入れた詐欺師どもには、しっかり釣り針ばりが刺ささってる。なにもしないで待つことも詐欺には大切だぜ？」

「……詐欺？」

「今、俺たちがやっただろ。詐欺師を詐欺にかけたんだ。自覚なかったのか？」

「な……!?」

　レイチェルが愕がく然ぜんとした顔をしていた。
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　翌、夕方──

　俺たちは《グラン亭》の二階にあるテーブル席に集まっていた。ここはロフトになっており、吹ふき抜けから一階を見下ろすことができる。

　遅おくれてきたレイチェルが息を切らせていた。

「はぁ……はぁ……ごめんなさい。騎士団から急な呼び出しを受けちゃって……はぁ……仕事は片付けてきました」

「おつかれさま～」

　ユニスが裸足で椅子の上に立って、レイチェルの頭を撫なでてやる。

　俺は肩をすくめた。

「非番の日だってのに大変だな。まぁ、座れよ」

「はぁ、ふぅ……」

　彼女が息を整えて、運ばれてきた野の苺いちごのジュースを飲んだ。

　ユニスがリュックから革かわ袋ぶくろを取り出す。

「そんで！　これが、取り返したお金だよ～」

　ざらざらとテーブルの上に出した。

　ごつごつと音をたてる。

　──二〇〇万Ｆ！

　金貨二五枚もの大金だ。

　レイチェルが慌あわててテーブルから落ちないように押さえる。

　金貨一枚で八万Ｆもの価値があった。そこらの労働者なら半月ぶんの給料になる。

　田舎いなかでは、嫁とつぐ娘むすめに金貨三枚を渡すなんて風習もあった。一枚は嫁よめ入いりすぐに使うため。二枚目は初うい子ごが産まれたときのため。三枚目は旦だん那なになにかあったときの備え。

　それくらい価値があるということだ。

　混じりっけなしの黄金の硬こう貨かを手にして、レイチェルが頰ほおを上気させる。

「ふぁ～……商人って、すごい！」

「おいおい、その金のうち半分は借金返済に使うからな？　あと、三枚は俺のだ」

「わ、わかってます」

　ユニスが椅い子すを降りて、改めて頭を深々と下げた。

「ヨル、レイチェル、ありがとう！　二人がいなかったら、あたし、来月には、旧魔王領で鉱山を掘ほってたよ！」

「報ほう酬しゆうのぶん仕事をしただけのことさ。気にするな」

「よかったわね、ユニス」

「うん……あたし、向いてないって言われるけど、商人が楽しいの。買ってくれた人が喜んでくれる物売りが好きなの。穴掘りより好きだから……だから……続けられて、うれしいんだよ！　ありがとう！」

　ぽろり、とユニスが涙なみだをこぼした。

　レイチェルが席を立ち、腰こしをかがめて抱だきしめる。

「うん。そんな貴女あなただから……私も応おう援えんしてる」

「ふえ～ん、ありがとう～」

　ユニスの頰を、ぽろぽろと透とう明めいな雫しずくが伝い落ちていく。

　のんきそうに見えたけれど、やっぱり苦しんでいたみたいだ。




　──さて、ユニスのほうは、なんとかなった。

　青竜眼を一五〇万Ｆで仕入れて、二〇〇万Ｆで売った。それだけの商売だ。

　これから、その青竜眼を詐欺師がレイチェルに四〇〇万Ｆで売りに来る。そいつをどうにかするのが、俺の役目だった。

「もう仕し掛かけは終わってるけどな」
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　ユニスを二階に残して、俺たちは一階に降りた。レイチェルはテーブルに一人でつく。俺はカウンターでエールを注文した。

　三人バラバラで関係ない振ふりをして待つ。

　詐さ欺ぎ師したちが来た。

　入口から入ってきたのは、太った商人と、細い冒険者風の二人組だ。

　商人が、レイチェルを見つけると満面の笑えみを浮うかべた。

　近づいてくる。

「お待たせいたしました！」

　深々と頭を下げた。

　俺は顔を見られないように注意しつつ、連中を観察する。さらに、店の周囲にも気を配った。

　──妙みようなヤツがいるな？

　店の外から中の様子を窺うかがっている。

　背は低いが筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男だ。豊かな髭ひげと、猟りよう犬けんのような耳を持つドワーフだった。

　鎧よろいこそ着けていないが、かなりの実力レベルなのは気配からして間ま違ちがいない。

　腕うでを組んだまま、店に入ってこないで、レイチェルを睨にらんでいた。

　連中の仲間か？

　──まぁ、もしも詐欺師の雇やとった用心棒だとしても、剣けんを抜ぬくようなことにはならないと思うけどな。

　予定どおり進めていいだろう。俺はレイチェルたちへと意識を戻もどす。

　商人が愛想よく話しかけていた。

　レイチェルが言い放つ。




「……貴方あなたたちは誰だれかしら？」




　相手がなにを言われたのかわからない、という顔をした。

　キョトン、と。

　不思議そうな顔のまま固まった。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんだ。すぐ愛想を取り戻す。

「これはこれはご冗じよう談だんを！　昨日、青竜眼を買っていただく契けい約やくをした商人でございますよ！　特とく徴ちようのない顔なので、お忘れかもしれませんが！」

　商人が革かわ鞄かばんのなかから、小さな木箱を取り出した。

　恭うやうやしくテーブルの上に置いた。

　丁てい寧ねいな動作で木箱を開ける。

　青竜眼だった。

　離はなれた場所からは確認できないが、ユニスが持っていたものだろう。

　商人が大げさに言う。

「この深い青！　大きさ！　美しい球形！　間違いなくユニスさんから、わたくしが譲ゆずっていただいた青竜眼でございます！　ユニスさんが売ったという証しよう拠この契約書も作ってきましたぞ！」

　レイチェルが困ったように言う。

「そうなんですか……ええと、どうして、それを私に見せたのかしら？」

「は、はははは……お戯たわむれはおよしくださいませ。これを四〇〇万Ｆで買っていただくという契約ではありませんか」

「覚えがありませんね」

「……覚えがないわけないでしょう？」

　商人の雰ふん囲い気きが変わった。笑顔ではあるが、声が低くなった。

　レイチェルは動じない。

　ちょっと低い声を出されたくらいで恐こわがっていたら国家騎き士しは務まらなかった。

「覚えがないから、覚えがないと言っているんですけど？　貴方、なにか夢でも見たんじゃないかしら？」

「ふざけるのも大たい概がいにしろ！」

　とうとう、地が出た。まるで野や盗とうの恫どう喝かつだった。

　レイチェルが目をすがめる。

「そっちこそ……」

「こちらには契約書があるんだ！」

　商人が革鞄から羊皮紙を出した。あのとき書いたものだ。

「これでも覚えてないと白しらを切るつもりか!?　気が変わったんだろうが、サインしたからには、きっちり買ってもらいますよ！　どれほど相場より高かろうと！」

　相手がニヤニヤと笑う。

　レイチェルは表情を変えていなかった。

「読みあげてみてくれるかしら？」

「いいでしょう！　ここにいる、みなさんに証人になっていただきましょうかね！」

　ただでさえ注目を集めがちなレイチェルが、なにやら商人と言い争いをしているのだ。

　食堂にいる客の全員が、関心を向けていた。

　商人が朗々と読みあげる。





青竜眼　売買契約




わたくし甲こうは後述の金額にて、乙おつより青竜眼を購こう入にゆうする契約に同意したことを、契約の女神マージの名において宣せん誓せいいたします。

金四〇〇万Ｆ

なお、この契約は『商人ユニスの所持していた青竜眼』に限るものとする。




甲　ルーシー・エンダーソン






　乙には商人の名前があった。

「さあ、どうです！　しっかりと貴女の名前が書かれているじゃありませんか！」

　勝ち誇ほこった声だ。

　食堂の客たちが静まりかえった。店主が首をかしげる。

　俺は笑ってしまいそうになるのを我が慢まんした。

　レイチェルが問いかける。

「……ルーシー・エンダーソンですって？」

「そうですとも！　貴女の名前です！」

「私は、そんな名前じゃありません。周りの人に聞いてみてくれるかしら？」

「は？」

　商人が目を見開く。

　そして周囲へと視線を巡めぐらせる。

　客たちが、妙なものを見るような顔をしていた。

　食堂の店主が野太い声で言う。

「そのお人はな、レイチェル・エマーソンさんだよ。ルーシーだかって名前じゃないね。ここいらじゃ、お人ひと好よしで有名なお方さ！」

　ドッ！　と客たちから笑いが起きた。

　レイチェルが困った顔をする。

「その〝お人好しで有名〟っていうのは、いいことなんでしょうか？」

　なごやかな空気が流れた。

　そのなかで、商人と、付き従っている冒ぼう険けん者しやだけが顔色を青ざめさせていた。

「ちょ、ちょっと待て！　待て！　おかしいだろ!?　この女はたしかにオレの目の前で契約書に名前を書いた！　偽ぎ名めいだったんだ！　偽名で契約をしやがったんだ！　これは詐欺だぞ！」

　味方を求めるように周囲を見回す。

　楽しげに笑っていた人たちが、ピタリと笑いを止とめた。

　全員を代表するように、食堂の店主が言う。

「するってえと……おめえさんは、こう言いたいわけか？　エマーソンさんが詐欺を働いた、と」

　彼が拳こぶしに手を重ね、ゴキリッと音を鳴らした。店主は人間ヒユーマンだと思うが、まるで屈くつ強きようで知られる豹ひよう人じん族ぞくの指のように太かった。

　商人がたじろぐ。

「い、いや！　しかし！　そうだろう!?　この女の執しつ事じが契約の内容を確認して、最後の一文を書き加えたんだぞ!?　ユニスってグラスウォーカーのところから買い戻した青竜眼に限るって！　そうじゃなきゃ、オレは青竜眼をいくらでも持ってて……くそっ！　こ、こんなの、デタラメだ！　女、訴うつたえてやるぞッ!!」

　レイチェルを指差して叫さけんだ。

　俺はカウンターに座り、背中を向けたまま、言う。

「いやあ、わかる！　その気持ち、わかるなあ！　契約を結んだはずなのに、知らんぷりされるのって、つらいよなあ。堪こたえるよなあ。ひどい話だよなあ」

「そうだろう!?　おかしいのはこの女だ！」

　商人が興奮気味に叫ぶ。

　俺が背中を向けたままなのと、黒ずくめの格好のせいか、昨日の執事だと気づかれていないようだった。

「大金の取引だもんなあ。いろいろ期待しちゃうよな。四〇〇万Ｆなんて大金があったら、なにができるだろう？　美味うまいもん食おう。王都で遊ぶのもいいな。あとは……いつか自分の店を持ちたいなんて夢があるかもな。そういうことを考えるよなあ？」

「そうだ！　わかってくれるか！」

「わかる、わかる……どう思うよ？　そんな夢をぶち壊こわす、あくどい詐欺をしたヤツのことを……許せるもんかね？」

「ゆ、許せるものか！」

「地じ獄ごくに墜おちろって思うよなあ？」

「そうだ！」

　うん、やっぱ、そうだよな。そんじゃ──




「お前らは地獄に墜ちていいよ」




　俺は座ったまま、商人のほうを向いた。

　相手が、信じられないものを見るかのように、驚きよう愕がくの表情へと変わる。

「……なに？」

「ユニスって商人はさ、二〇〇万Ｆで買うって約束をした商人がいたから……相場よりも高い一五〇万Ｆで冒険者から青竜眼を買ったんだよな」

　俺の視線に、細身の男がたじろいだ。気が弱いのか、すっかり顔を青ざめさせていた。

　詐さ欺ぎ師しの商人が言い返してくる。

「そ、それが、どうした!?」

「朝から晩まで街中を回って小物を売ったり、お使いしたり、露ろ店てんを出したり……いつか自分の店を持ちたいって夢見てるんだってさ」

「なんだ!?　オレの四〇〇万Ｆの契約とは関係ないだろ!?」

「そんな、ユニスの夢をぶち壊したのが、お前らだよ……詐欺師のオッサン！」

「なにを言う!?　オレは約束どおり二〇〇万Ｆで買い取ったぞ！　なんの犯罪行こう為いもしていない！」

「どこかのルーシーさんに四〇〇万Ｆで売る契約があったからだろ？　そうじゃなきゃ、買わずに逃にげるつもりだった」

「ど、どうでもいいだろうそんなこと！　契約書も作らない間ま抜ぬけなグラスウォーカーのことなんか──あっ!?　お、お前、まさかあのときの執事か!?」

　ようやく気づいたか。その程度の注意力しかないから、商人として大成できず、こんな詐欺に手を染めたのだろう。

　能力のある者ならわかっているはずのことだ。他人を騙だまして小銭を得るよりも、信用を積み重ねて商売を広げたほうが儲もうかると。

「執事？　知らないねえ、なんのことだ？　ルーシー・エンダーソンも執事も、お前らの作り話じゃないのか？」

　商人が顔を真っ赤にする。

「そうか……わかったぞ……キサマら！　あのグラスウォーカーの仲間だな!?」

　今さらだ。

　いや、もっと前に気づいたけれど、気づきたくなかったか？　最初から疑っていたのに、金に目が眩くらんだか？

「俺たちが仲間だとか、そんなことは、どうでもいいんじゃないか？　それより重要なのは──お前らの契約書は紙くずで、ルーシー・エンダーソンなる人物は見当たらないって事実だけさ」

「……馬ば鹿かを言え……オレたちは……このために、借金までして青竜眼を買ったんだぞ？」

　商人が声を震ふるわせた。

　冒険者は目を腫はらして泣き出していた。

「あ、あああああッ！　騙されたんだ！　だ、だから、やめようって言ったのに！　この強ごう突つく張ばりめッ！」

「ふざけんな！　テメェに、今まで、いくら稼かせがせてやったと思ってんだ！」

「贅ぜい沢たくしなきゃ、一〇〇〇万Ｆくらいあったのに！」

「あんだけワインと肉を愉たのしんどいて！」

　殴なぐり合いになりそうな二人の手首を、がっしりと摑つかんだ者がいた。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのドワーフだ。

　口くち髭ひげが揺ゆれる。

「困るね、お客さん。一〇〇万Ｆの借金、すぐに返すっていうから認めたんだよ？」

　──なるほど。外から様子を窺うかがっていたのは、金貸しの監かん視し役だったのか。

　俺は呆あきれてしまった。

「おいおい……一〇〇万Ｆを借りたって？　ユニスを騙して儲けた一五〇万Ｆはどうしたんだよ？」

「それは、歓かん楽らく街がいで飲み食いしてたら、いつの間にか──」

　あの金額の店で好きなだけ注文していたら、そうなるか。恐おそろしい場所だ。

　同情はできないけどな。

「あそ……まぁ、仕方ないんじゃね？　ユニスの他ほかにも、疑うことを知らない連中から、お前らは不当に金を奪うばったんだ。罰ばつを受けるべきだよな」

「ま、待て！　返す！　金は返すから！」

「俺に言われてもな……まぁ、返すべき金は返したほうがいいと思うぜ？」

　鼻で笑ってやる。

　ドワーフがうなずいた。

「借りた金を返すのは正しいことだ。安心するといい。西方には、たんまり稼げる鉱山がいくらでもある。一〇〇万Ｆくらいなら、すぐ稼げるぞ。まぁ、たまにモンスターが出るけどな」

　詐欺師の二人が震えあがる。

「じょ、冗じよう談だんじゃねえ！　そんなの鉱山じゃなくて、ダンジョンじゃねえか！」

　俺は軽く手を振ふった。

「がんばれ！　一度くらい地獄を見てこい。俺も見てきたけど、人生観が変わるぜ？」

「死んだら意味ねえだろうがあああああああッ!?」

　詐欺師が往おう生じよう際ぎわ悪く暴れるが、それくらいで逃がしてしまうほど、金貸しに雇やとわれたドワーフが甘いわけがなかった。器用に二人の男を拘こう束そくして、引きずっていく。

　太い男は最後まで自分は悪くない、とわめいていた。

　細身の男は気絶しているかのように無む抵てい抗こうで、ぐったりしていた。

　詐欺師二人と、借金取りが、店から去る。

　いくらか騒さわがしくなったものの、食堂の客たちは自分たちの食事へと戻もどった。

　レイチェルがテーブルにつっぷす。

「はぁぁぁ……すっごく……疲つかれたわ……」

「まぁ、上出来だったよ」

　その向かい側に、俺は腰こし掛かけた。

　レイチェルが顔をあげる。その表情は、やわらかい。初めて目にしたときの、魅み力りよく的な笑え顔がおだった。

「……貴方あなたはすごいです。なんでもないような顔をして、こんなに大それたことをやってのけるんですから」

「なんでもないような顔をしてるのは、実際になんでもねえからだ」

「詐欺師を騙したんですよ？　とんでもないことです」

「俺は依い頼らいされた仕事をしただけさ」

　そんな話をしているところへ、二階席からユニスが駆かけ下りてきた。満面の笑みで、こちらへ走ってくる。

「やったね～!!」

　両手を広げ、抱だきついてきた。

　おいおい、感動しすぎだろ。仕方ねえな……と俺のほうも手を広げて。

　ユニスが胸に飛びこんだ相手は、レイチェルだった。

「レイチェル、かっこよかったよ～！」

「んもう、貴女ってば！　私より年上なのに、いつまでも子供みたいなんだから！」

　ギューッと抱きしめ合う。

　そのまま、ユニスが俺のほうに視線を向けた。

　ほんのり頰ほおが上気している。

「ありがとね。ヨルもかっこよかったよ～？」

「そうかい？　でも、あまり目立つのは好きじゃないんだ」

　ユニスがレイチェルと俺の間の席に腰掛ける。

「じゃ～あ～……オジさん！　ヨルにエールと、レイチェルとあたしに野の苺いちごのジュース！　それと、お料理いっぱいお願いね！　お肉もね！　あたし、今から、お祝いなの！　お勘かん定じようはあたしが出しちゃうからね～。みんなにも奢おごっちゃうよ～！」

　ユニスが大声で宣言した。

　おおー、と客たちから歓かん声せいがあがる。

　店主が野太い声で「あいよ！　ありがとよ！」と答えた。

　レイチェルがため息まじりに。

「そんな使い方をしてたら、すぐになくなっちゃうわよ？」

「いいんだよ～。人を信じて、人が助けてくれたんだもん。これをお祝いできないなら、なにもお祝いできないと思うんだよね～！」

「……それもそうね」

　レイチェルが優やさしく微笑ほほえむ。

　目の前にエールの大ジョッキが置かれ、俺はそいつを摑んだ。

「ふん……詐欺師をとっちめたことでもなく、儲かったことでもなく、人を信じたお祝いね……そいつはいいや。俺も報ほう酬しゆうから出させてもらうかな」

「あら、ごちそうさまです」

　レイチェルが片手で口元を隠かくした。

　彼女たちの前に、野苺のジュースが出される。

　ユニスが元気よくコップを持ち上げた。

「かんぱ～い！」

「おう」

「乾かん杯ぱいです！」

　木製の器うつわがぶつかる心地ここちよい音が、店中に響ひびいた。
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　その夜──

　俺はユニスとならんで歩いている。

　彼女の家と、俺が泊とまっている宿の方向が同じなので、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに歩くことにしたのだ。

　レイチェルは明日あしたの早朝から国家騎き士しの巡じゆん回かいがあるからと、夕飯のあとには自宅に帰っていた。

　珍めずらしく俺とユニスの二人きりだ。

　夜の道は暗い。

　家々からかすかに漏もれる光が、かろうじて街を完全な暗くら闇やみにはしていないが、街灯なんて気の利きいたものは、貴族たちの住む中央地区にしかなかった。

　ユニスがこちらを見上げる。

「ありがとね～、ヨル。お金が戻ってくるなんて思ってなかったよ～」

「……ちょっと気になってたんだけどよ……そもそも取り戻そうって意思が感じられなかったぞ？　あんたが変わってんのか？　グラスウォーカーの特性なのか？」

　グラスウォーカーは総じて楽天家らしい。

　自由気ままを好むから、商人をしている者は珍しかった。草原の里で暮らしているか、冒ぼう険けん者しやをしていることが多い。

　ユニスが笑った。

「ちゃんと取り戻したいと思ってたよ～」

「いや、そんなに思ってなかったろ……もっと稼げたのに見み逃のがすしよ」

「もっと？」

「契けい約やく書しよがないんだから二〇〇万Ｆで売らなくても、三〇〇万Ｆくらいまでは値段を吊つり上げられたろ？　相手のほうから四〇〇万Ｆってふっかけてきたんだから」

「そうかもね～」

「そんなんで、この時代の商人としてやってけるのか？　また困ったことになっても、俺が助けるとは限らねえぞ？」

「それでもあたしは、信じたいんだよ？」

　じっ、と見つめてくる。

　曇くもりのない瞳ひとみだった。

　守ってやりたい、という気持ちにさせられる。

「ううぅ……レイチェルが伝染うつったか？　いや……信じたいのはいいと思うぜ？　だけど結果として騙だまされたじゃねえか。他人を見たら悪意を疑えよ。顔は笑ってても腹で嘲あざ笑わらってるなんてよくあるんだぞ。他人の善意を信じるなって」

「騙すより楽しいよ～」

「……はぁ……まぁ、ユニスがそういうヤツだから、俺は関わったんだけどな。あんたが最初に俺を信じなかったら、話をすることもなかっただろう」

「ああ、ほんとだね～」

「だから、まぁ……ちゃんと助けられてよかったよ」

「あはははは！」

　俺は眉まゆをひそめる。

「どうした？」

「ヨルったら、言ってることおかしいよ～！　だって、〝他人の善意を信じるな〟って言うのに、あたしを助けられてよかったって。それは、ヨルの善意だと思うの～」

　意外と頭が回る。馬ば鹿かではないらしい。

「……チッ……うまくいかねえな」

「ヨルは悪人になりたいの？」

「さてな」

「じゃあ、ヨル、うちのお店を手伝ってよ」

「意味がわからん。ジュースで酔よったのか？」

「あたしは人を信じるから、ヨルが人を疑うの。どう？　すごいアイディアでしょ？」

　踊おどるように、くるりとユニスがその場で一回転した。

「うまくいきそうもねえな」

「どして？」

「……お前の顔を見てると、人を疑う気力が失うせてくる」

「あははは！　ありがと～！」

「褒ほめてねえよ」

　言い合いながら夜道を歩く。

　ともあれ、どうにか『青竜眼詐欺』は解決した。

　ユニスをとりまく世界から、大きな危機は去ったのだ。彼女が善人すぎて頭が痛いが、今は心配しても仕方ない。

　無事に訪おとずれた何事もないこの夜を、せいぜい謳おう歌かすることにしよう。








第二章　離宮候補地詐欺









　一週間後、朝──

　東通りにある安宿《安心亭》で俺は目覚めた。

　明かり取りの小窓から、朝日が差しこんでいる。

　部屋は広いが、家具はベッドしかなかった。それと、壁かべに両手を広げたくらいの大きさの鏡が立てかけてある。

　鏡は高価であり、安宿に置いてあるようなものではない。これは俺が持ちこんだもので、とある理由により必要だった。

　寝ね間ま着きにしている薄うす手でのローブを脱ぬいだ。

　自分の姿を映す。

　そこには金きん髪ぱつの青年がいた。

　豪ごう奢しやな蜂はち蜜みつ色の髪かみが、ゆるやかな波を描えがきながら、背中まで伸のびている。

　青い瞳に、厚い唇くちびる。身長は高めで、筋肉のついたガタイのいい体つきをしている。

　間ま違ちがいなく鏡に映っているのは俺だった。

　しかし、ヨル・ブラッククロスの姿ではない。

　左手を掲かかげる。

　俺は右手で持った指輪を左手の薬指へとはめた。

　流線がナナメに流れ、風をイメージさせる意い匠しようの指輪だった。




　鏡のなかで、金髪の青年の姿が歪ゆがむ。




　髪が黒色になり、短い癖くせっ毛に変わる。瞳も黒色へ。

　身長は一回り低くなり、細身で、筋肉もマッシブな体型から、細くて引き締しまったものに変わる。

　ヨル・ブラッククロスの姿だった。

　これは《変へん化げの指輪》というマジックアイテムだ。

　指輪をはめるという動作で発動でき、自分の姿を自由に変えることができる。幻げん術じゆつなどというまやかしではなく、完全に別の姿に変わるのだった。

　試したかぎりでは、大きくはドラゴンから、小さくはネズミまで、様々な存在に自由に変化できる。剣けんや宝石やパンといった品物には変身できない。指輪が離はなれると元に戻もどる。

　おそらくは、世界に一つしかないアイテムだった。

　なぜ俺がこんなものを持っているかというと──




　ドンドンドン！　とドアがノックされる。




　何事か、と俺は振ふり向いた。

　部屋のドアが乱暴に破られる。

　──強ごう盗とうか!?

　足あし下もとに置いておいた剣を手にして、身構える。ついてない。下着だけの格好で応戦することになろうとは。

　しかし、入ってきたのは、グラスウォーカーの女の子だった。

　頭にウサミミが生えた幼い容姿。

　背負ったリュックは身体より大きく、入口のところで引っかかった。ぎゅぎゅぎゅっ、ぽん！　とムリヤリ部屋へ飛びこんでくる。

「ヨルヨルヨル～～～!!」

「……おい、ユニス？　俺はドアを破って強きよう襲しゆうされるほど、あんたに恨うらまれてる覚えはねえんだが？」

「だって、《グラン亭てい》にヨルがいなかったんだもん！　ォはよー!!」

　すぐ目の前まで駆かけてきて、ぶんぶんと手を振る。

　俺はため息をついた。

「……おはようじゃねえよ」

「今からお休みなの？」

「そういう意味じゃなくてよ……だいたい、どうして俺の部屋を知って……あ、祝勝会のときに教えたか……でも、あれは〝急ぎの面めん倒どう事が起きたら〟って言ったよな？　朝の挨あい拶さつが重大事か？」

　あれこれ言いつつ、ユニスの様子を窺うかがう。

　──大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、変化前の姿を見てないだろうな？

「ヨル、朝の挨拶は大切だよ？　一日を楽しく過ごすための最初の一歩だよ？」

「あんた、挨拶の前にドアを破ったよな？」

「カギが開いてたからね～」

「閉めてたぞ!?　くそっ、強く回すと開いちまうのか？　ひでえな……」

　宿しゆく泊はく費一日三〇〇〇Ｆ（朝食付き）は相場の半分だ。文句は言えなかった。

「ヨル、ご機き嫌げんナナメ？　あたしのせい？」

「……まぁ、いいよ。なんか用事があるんだろ？」

　俺はベッドに腰こし掛かけた。

　ユニスがリュックを足下に置いて、隣となりに腰掛けてきた。藁わらのベッドが沈しずみこむ。

　肩かたが触ふれるほど近い距きよ離りだった。ずいぶん懐なつかれたものだな。

　ふわふわのウサミミが揺れている。

「それがね～、大変なんだよ～」

「ふーん？　お前がのんびりしてるせいで、あんまり大変そうには見えねえけどな」

「ほんと～～～に大変なの！　とにかく来てよ～！」

「おい、俺まだ起きたばっかりで──」

　ユニスがベッドから飛び降りる。俺の左手を、彼女が両手で摑つかんできた。引っ張られる。

　珍めずらしく、行動が強引だ。

　一〇〇万Ｆの借金を背負ったときですら、にこにこ笑っていたのに……

　本当に切せつ迫ぱくした問題が起きたのかもしれない。

「わかったよ。行ってやるから、しばらく外で待ってろ。俺にも着き替がえとか、準備があるんだ」

「手伝うよ～」

「いらねえよ！　いいから出てろ！」

　ユニスとリュックを廊ろう下かへ出して、ドアを閉めた。

　手早く着替える。

　黒ずくめの服を身にまとい、鏡で姿を確認する。

　間違いなくヨル・ブラッククロスという青年になっていた。黒髪で、目つきが悪い。

「あぶねえ、あぶねえ……迂う闊かつに宿とか教えないほうがいいな……」




　いやほんと、正体がバレなくてよかった。
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　街の南側──

　多くの人々が行き交かう場所に、俺はユニスと来ていた。

　まだ朝だが、かなりの人通りがある。商店街と呼ばれる通りが複数あり、個人商店がならんでいる区画だ。

　朝から大勢の客で賑にぎわっている。繁はん盛じようしているようだった。

　ユニスは大きなリュックを背負っているわりに、すいすいと人混みを進んでいく。俺は何度も人にぶつかりそうになって大変だった。

　剣を使っていいなら、魔ま族ぞくの集団を相手にしても影かげさえ踏ふませない自信があるんだが、人混みは苦手だ。

　ある建物へとユニスが入っていく。

　大きな商店だった。入口が広く、中に商品棚だながならんでいる。看板には、男らしい達筆で、『ゼノマン道具店』と書かれていた。

　ユニスが大変と言っていたのは、この店に関係があるのだろう。

　しかし、店には問題なさそうだった。

　看板も壁も小こ綺ぎ麗れいにされているし、店の周りに悪そうなヤツがいたりもしない。平和な普ふ通つうの商店だった。

　すでに客も入っている。

「ヨル～、早く～！」

　ユニスに呼ばれて、仕方なく中へと入った。

　店内は広くて、《グラン亭》くらいある。道具屋としては、かなり大手だった。様々な商品がならんでいる。

　治ち療りようポーション、毒消し草、短剣、女性の髪留め、香こう水すい……

　小さい物ならなんでも揃そろっているという印象だった。

　二人の女性店員が商品の陳ちん列れつを行っている。エルフと豹ひよう人じん族ぞくか。全員が亜あ人じんだった。

　そいつらが俺を見て、ギョッとする。

　しかし、ユニスと一いつ緒しよにいることに気づくと、ホッと息をついて作業に戻っていった。

　ユニスが知り合いなのはわかる。

　こちらは大手の商店で、ユニスは根無しの露ろ天てん商しようだが、同業者だ。

　しかし、俺は驚おどろかれるような外見なのか？

　いつもと変わらないつもりなのだが。

　身元の怪あやしそうな黒ずくめという自覚はある。しかし、冒ぼう険けん者しやも出入りする道具屋で、ギョッとされるとは。少しショックだった。




　ユニスに連れられて、さらに奥へ。

　カウンターをくぐって、店員専用の場所へと入ってしまった。

「いいのか？」

「うん！」

　石いし壁かべと、木の床ゆかと、明かり取りの小窓。内装は他ほかの建物と変わらない。俺が借りている安宿《安心亭》と大差なかった。

　在庫が積んである廊下を奥に進んで、階段を上り、二階の部屋へ。

　ユニスがドアをノックする。

　そして、返事がくる前に、ノブを摑んで引き開けた。

　──ノックした意味がねえじゃんか。

「ナンナさ～ん！」

「あらあら、いらっしゃい、ユニスちゃん」

　ユニスに輪をかけてのほほんとした声が返ってきた。

　子供の声だ。

　部屋にいたのは、顔の高さがちょうどドアノブぐらいの、小さな女の子だった。

　顔立ちは幼く、かなり垂れ目がち。

　服装はフリルがついたブラウスと膝ひざ下したまである茶色いスカートだった。

　そこに藍あい色いろのエプロンをつけている。見た目だけなら、店を手伝っている女の子という趣おもむきだった。

　実際のところは、子供ではなく、彼女はドワーフだった。

　茶色くてクセのある髪かみの左右には、垂れたイヌミミがついている。ふさふさの尻尾しつぽもある。

　そして、身体からだに不ふ釣つり合いなほど胸が大きかった。

　子供のように小さく、イヌミミと尻尾が生えており、豊かな体つきをしているのが、ドワーフの女性の一いつ般ぱん的てきな特とく徴ちようだ。

　ナンナと呼ばれた彼女が、首をかしげる。

「ユニスちゃん、朝からどうしたの？　ナンナさんの顔を見に来てくれたのかしら～？」

「違ちがうよ？　でもナンナの顔は見たかったよ？」

「まあまあ、いい子ね。おいでおいで。ギュッとしてあげるからね」

「うん。ギュッとして～」

　ユニスが、ナンナの胸に顔をうずめる。

　抱だきしめられて、ふに～と幸せそうな声をあげていた。

　──なんだこれ？

　ちっちゃい子が、ちっちゃい子を抱きしめている。

　置いてけぼりの黒ずくめがいた。

　咳せき払ばらいをする。

「ゴホン！　ええっと……ユニス、もう俺は帰っていいのか？」

「だめー!!」

　やっと、大きな胸から顔をあげた。

　ナンナが首をかしげる。

「あらあら、仲良しね～？　ユニスちゃん、そちらの方は？」

「あ、ヨルだよ～。あたしが今スカウトしてるの！」

「そうなの？　ヨルさん、ナンナさんからもユニスちゃんのことをお願いしますね？」

「はぁ……」

　俺は頭を搔かいた。

　ナンナという女性は独特の空気を持っていた。ユニスも同じような空気を持っているが、より強力だ。

　──この二人の傍そばにいたら、だんだん何もかもどうでもよくなっちゃいそうだな。

　こっちまで、のんびりした気分になってきた。

　ユニスが彼女を紹しよう介かいしてくれる。

「んとね、ナンナは、街でお腹なかがへって死んじゃいそうだったあたしに食べ物をくれたの。それで、商人の仕方も教えてくれたんだよ。あたしのお母さんみたいな人なんだ～」

「あらあら、なつかしいわね。もう何年も前よね？」

「一年前の話だよ～」

　そういう関係らしかった。

　俺はユニスに本題を話すよううながす。

「まさか、紹介するために連れてきたんじゃないよな？」

「あ、そうそう、大変なの～！　ねえ、ナンナ、あの話をしていい？　ヨルは頭がよくて頼たよれるんだよ～」

「あらあら……昨晩、話したときに〝誰だれにも話しちゃダメ〟って言ったわよね？　もう話しちゃうの？　ダメねえ、おしおきよ？　いらっしゃい、ギュムッてするから」

　また彼女が、ユニスを抱きしめる。

　今度は少々きつめだった。

　ユニスが、ナンナの胸に顔をうずめて苦しそうにもがいている。

　俺は足で床を叩たたいた。
















「おい？　話を進めないなら、俺は帰るぞ？」

「話して意味があるようなことではないのだけれどねえ？」

　ナンナが頰ほおに手を当てて首をかしげる。

　解放されたユニスが、ぷはーっ！　と空気を吸った。

　俺は目をすがめる。

「一〇〇万Ｆの借金を背負ったときですら慌あわててなかったユニスがこの調子だ。なんにもないってことはねえだろ」

「でも、本当に言っても仕方ないことなのよ？」

「そいつは俺が決める。朝飯も食べずに連れてこられたんだ。事情くらい教えてもらいたいね」

　ナンナがうなずいた。

「あらあら、それじゃあ話すわね～。ナンナさんね、この地区の、商工協会ギルドの会長をしてるのよ」

「なるほど」

　やっぱり、大人だったか。ドワーフの年ねん齢れいはわからない。

　ナンナがため息をつく。




「それでね、商工協会が二〇億Ｆの負ふ債さいを抱かかえちゃったのね？」




「大事件じゃねえか！」

　思わず叫さけんだ。

　俺のような日ひ雇やとい労ろう働どう者しやが一年働いても二〇〇万Ｆが限界だ。二〇億Ｆ稼かせぐには千年働かなくてはならない。つまり、死んでも無理ということだ。

　ナンナが小首をかしげた。

「大事件よ？　でも、話しても仕方ないでしょう？　だってどうにもならないものねえ」

「たしかに……笑ってる場合じゃねえんだが、笑うしかねえな……」

　個人の裁量を遥はるかに超こえる金額だ。

　俺はユニスを見る。

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせて俺を見つめていた。

「ね、ね、ね、ヨルなら、どうにかできると思うの～！」

「できるわけねえだろ!?　あんたは俺をなんだと思ってるんだ!?」

「でも～、あたしのことは助けてくれたよ？」

　迷子の子供みたいな声だった。

　俺はたじろいでしまう。

　──くっ。外見が子供なだけで、商人やってるいい大人だってのは、頭では理解してるんだが。

　ここで放り出すのは、妙みような後味の悪さがあるな。




　ああ、わかってるんだよ。

　こんな調子で、あのときから、ずっと俺は同じことをしている。

　世話になった村人を魔ま獣じゆうから守った夜から……




　ため息をついた。

「わかった、わかった……力になれるかは置いておいて、とりあえず詳くわしい話を聞かせてくれ。ことによっちゃ夜よ逃にげの手伝いくらいできるかもしれん」

　観念して両手を挙げる。

　ユニスが抱きついてきた。

「ありがとう、ヨル～!!」

「あらあら、ユニスちゃんってば。ダイタンね」

「おい、やめろ。俺に特とく殊しゆ性せい癖へきがあると誤解される」




　ナンナは語りだす。

　商工協会が二〇億Ｆの負債を抱えることになった〝事件〟について──
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　ナンナの部屋──

　書類で埋うめ尽つくされて足の踏ふみ場ばに苦労するような有あり様さまだった。

　彼女には大きすぎるであろう執しつ務む机と、壁かべを埋める本ほん棚だなと、古びたソファーがある。

　俺はソファーに腰こし掛かけた。隣となりにユニスが座る。

　膝ひざの高さのテーブルに、ナンナが用意してくれた珈琲コーヒーが置かれた。

「うふふ、豆には自信あるのよ～？」

「ほう……」

　マグカップに口をつける。

　濃のう厚こうな香かおりと、まったく酸っぱさのない風味に驚おどろいた。

「……たしかにな。豆が違うのか？」

「あらあら、珈琲の話のほうがいいかしら？　ナンナさんも、そのほうが好きよ～？」

「あ、いや……金の話を聞こう」

「そうね。ファルトラ周辺に、陛へい下かが離り宮きゆうを建てるっていう計画があるのね？」

　俺はジト目で彼女を睨にらむ。

「開口一番に国王が出てきやがったか。おい、この話は俺に聞かせても大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「べつに陛下が直接、うちの借金に関わってるわけじゃないのよ？」

「間接的には関わってるのかよ……まぁいい、続けてくれ」

「ファルトラ市の南側に大きな湖があることは知っているかしら？《セプリア湖》というの。これを中心に話をしましょうね？　勇者アレン様が魔王を倒たおして平和になった証あかしとして、この《セプリア湖》の湖こ畔はんに離宮を建てよう、という計画なのよ」

「ふーん……まぁ、かつて前線だった街に、離宮が建ったら、そいつは平和の象しよう徴ちようになるだろうな。勝利宣言って感じでもあるけど」

「名前は魔王を倒した勇者にあやかって、《アレス宮きゆう殿でん》だそうよ～」

「ファー!?」

　俺は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。ユニスが驚いてウサミミの毛を逆立てる。

　あやうく美味おいしい珈琲をこぼすところだった。

「き、聞いてねえぞ……」

「うふふ、まだ計画だから、関係者しか知らないの。酒場で話したりしたらダメよ～？」

「そこまでバカじゃねえから安心しろ。くそ……とんでもない名前を……発案者は、王女か？」

「あら、よくわかったわね～？」

　俺は頭を押さえた。




　王女アンジェリカ・ソラ・リフェリアは、それはもう大切に育てられている。なかなか子宝に恵めぐまれなかった国王が遅おそくに授さずかった一人ひとり娘むすめで、誇こ張ちようではなく国一番と謳うたわれる美び貌ぼうの持ち主でもあり、生まれつき豊ほう穣じよう神と海洋神の加護を受けている。ここまで恵まれた姫ひめは、長い王家の歴史のなかでも、そういなかった。

　まだ十四歳だが、魔王を倒した勇者アレンと婚こん約やくをしている。公おおやけには、そういうことになっていた。真相はともかく。




「……あのワガママ姫なら、宮殿のひとつくらい建てさせるか……政治的に無意味でもないしな」

　平和の象徴を建てることで国民の心が安定すれば、国が安定する。

　国力を示すことで、諸外国との交こう渉しようも有利になるだろう。

　敵がいなくなって失業した多くの兵士たちに雇こ用ようを創出できる、という利点もあった。

　それと、王女が笑っているだけで農作物の不作が回かい避ひでき、水害や海洋事故が減るのだから。本当に。

　ナンナが話を続ける。

「最初に候補地として挙がっていたのが、《セプリア湖》東側の土地──《湖東》だったのね？」

「妥だ当とうなところだな。王都はファルトラ市の東にある」

「宮殿は借しやく地ちに建てるから、地権者には毎年多額の借地料が入るの。それと、宮殿に納品する物品も優先的に商あきないできるし、宮殿内での商売も認められて……土地を整備するための支し度たく金きんだけでも、すごい金額が国から貰もらえるのね？」

「へえ、いくらなんだ？」

「一〇〇億Ｆよ」

　思わず吹ふき出した。

　ナンナがにっこり笑う。

「ね？　二〇億Ｆで《湖東》を買っても損はしないでしょ？　もちろん支度金を不正使用させないよう監かん査さ官は来るけれどね」

「……そんな話があったら、普ふ通つうは土地を売ってくれないんじゃないか？」

「ところがね～、その《湖東》の持ち主が〝離宮なんて荷が重いから土地を売りたい〟と言ってきたのよ？　だから、商工協会で買い取ろうと思って資金集めをしたわけ」

　──胡う散さん臭くさい売り文句だな。

　しかし、儲もうけは巨きよ額がくだ。無視はできないか。

「どう金を集めたんだ？」

「商工協会には三〇〇ほどの商店が所属してるのね？　ほとんどは亜あ人じんの個人商店なんだけど……これは、ファルトラ市にある全店てん舗ぽの五分の一くらい。けっこう多いでしょ？」

「そこの協会会長か。あんた、すごいんだな」

「あらあら、ありがとう？　その協会に所属するなかから、資金力のある一〇〇店ほどが、それぞれ二〇〇〇万Ｆを出資したの」

　ファルトラ市という巨大商業都市のなかでも、有力な商店が集つどうとなれば、総合資産はかなりの額になるだろう。

　二〇億Ｆという途と方ほうもない金額を捻ねん出しゆつできるのも納なつ得とくできた。

「土地って高いよなあ……」

「ただしね？　土地を売りたいと言ってきた相手が、いまいち信用できなかったから、ナンナさんも《湖東》を慎しん重ちように調査してもらったの……そのときは、なんの問題もなかったのよ」

　俺はうなずいた。

　──なるほど、原げん野や商しよう法ほうか。

「あんたらが土地を買ったあとから、問題が発覚したんだな？」

「あらあら、わかる？　実はね、調査のときいなかったモンスターが、急に出現しちゃったの」

「なんだ、モンスターか。冒ぼう険けん者しやを雇やとって退治してもらえばいいんじゃないか？」

「グリーンベヒモスなのよ～」

「なにッ!?」

　驚きのあまり大声を出してしまった。隣でユニスがビクッとして、耳を縮こまらせる。




　グリーンベヒモスは《人魔戦争》時代に、魔王領の奥深くで、ごく希まれに遭そう遇ぐうした巨大魔ま獣じゆうだ。

　通常の魔獣も巨大だが、そいつは規格外に大きい。

　歩くと山が震ふるえ、走ると大地が割れる。ありえない巨体と頑がん強きようさを誇ほこり、討とう伐ばつには一万人規模の軍隊を必要とした。

　その強さゆえに、グリーンベヒモスは〝避さけて通る〟のが最善の攻こう略りやく法ほうとされている。

　幸い性格は好戦的ではなく、縄なわ張ばりに近づかなければ攻こう撃げきしてこない。

　逆に言えば、巣の近くで宮殿建設など、ありえないことだった。

　──でも、いくらファルトラ市が旧魔王領に隣りん接せつしているとはいえ、人族の領地に突とつ如じよとして出現するような魔獣じゃないぞ？

　しかも、調査のときは問題なかったとナンナは言った。見落とすような大きさのモンスターではない。

　何者かが呼び寄せたか、召しよう喚かんした？　グリーンベヒモスを意図した場所に出現させるなんて、可能なのか？　そんなのは、魔王の所業ではないのか？




　ナンナが相変わらず、ほわんとした口調で言う。

「騙だまされたのだと思うのよね～」

　しかし、さすがに表情は暗かった。

「そうだろうとは思うが……あんたはグリーンベヒモスを自在に出現させられる存在に、心当たりでもあるのか？　そんなことできるのは、魔王くらいだと思うぜ？」

　魔王は倒した。もういない。

　俺は左の薬指にはめた指輪をなでた。

　普通の感覚であれば〝不幸な事故だった〟と嘆なげくはずだ。

　しかし、ナンナはグリーンベヒモスが現れたことが偶ぐう然ぜんではないと確信しているような口ぶりだった。

　彼女が首を横に振ふる。

「ナンナさんは、《人魔戦争》の頃ころから、ずっとファルトラ市で商売をしてるのよ。だから、グリーンベヒモスは人族が召しよう喚かんできるようなものじゃないと、知ってるわ」

「一応、〝服従させた魔獣を召喚する魔術〟はあるが、かなり格下のヤツしか無理なんだ。俺の知ってる最高の召喚術士でも、グリーンベヒモスは無理だと思う」

　かつて一いつ緒しよに魔王へと挑いどんだ仲間のことを思い出す。あいつは寡か黙もくで無愛想だったけれど、最後には打ち解けることができた。

　ナンナがうなずく。

「そうよね……わかってるわ……だけどね？」

「気になることがあるのか？」

「……あの人なら、それくらいはやりそうなのよ」

「誰だれのことだ？」

「それは──」

　部屋の外で騒さわがしい足音がした。

　おそらく店員の声で「来客中ですので！」という声が聞こえる。

　しかし、カツカツという硬い足音が、かまう様子もなく部屋へ近づいてきた。

　俺はソファーに座ったまま、扉とびらのほうへ顔を向ける。ユニスが怯おびえてしがみついてきた。

　ナンナが苦笑する。

「この人……よ？」

　乱暴に扉が開かれた。




　入ってきたのは若い男だ。

　一目で貴族とわかるような仕立てのいいタキシードを着ている。

　身長がすらりと高く、手足が細長い。金色の髪かみを真まっ直すぐ後ろへなでつけ、深い紫むらさき色いろの瞳ひとみをしていた。

　その目つきは蛇へびのように鋭するどい。

　顔には自信と嘲あざけりのある笑えみが貼はりついていた。

　ナンナが首をかしげる。

「あらあら、ヒューガルテン伯はく爵しやく、どうされました？」

　ヒューガルテンと呼ばれた男が蛇のような口元を、ニヤリと歪ゆがめた。

「クク……先日お売りした《湖東》の支し払はらいについて、お忘れにならないよう確認をしにね」

　勝ち誇るような口調だった。

　ナンナの言う、グリーンベヒモスを呼ぶくらいしそうな〝あの人〟とはコイツだった。
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　乱暴にドアを開け放ったヒューガルテンだが、部屋に入る気はないらしい。

　その深紫色の瞳で部屋にいる者たちを睥へい睨げいする。

　俺に視線を移して、妙みような顔をした。

「ああ、来客中とおっしゃっていましたね。そちらの方は？」

　言葉だけ聞いていると、物もの腰ごしやわらかで育ちのいい上品なお坊ぼつちゃんという感じだ。

　しかし、他人を小こ馬ば鹿かにしていることが口調や表情から感じられる。隠かくそうともしていなかった。

　俺は肩かたをすくめる。

「気にしないでくれ。ただの冒険者だ」

「冒険者？　ああ、ああ、なるほど、なるほど……」

　彼は今にも笑いだしそうな口元を片手で覆おおった。

「クフッ……いやあ、ナンナさんも大変ですね。まさか僕が売った《湖東》に、グリーンベヒモスなんていう魔獣が出るなんて！　それで冒険者くん、あの大災害と怖おそれられて、戦時には何万人も喰くったというグリーンベヒモスは……ククク……この街の冒険者で倒たおせそうですか？」

「この街の冒険者で？　無理だな。兵士が一万人いなきゃ勝てないような魔獣だぞ？」

「クフフッ！　そうでしょうねえ！　いやあ、本当に！　不運としか言いようがないですね！　まさかあんな魔獣が出るだなんて、誰が予想できたでしょう！」

〝僕は知っていたけど〟と内心で付け足していそうだった。

　──なるほど。たしかに、こいつは疑わしい。

　たんにナンナたちの不幸に乗じて嘲ちよう笑しようしているだけかもしれないが、直前に離り宮きゆう候補地である《湖東》を売っているというのが、どうにも引っかかる。

　ヒューガルテンはなんらかの方法でグリーンベヒモスを指定した場所に出現させている。あるいは、出現することを知っていた。

　ナンナが首をかしげる。

「本当に困ったわね～。このままじゃ離宮をお招きできないわ」

　とうとう、ヒューガルテンが笑いだした。

「クハハハ！　お気の毒に！　ですが、契けい約やくは契約ですから、きちんと土地の代金は納めていただきますよ？」

「わかってるわ」

「期日は覚えておいでですよね？」

「あと八日よね」

　すると、ヒューガルテンが突とつ然ぜん、拍はく手しゆした。

「いやあ素す晴ばらしい。亜あ人じんなのによく日付を覚えておいでだ。さすがは亜人でありながら商工協会の会長をやっているだけのことはありますね。数を数えられるなんて！　正確には、今日を入れて九日ですから！　二〇億Ｆ、僕の屋や敷しきへ持ってきてくださいね！」

　あからさまな侮ぶ辱じよくだった。

　──こいつ、亜人差別主義者か。

　人間ヒユーマンのなかには、自分たちを最も優ゆう秀しゆうだと考え、亜人たちを侮辱する者もいた。とくに貴族に多いとは聞いたが。

　ナンナが受け流す。

「あらあら、わざわざ詳くわしく教えていただいて、ありがとうございます」

「ククク……商工協会に所属する有力店は、それぞれ二〇〇〇万Ｆの出資をしたそうですね？　回収できなければ、経営難に陥おちいってしまう店も多いのでは？」

「そうねえ」

「やはり、亜人に店てん舗ぽ経営など無理だということでしょうね。破は綻たんしたら、僕が買い取ってあげますよ。僕の育成した優秀な人間ヒユーマンの経営者が、君ら亜人を使ってあげます」

　さわやかな笑みだった。

　その言葉には哀あわれみさえ感じられる。

　──コイツは、もしかして、本気で〝自分は善人だ〟と思ってるんじゃないか？

　悪意ではなく常識として亜人は劣おとっていると考えており、人間ヒユーマンの経営者が上に立つことを救済だと思っている？

　ゾクッ、と俺の背筋が震えた。

　ヒューガルテンは嫌いや味みなだけでなく、その内面は〝壊こわれている〟と感じさせられる。

　ナンナは面めん倒どうなヤツを相手にしたものだ。

「そうそう、先日、僕のところに善よい報しらせがありました」

「なにかしら？」

「僕の所有するセプリア湖の《湖南》に、王都から調査団が派は遣けんされてきているんですが、どうやら問題なく離宮建設の候補地に選ばれそうです。素晴らしい報せですよね」

「あらあら、そうなの」

「僕には使い切れないくらいの大金が入りますから、経営難の個人商店を買い取るくらい造作もありません。フフフ……」

「そう……」

　ナンナの笑みも陰かげった。

　気き丈じように流していたが、その暗い未来に、沈ちん痛つうな表情が浮うかんでしまう。

　一〇〇近い店舗が一いつ斉せいに破綻したら、それを買い取るだけの資金力を持った者は、そう多くあるまい。

　離宮建設の支し度たく金きんを手にしたヒューガルテンが、それらの店の経営権を握にぎる可能性は高かった。

　差別主義者が経営者になってしまったら、使用人となった亜人たちの生活は、かなり劣れつ悪あくなものとなるに違ちがいない。反はん抗こうすればクビにされるだろう。

　ヒューガルテンが、ナンナを睨にらみつける。

「二年前、《人魔戦争》が終結したのを機に、僕の父はファルトラ市の更さらなる発展のため、巨きよ大だい商業施し設せつを造ろうとしました。貴女あなたたちの土地を買ってね……しかし、そのときの商工協会の会長に拒きよ絶ぜつされてしまった。そう、ナンナさんの旦だん那なに」

「なつかしいわねえ、夫が生きてた頃の話なんて」

「ナンナさんの旦那が亡なくなったのは、それからしばらくしてでしたね？　貴女たちの運命は、僕の父の申し出を断ったときに壊れてしまったのかもしれません。あるいは亜人として生まれてしまったときに……」

　痛切で残念そうな声だった。

　しかし、顔が笑っている。

　──なるほど、目的は離宮の利権だけではなかったのか。

　自分の土地に離宮が建てられる。そのことで発生する儲もうけは、相当な額だ。

　なにもしなくても、《湖東》か《湖南》か、どちらかに建てられて、支度金一〇〇億Ｆと利権が手に入ったはず。

　ヒューガルテンが、ナンナを詐さ欺ぎにかけたのは、《湖東》を売った二〇億Ｆが目的ではなかった。

　ひとつには、多くの個人商店を経営破綻に追いこんでの、乗っ取り。まだ巨大商業施設を造る気があるのかは、わからないが……

　私し怨えんがあるようだった。

　彼の父親の提案を、ナンナの夫に断られたことを恨うらんでいる。

　それが亜人差別の原因なのか、もともとの思想なのかは……この際、どうでもいいか。

　とにかく、ヒューガルテンは亜人たちの店を追いこむつもりだと考えられる。

　──詐欺の目的はわかった。




　ヒューガルテンがキザったらしい仕草で、白手て袋ぶくろに包まれた手を広げる。

　そこには、緋ひ色いろの宝石があった。

　手に収まる程度の大きさで、球体が割れて半分になっている。

「では、最後に、これだけは確認しておきましょう。《誓せい約やくの魔ま石せき》に血を垂らした意味、ご理解いただけておりますね？」

「あらあら、もちろんよ？　契約を守らなかった場合は、相手方の意思ひとつで石化しちゃうのよね」

　ナンナの言葉に、ユニスが泣きそうな顔をした。

　俺は内心で舌打ちする。

　当然、この金額の契約であれば、使っているだろうとは思っていたが……

《誓約の魔石》というのは商談で使われる道具だった。高価なマジックアイテムなので、かなり高額の取引でしか使われない。

　契約の女神マージと繫つながっているとされている。

　強力な儀ぎ式しき魔ま術じゆつだった。

　その宝石の前で契約内容を読みあげ、契約者全員の血を垂らす。

　最後に割った宝石をそれぞれが所持しておくが、誰だれが持っていようと関係なく効力は発揮されるのだ。

　契約を違たがえた者は、相手が望むだけで、世界のどこにいようと石化させられてしまう。

　そのため《誓約の魔石》を用いた契約では、暴力や権力を振ふりかざして約束を無視することが不可能になる。

　なんせ、監かん視し者しやは女神様なのだから。

　リフェリア王国において、高額取引では必ずといっていいほど用いられていた。

　──夜よ逃にげもできないってわけだ。

　ナンナも緋色の宝石を出した。

「預かってる命は、出資者一〇〇人分ですものね。もちろん、ちゃんと払はらいますよ？」

　違い約やくしたら、一〇〇人が石にされてしまう。大だい惨さん事じだった。

　ヒューガルテンがうなずく。

「理解しておいでなら、おおいに結構！　僕は亜人たちの石像なんて欲しくありませんから、しっかりと払ってくださいね？　店の権利書でもかまいませんけどね」

「うふふ、もちろん払うわよ～。石にされたら困るもの」

「よろしい！　それでは、また後日」

　礼儀正しい所作で一礼して、ヒューガルテンが引き返していく。

　去り際ぎわ、言葉を残していった。




「フフ……まぁ、二〇億Ｆを払ってくれようとも、払わずに石コロとなろうとも、どちらでも僕としてはかまいませんがね？　亜人が苦く悩のうする姿を眺めるのは……たまらなく愉たのしいですから」

　恍こう惚こつとした声だった。

　カツンカツンと高い足音が階段を降りていき、聞こえなくなる。

　俺は啞あ然ぜんとしてしまった。
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　ヒューガルテンがいなくなって、ようやくユニスは落ち着いたようだ。ずっと怖こわがっていた。

　俺は顔をしかめるしかない。

「なんだ、アイツは？」

「ファルトラ市の有力貴族であるナイブス・ヒューガルテン伯はく爵しやくよ？」

　二年前に、魔王領へ向かう前にこの街フアルトラに寄ったとき、何人もの貴族と会った。名前くらいは聞いたことがあるはずだが、あのときは、たいして目立たなかった。

「ずいぶんと羽は振ぶりがいいみたいだな？」

「戦時中も商売に熱心だったわね。去年、お父様が亡くなって、跡あとを継ついだのが、彼なのよ」

《人魔戦争》のときは、人族の全すべてが魔王との戦いに注力していると思っていたが、違ったらしい。

　──俺は表面ばかり見てたんだな。

「やれやれだ……まぁ、事情はわかった。ヒューガルテンの目的は商店の買収ってわけか」

「そうみたい。多くの店主が、少なからず借金して二〇〇〇万Ｆを用意したから、まったく回収できないとなったら返済できない者も出ると思うわ。ほんと……困ったわね」

「ふむ……しかし、手口が謎なぞなんだよな……」

　どうやって、《湖東》にグリーンベヒモスを出現させた？

　少なくともヒューガルテンに魔力は感じなかった。彼に人じん智ちを超こえた魔術など使えるわけがない。

　ナンナも首をかしげた。

「それが、わからないのよね～」

「まぁ、どうしても手口の解明が必要ってわけじゃない……」

「あらあら、なにか考えがあるみたいね？」

「ヒューガルテンの仕し掛かけをモンスターの攻こう撃げきに喩たとえれば、あれこれ知る必要なんてない。倒たおしちまえばいいんだからな」

「暴力は困るわよ？」

「やらねえよ。話を聞いちまったから、もう関係者だ。俺がヒューガルテンに危害を加えたら、女神マージは《誓約の魔石》の効果として、ナンナたちを石に変えるだろ？」

「その可能性は高いでしょうね」

「剣けんは役立たずだな」

　面倒な時代になったものだ。

　──あと、別方向からも情報を得ないとな。

　ナンナは詐欺の被ひ害がい者しやに思えるが、必要とあらば〝噓うそもつける〟タイプだ。そうでなければ、商工協会の会長などやっているはずがない。

　話の裏を取るくらいは必要だろう。

　頼たよりになりそうな情報源として、一週間前に知り合った女騎き士しのことを思い出した。

　──会えれば、聞いてみるか。

　俺はソファーから立ちあがった。

「あらあら、お帰りかしら？」

「そうするよ。話も終わったみたいだしな」

「どうしようもない話だったでしょう？　それでも、最後まで聞いてくれて、ありがとうね？」

「……暇ひまつぶしにはなったさ」

　珈琲も美味うまかったし。

　ユニスも立ちあがった。

「ヨル、どう？　なんとかなりそう？」

「おいおい、どうしようもない話って、ナンナが言ってるだろ？」

「うん……だけど、ヨルなら、なんとかなるって思うんだ～」

「ユニス、〝信じる〟ってのは、決めつけることじゃないぞ……そんなのは、ただの思考停止だ」

「そんなんじゃないよ～。ヨルがあたしを助けてくれたときと、同じ顔をしてるんだよ？」

「ば、ばか言え。考えを顔に出すほど落ちぶれてねえよ！」

　くすくす、とナンナが笑った。

「ねえ、ヨルさん……ひとつだけ、お願いをしてもいいかしら？」

「なんだ？」

「ユニスちゃんのこと、これからも、よろしくね？」

「……お断りだね。俺はこの街に長く留とどまる気はないんだ。拾ったなら、自分で面めん倒どうをみろよ」

　そんな遺ゆい言ごんみたいな〝お願い〟を受け取るわけにはいかなかった。

　部屋を出る。

「じゃあな、ナンナ。気を強く持てよ」

「ええ、もちろんよ」

　最後まで彼女は微笑ほほえんでいた。

　リュックを背負ってユニスがついてくる。

「ヨル、どこ行くの？」

「メシ……」
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　グラン亭てい──

　相変わらず多くの亜あ人じんでごった返す大衆食堂だった。

　上品とは言えない会話がそこかしこから聞こえてくる。沸わき立つような熱気が感じられる場所だった。

　俺はカウンターに腰こし掛かけて、だらだらと時間を過ごしている。

　隣となりにはユニスもいた。

　そして、昼頃ごろ、ようやくレイチェルが現れた。

　手招きして、呼びつける。

　彼女は店主に昼食を注文しつつ、俺の隣に腰掛けた。

「珍めずらしいですね、なにかあったんですか？」

「ちょっと聞きたいことがあってな。あんた口は堅かたいよな？　こいつは、国家騎士団長にだって話してもらっちゃ困るんだが……」

「あら、秘密の話ですか？　楽しそうですね」

　レイチェルが笑みを浮うかべる。

　俺は苦笑した。

「秘密の話だが、楽しい話ではねえよ──離り宮きゆうの計画があるって知ってるか？」

「ああ……その話ですか……」

　彼女はため息をつく。

「さすがに知ってるみたいだな」

「私が知ってるのは、《湖東》にグリーンベヒモスが出て、候補地から外されたってことと……」

　レイチェルが、ちらりとユニスに視線を投げた。つらそうな表情だ。

　俺はうなずいた。

「ナンナの商工協会が大損したって話か？　二〇億Ｆ」

「はぁ……もう全て話は伝わっちゃってるんですね」

　ユニスが目を丸くした。

「えっ!?　レイチェルは知ってたの～!?」

「国家騎士ですもの、離宮の計画とか、その予定地が変へん更こうされた経けい緯いとか、ある程度は教えられるわ。ナンナさんとも知らない仲ではないし」

「そっか～」

　そういえば、ナンナがユニスに離宮にまつわる話をしたのは昨晩だと言っていた。

　心配かけまいとする配はい慮りよだったのだろうが、疎そ外がい感を与あたえてしまった様子だ。

　こればかりは、仕方ないだろう。二〇億Ｆなんて金額の話では、誰だれに相談しても意味がない。当然のことだ。

　俺はレイチェルに問う。

「聞きたいことが三つある──グリーンベヒモスに国家騎士や軍隊は、どう対応するつもりだ？　ヒューガルテン伯爵ってのは、どんなやつだと思う？《湖西》の土地の所有者はどんなやつだ？」

「グリーンベヒモスについては……待機が命じられてます」

　ムスッとした声だった。納なつ得とくしていないようだ。

「戦わないか。妥だ当とうだな」

「相手が強いのはわかるけど、街の近くにグリーンベヒモスがいるんですよ？　放っておくなんて、おかしいです！」

「まぁ、少ない人数で討とう伐ばつに行くよりはマシだけどな。そんなの餌えさを与えるだけになる。あいつは一〇〇や二〇〇の騎士で倒せるほど弱くない」

　レイチェルが身を乗り出してきた。端たん整せいな顔が急に近くなる。

「あの！　ヨルさんはベヒモス退治に加わったことありますか!?」

「……一応な」

「噂うわさ通りの強さなんですか？　国家騎士と自警団をまとめあげて、どうにかなりませんか？　国家騎士は一〇〇人、有志で自警団をやってくれてる人は三〇〇〇人います」

　俺は首を横に振ふる。

「無む駄だだな。それなりの練度の兵士が一万人は欲しい」

「そんなに……本当に……？」

「普ふ通つうの兵士が、どうやってベヒモスを倒すか知ってるか？　前列の百人が喰くわれてるうちに千人くらいで攻撃するんだよ。その繰くり返しに一万人くらい必要だ。あいつとの戦いを〝モンスター戦〟と考えるのは間ま違ちがいだ。〝攻城戦〟だと思ったほうがいい」

「そ、そんな……」

　レイチェルが怯おびえたように表情を曇くもらせた。

　俺は肩かたをすくめる。

「ひでえもんさ。だから、ベヒモスみたいな巨きよ大だい魔ま獣じゆうは、勇者たちが狩かってた。軍隊が戦うと被害ばかり増えるからな」

「そういえば、勇者様たちはグリーンベヒモスだって倒せるって聞きました。それって、本当ですか？　見たことありますか？」

「まあな。ヤツの攻撃は物理系のみだし、魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよは低いし……」

「すごいですよね。一万人がかりで多大な犠ぎ牲せいを出しながらようやく倒せるモンスターを、勇者様たちはたった六人で倒せるんですから……」

　はぁ……と吐と息いきをこぼして、レイチェルが視線を遠くに投げる。

　まるで夢見る乙女おとめのようだった。

　騎士なんてやっているくらいだから、強さに憧あこがれがあるのかもしれない。

「まぁ、とにかく、騎士や自警団はグリーンベヒモスに関わらないのが賢けん明めいだ。縄なわ張ばりに近づかなければ向こうから攻せめてくることはない」

　──もしも、グリーンベヒモスを出現させたのが召しよう喚かん術じゆつ士しだとしたら、その命令次し第だいではわからないが。

「ヨルさんは本当に、あの戦争から帰ってきたんですね。最初は胡う散さん臭くさいと思っちゃったけど、とても失礼でしたね……」

「気にするな。警けい戒かいされて当然の格好をしてるんだ。むしろ、それくらい慎しん重ちようじゃないと治安を守る国家騎士としちゃ暢のん気きすぎるだろ」

「なら、もうちょっと普通の格好をしては？　執しつ事じの姿は似合ってましたよ？」

「肩が凝こるね」




　ちょうど昼食が出てきた。

　三人分だ。

　パンとハムと塩スープ。それに飲み物がついている。

　俺はパンをちぎって、口に放りこんだ。吞のみこんでから、話を続ける。




「じゃあ、次の質問だ」

　レイチェルが眉まゆをひそめた。

「ナイブス・ヒューガルテン伯はく爵しやくのことですよね……」

「会ったことあるか？」

「国家騎き士しとしては、悪くは言いにくいですね。領主様とも親しいし、ファルトラ市の発展に多大な貢こう献けんをしてきた三大貴族のお一人ですから」

「レイチェル・エマーソン個人としては？」

「……あの亜人蔑べつ視しは許せません……貴族のなかには亜人を不当に悪く扱あつかう人がいるけれど、ヒューガルテン伯爵はとくに酷ひどいと思います」

「そいつは、目の前で見たよ」

　あれほど亜人に対して敵意を向けているヤツは珍しい。

　しかも、そのヒューガルテン伯爵が八日後には、亜人たちの店を買い取る可能性があった。

　レイチェルがため息をつく。

「……私が勇者様くらい強かったら……グリーンベヒモスを倒たおして、解決できるのに」

「それだけじゃ、解決にならねえぞ」

「え？」

「ヒューガルテンはナンナたちを潰つぶすために詐さ欺ぎを仕し掛かけた。利益だけが目的ではなく、亜人が嫌きらいだという理由でな。ベヒモスを倒せば、ナンナたちは助けられるかもしれない。しかし、そのうち、またヤツは仕掛けてくるぞ」

「さすがに、次はナンナさんも信用しないと思いますけど？」

「人を使えば、後ろで糸を引いてるのが誰かなんてわからねえさ。離宮が建てば、取引の相手は国や貴族になり、金額も大きくなる。商人なんだから、いつだって油断はできないけどな」

「ええ、慎重に取引するのは当然だと思います」

「しかし、グリーンベヒモスを使って詐欺を働くようなヤツを残したまま、解決と言えるか？」

「うっ……そう、ですね……ヒューガルテン伯爵をどうにかしないと、結局は終わらないんですよね。でも、いったいどうすればいいのか、想像もつきません」

　レイチェルが肩を落とした。

　ユニスも一いつ緒しよになって沈しずんだ顔をする。

「……ナンナ、助けられないの？」

　俺は肩をすくめた。

「そりゃ、難しいだろ？　状じよう況きようは説明されたよな？　二〇億Ｆの借金を作って買った土地が無価値にされちまったんだ」

　小さい身体からだを丸めて、ユニスがうなり始めた。

「う～う～～～、あたし、頭が痛くなってきちゃったよ～」

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃないよ……どうしたらいいか考えすぎて、頭が痛いくらい考えて、やっぱり、ひとつしか答えは出ないんだよ？　これしか思いつかないし、これが一番だと思うの～」

「へえ？　なんだ、その一番の答えって？」




「ヨルに頼たよる！」




　俺はカウンターに頭を打ちつけた。

「あんたなあ？　そんなの、ぜんぜん答えになってねえよ！　そういうのは、丸投げって言うんだ！」

「でもでも、他ほかに方法ないよ～」

「断言するなよ」

　レイチェルがユニスを諭さとすように言う。

「たしかに、ヨルさんならって思うのはわかるわ。でも、あんまり人に頼るばかりなのは、よくないわよ？」

　ユニスが真しん剣けんな顔でうなずいた。

「うん……でも……あたし、いっぱい考えたよ。一晩、ずっと考えたし、今も考えてたの。だけどね？　いくら考えても、なにも浮うかばないし、なにを考えたらいいかもわかんなくなるの。ぐるぐるぐるぐる暗い場所を歩いて迷ってる感じなの。あたしは壁かべに囲まれてて外に出られないんだよ……でも、ヨルなら！　壁の向こうに行けるって気づいたの！　だから、あたしは、ヨルにお願いしたいんだよ……自分ではどうしようもないことを頼たのむのは、そんなにも悪いことなの？　……助けてほしいんだよ」

　絞しぼり出すような声だった。

　レイチェルがうつむく。

「……私は、誰かに押しつけて、努力せずに待ってるだけなんて嫌いやなの……でも、解決策がわからない」

　彼女が瞳ひとみを潤うるませる。

　ぐっ、と下した唇くちびるを嚙かんで、レイチェルは涙なみだをこらえた。

「……どうして、私は……困ってる人たちを助けてあげられないのかしら？　どうして、こんなにも無力なの？　ごめん……ごめんなさい」

「ごめんね、レイチェル」

　二人が沈ちん痛つうな表情をして向き合っている。

　ガシガシ、と俺は頭を搔かいた。

「はぁ……誰だれかが誰かを好ましく思う、嫌いになる……それはいい。心の中のことは自由であるべきだ。しかし、騙だまして不利益を与あたえるなら話は別だよな。それは許されないことだ。〝人に害を与える生物〟のことを俺たちは〝モンスター〟と呼ぶ」

「え、ええ……」

　目元をぬぐって、レイチェルがうなずく。

　ユニスも珍めずらしく真剣な顔のまま聞いていた。

　俺は二人を見み据すえた。

「ヒューガルテンってヤツは〝モンスター〟だ。グリーンベヒモスのことじゃないぜ？　あいつ自身が〝モンスター〟なんだ」

　レイチェルがうなずく。

　ユニスは怯えていた。

　俺は唇の端はしを吊つり上げる。

「モンスター退治は慣れてるんだ。俺は冒ぼう険けん者しやだからな」

「それって……」

　レイチェルが目を見開く。ユニスが身を乗り出してきた。

「力を貸してくれるの、ヨル!?」

「勘かん違ちがいするなよ？　タダじゃねえぞ……報ほう酬しゆうについて、ナンナが納なつ得とくすればの話だ」

「うんうん！　ナンナも喜ぶと思うの！」

　嬉うれしそうに、何度もうなずいた。

　俺はレイチェルに問う。

「あんたが手伝ってくれると、話が早いんだがな？」

「もちろんです！　ユニスと商工協会のためですもの！」

　力強く請うけ負ってくれた。

　俺はうなずく。

「それじゃあ、三つ目の質問について教えてくれ」

　最初に、グリーンベヒモスへの対応。ヒューガルテンについて。そして、《湖西》の所有者について質問した。

《湖西》の情報は、使えるとは限らないが、手札になる可能性がある。

　残念ながら、レイチェルは詳くわしく知らないようだった。

「でも、すぐ調べてきます！」

「助かる。《湖西》の所有者について、人ひと柄がら、経済状況、いつから土地を所有しているかなんかを頼む」

「わかりました！」

　席を立ったレイチェルが、左胸に右みぎ拳こぶしを当てて敬礼をした。

　なんだか、昔を思い出して、むずがゆくなる。

　ユニスが左ひだり腕うでに抱だきついてくる。

「ありがと～、ヨル」

「気が早いっての」

「うん、助けてもらったら、また言うよ。ヨルは優やさしいね～」

「べつに優しくはねえよ。俺自身も、昔、いろいろあったんだ……だから、詐欺なんてするヤツは許せねえし。それに──」

「それに？」

　不思議そうにユニスが首をかしげた。

　そういえば、昔もこんな顔して見上げられたことがあったことを思い出す。

「たんなる、性しよう分ぶんさ」

「えへへ、やっぱり優しいね～！」

　ギュウッ、とユニスがさらに抱きついてくる。体温が高くて暑い。

「いや、そういうのは、いいっての」

　じいっ、とレイチェルが見つめてくる。

「…………」

「な、なんだ？　俺は変な趣しゆ味みとかないからな？　こいつが、へばりついてきてるだけだぞ？」

「なんのことかしら？　いえ、ちょっと、似てるかも、と思ってしまって」

「似てる？」

「はい……二年前に、一度だけ勇者様が話してるところを見たんです。そのときの雰ふん囲い気きが、今のヨルさんに似てたなあ、と……すみません。妙みようなこと言っちゃって」

「に、似てるか？　あいつは金きん髪ぱつ碧へき眼がんでマッチョだろ？」

「外見じゃなく、雰囲気です」

「……あ……そう」

　どうやら、俺はヨルの姿になっていても、昔となにも変わってないようだった。
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　レイチェルやユニスと別れたあと──

　俺は宿屋に戻もどってきた。

　藁わらにシーツをかぶせただけのベッドに寝ね転ころがって、天てん井じようを眺ながめる。

　左手をかざす。

　薬指にあるのは《変化の指輪》だった。

　念じながら指につければ、ドラゴンにだって変身できる、極きわめて希少なマジックアイテムだ。おそらく、この世界に二つとあるまい。

　変身後の体格によっては筋力を制限されたり、言葉が使えなくなったり、指輪を外すのに苦労したりと不自由もあるが……

　時間は無制限で、魔ま力りよくの消費はなく、幻げん覚かくでもなく、魔術解除は効かない。

　喩たとえるなら、一時的に別の肉体を持っている、という感じだった。

　どうして俺がこんな物を持っているかといえば──




　指輪を外す。

　俺の姿は、黒くろ髪かみ黒くろ眼めで細身のヨルではなくなる。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで筋肉の鎧よろいを纏った男に変化した。

　いや〝戻った〟と言うべきか。




　勇者アレンと呼ばれる男の姿に。




　かつて、俺は仲間たちと一いつ緒しよに魔王を倒たおした。

　この《変化の指輪》は、そのときに魔王から手に入れたものだった。

　思えば、あの頃ころは──敵が目の前にいて、剣けんで倒せばいい。わかりやすいものだった。

　魔王を倒して王都に凱がい旋せんした俺は、しばらく王宮で楽しく暮らしていた。

　仲間たちは一人を残して、故郷に戻った。もともと、いろいろ事情を抱かかえている連中だったから〝また会おう〟と約束して別れた。

　王宮の生活は、死と隣となり合わせの冒険の日々に比べたら、まさに楽園だ。

　しかし、宮きゆう殿でんを出ることは許されない。

　俺は強くなりすぎていた。国王は勇者を目の届くところに置いておきたかったのだろう。

　王女アンジェリカに気に入られたというのも理由のひとつか。

　平和な世界ならそれもいいか、と思っていた。

　魔王を倒したことで、魔族は隠かくれ、魔ま獣じゆうは数も力も減じて、人族の脅きよう威いは少なくなった。

　剣の強さを誇ほこる時代は終わり。

　その結果、金が全すべての世の中になってしまったが……争わずに物品が手に入るのは素す晴ばらしい。

　魔王軍に向けられていた軍隊は治ち安あん維い持じに。法律は整備された。

　しかし、完かん璧ぺきではなかった。

　王都で詐さ欺ぎ事件が起きる。国王や大臣たちすら被ひ害がいに遭あうほど大規模なものだった。

　おかげで、俺は目を覚ました。




　この世界は平和になんかなっていない。




　俺の知らないうちに世界には新しい〝モンスター〟が生まれていたんだ。金によって誰かの人生を喰くってしまう怪かい物ぶつが。

　まだ、この世界には〝敵〟がいる。

　ならば、まだ勇者の冒険は終わらない。




　自分でも、損な性分だと思っているけれど……




「……モンスターに襲おそわれてる人を見つけたら……助けちゃうよなあ？」








第三章　豹子爵の塔









　ユニスに力を貸してやる、と約束した翌朝──

　俺は宿屋の食堂で珈琲コーヒーを飲んでいた。

　ネコミミの豹ひよう人じん族ぞくの少女が、パンやソーセージの載のった皿を持ってくる。

「ヨルさん、おはよ～！　いつもニコニコ《安心亭・日ひの出で町まち店てん》の看板娘アイドルメルちゃんの朝ご飯だよ☆」

「ああ」

「連れん泊ぱくしてくれてるから、ハムをオマケしちゃうね♪」

「ありがとよ」

　彼女は宿屋の名物店員で、いつも甲かん高だかい声をあげて、テンションが高い。朝から晩まで。

　──商売って大変だよなあ。

　朝食を取っているところへ駆かけこんでくる者があった。

　周りの客たちが、見つめて固まる。それくらい、この安宿の食堂には場ば違ちがいな美び貌ぼうの少女だった。相変わらず、人目を惹ひく容姿をしている。

　看板娘メルが愛あい想そよく片手を振ふった。

「あ、レイチェルさん、おひさしぶり☆　今日は朝ご飯？　それとも、誰だれかお探しかな？　怪あやしい人なら一人しか泊とまってないよ？」

「あっ、えっと……怪しい人を探してるけど、犯罪者ってわけじゃないんです」

　レイチェルだった。

　きょろきょろと食堂を見み渡わたす。

　俺と目が合った途と端たん、足早に近づいてきた。

「おはようございます！」

　──また人違いじゃねえよな？

　間違いようもないほど目の前まで来た。

「ヨルさん、大変なんです！」

「例の件か？　まぁ、座れ」

　俺は周りに視線を配る。そう混雑もしていないし、隣となりの席にも客はいない。もう看板娘のメルも奥に引っこんでいる。小さめの声で話せば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そのあたりを察したようで、レイチェルがテーブルの向かい側ではなく隣に座った。

　額を寄せ合う。

「すみません、朝早くから」

「なにかあったのか？」

「王都から派は遣けんされていた調査団が、《湖南》の調査を終えたんです。このままじゃ、ヒューガルテン伯はく爵しやくの土地に離り宮きゆうを建設することで決定しちゃいます」

「このままだと、そうなるな」

「もしかして、わかってたんですか？」

「昨日、ヤツがナンナの店に嫌いや味みを言いに来たときに、それっぽいことも言ってたからな。勝負が決まったと踏ふんだから、負かした相手の顔を見てやろうと思ったんだろ」

「悪あく趣しゆ味みな……」

「本当にな。そして、気が早いんだよ。まだ勝負はついてねえ」

「え？　そうなんですか？」

「任務を終えた調査団が王都に帰って報告して、それを大臣が吟ぎん味みしてから決定されるんだ。ヒューガルテンはお偉えら方がたの仕事の遅おそさを甘く見てるね」

　それに、ファルトラ市から王都までは、馬車で五日ほど。急使でも二日半かかる。この世界には、遠くと意い思し疎そ通つうする手段も、瞬しゆん時じに人を運ぶ手段もないのだった。

　俺は割ったパンにソーセージを挟はさんで口に放りこむ。

　レイチェルが首をかしげた。

「ヨルさんは、王都にも詳くわしいんですか？」

「まぁ、ちょっとだけ住んでたからな」

「わ～」

「……あんただって、国家騎き士しなら、王都のことも知ってるだろ？」

「叙じよ任にん式しきと三ヶ月の研修期間だけです。あれでは、観光と変わりません」

「なるほど……そういや、朝飯は食べたか？　ここの宿、ベッドはいまいちだが、メシは美味うまいぞ」

「まだですが……ゆっくり食事してていいんでしょうか？　これから、どうするんですか？」

「メシを食べたら、ナンナのところに行く」

「わ、私も行きます！」

「べつに楽しい話はしねえぞ？　俺の報ほう酬しゆうの交こう渉しようだ」

「そういうのも、勉強になりますから」

「勉強だ？」

「私、ヨルさんみたいに、お金に関わるトラブルも解決できるようになりたいんです」

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせて、まるで誕生日にプレゼントを待つ子供みたいだ。

　ぽん、と彼女の頭に手を置く。

「……あんまり、いいもんじゃないぞ」

　彼女が頰ほおを膨ふくらませた。

「んもう、子供扱あつかいはやめてください。私、もう十六歳なんですから！」

「そんなに若かったのかよ!?」

　思わず、ジロジロと見つめてしまった。

　レイチェルが赤面して身を引く。

「な、なんか……視線が……やめません？」

「ああ、すまん！　とにかく、メシを食え、メシ！　食わないと大きくなれないぞ？」

「ううぅ……また子供扱いを……」

　俺は看板娘を呼んで、追加の注文をするのだった。




　　　　[image: †]




　ナンナの店──

　ユニスはおそらく、先に来ているはずだ。

　俺はレイチェルとともに店の正面玄げん関かんから中に入った。

　まだまだ開店準備中の店内では、店員が慌あわただしく働いていた。

　彼らは俺の姿を見ると一瞬顔を強こわばらせる。

　しかし、隣にレイチェルがいるのを見て、ホッとした顔になったあと、それぞれの作業に戻もどっていった。

　──俺、昨日も来たのにな。

　店てん舗ぽスペースを抜ぬけて、二階の事務所へと進んだ。

　ナンナと会った部屋のドアをノックする。顔を出したのは、ユニスだった。

「おはよ～、ヨル！　あ、レイチェルも一いつ緒しよだね、おはよ～！」

「入ってもいいよな？」

「もちろんだよ～」
















　自分の部屋でもないのに勝手に招き入れる。

　一応、奥にいるナンナに目配せした。彼女が「いらっしゃ～い」と声をあげる。

　部屋に入った。

　俺はソファーに腰こし掛かける。するり、とユニスが隣に座ってきた。

　一礼してレイチェルも入室してくる。

　少しだけ迷った様子だったが、彼女も隣に腰を下ろした。俺は二人に挟まれる形になる。

　ナンナは自分の席で、にこにこと笑っていた。

　単刀直入に話を切り出す。

「ユニスから聞いてると思うが……どうする？　俺に賭かけるか？」

「あらあら、いきなりねえ？」

「なにを話しても、信用を得られるネタはないしな。聞きたいのは一つだけ……二〇億Ｆの借金を返すアテをつけ、ヒューガルテンをどうにかする。それができると信じて俺に賭けるか。否いなか」

「お願いするわ。信用しちゃうわよ？」

「……本気か？　ずいぶん簡単に決めるんだな。もうちょっと質問されるかと思ったが」

「あらあら、そうかしら？　あと七日後には二〇億Ｆを払はらわないといけないのね？　そうしてベヒモスがいるせいで利用できない、売り出しても買い手がつかない、そんな土地を抱かかえこむことになるの……支払わないと石化よね？」

「そうだな」

「こうなると〝誰を信じるか〟じゃない？」

「ほう？」

「〝最後はどうにかなる〟と自分の運勢を信じるか、〝そこまで酷ひどいことはしない〟とヒューガルテン伯爵を信じるか、あるいはユニスちゃんを助けてくれたヨルさんを信じるかでしょう？」

「その場合、普ふ通つうは自分を信じそうなものだがな？」

「自分を信じたのよ？　ナンナさんは直感がよく当たるの。ああ、この人なら頼たよれるって思ったんだから」

　楽しそうに彼女は言った。

　俺は肩かたをすくめる。

「まぁ、そういう理由でもなきゃ、俺みたいのを信じないよな」

「これから成功しそうなヒューガルテン伯爵じゃなく、二〇億Ｆの借金があるナンナさんのほうに肩入れしようって言ってきたことも信じた理由かしらね？」

「俺は亜あ人じんの知り合いが多くてな。差別主義者は嫌きらいだね」

「同感ね」

　気が合ったところで、報酬の相談に入る。

「俺はタダで働くのはやめたんだ。世話を焼きすぎると、相手の為ためにならねえ」

「もちろん支払うべきものは支払うわ。商工協会が抱えた二〇億Ｆの負ふ債さいをどうにかしていただくのに、いくらを支払えばいいのかしら？」

「報酬は二〇億Ｆもらう」

「あらあら」

　ナンナが驚おどろいた顔をした。

　彼女の内心を代弁するように、レイチェルが口を挟んでくる。

「なに言ってるんですか、ヨルさん!?　二〇億Ｆの借金をどうにかするのに、二〇億Ｆの報酬なんて、おかしいですよ!?」

「いいや、成功報酬は二〇億Ｆだ」

　ナンナが考えこんだ。

「……その要求が妥だ当とうだと考えてるのよね？」

「〝信じる〟って難しいだろ？」

　俺は笑う。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ナンナが口を開いた。

「どういう手品を見せてくれるのかわからないけど……ナンナさんはヨルさんを信じるわよ？」

「じゃあ、任せてもらうぜ？」

　レイチェルは何か言いたそうな顔をしていたが、ナンナが承しよう諾だくしたこともあって、もう口を挟んでこなかった。

　ユニスはのほほんと関係なさそうな顔をしている。全く問題ないと思っている様子だった。

　ナンナがうなずく。

「ええ、よろしくお願いします、ヨルさん」

「最初に言っておくが──俺を頼ったことも、これから俺が頼たのむことも、誰だれにも教えないこと。ヒューガルテンに隠かくしておくのはもちろんだが、商工協会の面々にも気づかれないように」

「あら、商工協会の人たちにもなの？」

「ヒューガルテンが詐さ欺ぎを仕し掛かけたとすると、内通者がいる可能性が高い。一〇〇人も出資者がいるなら、一人くらい、あちらについてるヤツがいてもおかしくないだろ？」

「ナンナさんが信用できる人でも？」

「あんたが信用できる人を俺が信用できるとはかぎらない」

「そうねえ。懸け念ねんはあったけれど……ナンナさんは商工協会の人を疑いたくないのね？」

「考え方を変えろとは言わないさ。しかし今だけは、俺だけを信じて俺だけを疑うな。それができないなら、俺はあんたを助けられない」

「わかったわ」

　彼女はうなずいた。

「俺もナンナを信じてナンナを疑わない。期待してるぜ」

「あらあら、あと二十歳も若かったら、惚ほれちゃいそうなセリフね」

　そういえば、未亡人だったな──と思い出す。

　俺は苦笑しつつ話を進める。

「酒宴パーテイーをしてもらいたい。まずは、デカイ会場の確保だ」

「そういう場所ならアテがあるわよ？　三〇〇人くらい入れるわ」

「ちょうどいいな」

「いつ開けばいいのかしら？」

「悪いが〝数日中〟としか言えねえ。開くときは、こっちから連れん絡らくする」

「よくわからないけれど……用意しておくわね？」

「頼む」

　俺はレイチェルのほうを見た。

　まだ彼女は頰を膨らませている。俺の要求した報ほう酬しゆうに不満があるようだ。

「んむぅ～」

「ちゃんと納なつ得とくさせてやるって」

「……ん……わかりました。期待してます」

　ナンナとの交こう渉しようは終わったので、次はレイチェルから話を聞くことにした。

「俺が頼んだこと、調べてくれたか？」

「あ、もちろんです。《湖西》の土地についてですね。所有者は、イングリット・ドヴォール子し爵しやくでした。世にも珍めずらしい、豹ひよう人じん族ぞくで女性の貴族ですよ」

　レイチェルが話してくれる。
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　イングリット・ドヴォール──

　別名を『豹ひよう子し爵しやく』という。

　かなりのやり手だと評されていた。ファルトラ市が〝旧魔王領へ渡わたる中ちゆう継けい点てん〟として栄えたのは、今の領主と、ドヴォール子爵の手しゆ腕わんによるところが大きい。

　四年前《人魔戦争》の末期──

　当時のファルトラ市の《西側一帯》は、魔族や魔ま獣じゆうがはびこる危険な場所で、所有するのは損だと思われていた。《湖西》もそこに含ふくまれる。

　国から、ウルグ橋きよう砦さいや星ほし降ふりの塔とうといった施し設せつの維い持じは求められるが、そのために与あたえられる予算は少なかったから、むしろ出費ばかりだ。

　その損な役回りを、ドヴォールは買って出た。

　危険な場所である《西側一帯》を王国のために維持管理する──ただし、見返りとして、子爵位と〝通行料の徴ちよう収しゆう権けん〟を求めたのだ。

　亜人で女に爵位を与えるなど！　と反発する有力者もいたが、その反対勢力を押し切って叙じよ爵しやくが認められるくらい《西側一帯》を治めるのは困難なことだった。

　それから、二年後──

　勇者たちが魔王を倒たおした途と端たんに、状じよう況きようは一変した。

　旧魔王領を行き来する者たちは桁けた違ちがいに増え、〝通行料の徴収権〟は信じられないほど巨きよ万まんの富を生んだ。

　しかも、貴族の土地なので、奪うばい取る権利は国王にもない。

　もちろん、通行料を取る代わりに、街道には石いし畳だたみを敷しいたり、モンスターや野や盗とうを狩かったりして快適さと安全を提供してはいるが、それでも多額の黒字を計上していた。

　誰もが〝戦時いま〟しか見ておらず、〝戦後あと〟を見み据すえていたのは彼女だけだったのだ。

　彼女が、やり手と評された所以ゆえんである。

　リフェリア王国の要人は大半が人間ヒユーマンであり、しかも男性だ。そんななかで、亜人で女性でもあるイングリット・ドヴォール子爵は、ひときわ異色の存在だった。
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　レイチェルの話を聞いて、俺はため息をついた。

「たいしたもんだな。生まれる前から続いてる戦争が、そろそろ終わると見み越こして損な役回りを買って出て、結果として土地も地位も権利も手に入れるなんて」

　やり手と評されるのは納得だった。

　ふと思う。

　──そういや、俺が勇者として行動を起こしたのも四年前だったな。有名になる前だから関係ないだろうけど。

　レイチェルがうなずいた。

「すごい人だとは聞いていたけれど、改めて調べて、驚かされました」

「それじゃ──」

　俺はソファーから立ちあがる。

　ナンナが首をかしげた。

「あらあら、もうお帰りかしら？」

「ああ、時間は金きんより貴とうといからな。俺は意外と勤勉なんだ……これから、ドヴォール卿きようのところへ行く」

「そう……」

　ナンナが珍しく顔を曇くもらせた。

　レイチェルも立ちあがる。

「もしかして、《湖西》の土地を買いに行くんですか!?」

「どうして、そう思う？」

「私だっていろいろ考えました──他ほかに方法はありませんよね？　二〇億Ｆの借金を返すには、やっぱり自分たちの土地に離り宮きゆうを建ててもらわないと。でも《湖東》はグリーンベヒモスがいるから無理です。《湖南》はヒューガルテン伯はく爵しやくが手放すわけがない。もう残るは《湖西》を買って、どうにか王家にアピールするしかないです」

　レイチェルが答案の評価を求める生徒のように、俺を見つめる。

　俺は笑った。

「ふむふむ……ちゃんと考えたな」

「それは……私だって、ヨルさんに頼たよりっぱなしは嫌いやですから」

「だが、ハズレだ」

「ハズレ!?」

　レイチェルがショックを受けて、よろめいた。

　俺は彼女の頭に、ぽんと手を置く。

「惜おしかったぞ？《湖西》の売買契けい約やくを結んでもらえるよう、交渉に行く──というのは間違ってない」

「……それじゃあ、なにがハズレなんですか？」

「まぁ、見てろって」

　部屋を出て行く前に、さっきのナンナの反応が気になった。

　念のために、確認しておく。

「俺はドヴォール卿のところへ行くが……ナンナは〝異存なし〟でいいのか？」

　彼女がため息をつく。

「……そうねえ……ヨルさんに任せたんだもの。仕方ないわよね」

「なにか理由があるのか？」

「あまり、この件に巻きこみたくなかっただけよ。ご迷めい惑わくでしょう？」

「どうだろうな？　まぁ、あちらが迷惑だと思ったら俺が断られるだけのこと。そしたら、また別の手を考えるさ。無む理り強じいはしねえよ」

「そうね。よろしくお願いするわ」

　ナンナが立ちあがって、見送りをする。

　俺はニヤリと笑った。

「悪い結果にはしねえよ。この件で損をするのは、ただ一人──ヒューガルテンだけさ」

　ドアに向かうと。

　レイチェルが当然のようについてくる。

「さっきのハズレの理由、教えてくれるんですよね？」

「まぁ、相手は貴族だし……国家騎き士しが一いつ緒しよのほうが、面会しやすいか」

「ヨルさんは、見た目がちょっと……ですしね」

「うるせえや」

「しかも、ドヴォール卿は〝人間ヒユーマン嫌ぎらい〟ですから」

「あ、マジで？　それなら、俺一人のほうがいいかな……？」

「ええっ!?」

　ユニスもリュックを背負って、とたとたついてきた。

「あたしも行くよ～」

「いいよ……あんたは商売があるだろ？」

「でもあたし、イングリットと知り合いだよ？　布とか売ってるよ？」

「それを早く言えよ！　そうと知ってたら、レイチェルに調べてもらう前に、あんたに話を聞いたぜ!?」

「今からでも話す？」

「なにか、使えそうな情報はあるか？」

「んとね～……イングリットは美人でかっこいいよ～！」

「……そうか。レイチェルに調べてもらった俺の判断は正しかったな。そして、あんたは商売してろ」

「なんで～!?　あたしがいたほうが会いやすいと思うよ？　ね!?　ね!?」

　ぴょこぴょこ、とウサミミが動く。

「道も詳くわしいよ！　中央地区の端はしのほうなんだ～」

「そうか……貴族だもんな。街の西なんかに屋や敷しきは構えないよな。ここらの貴族なら、中央地区か」

　ファルトラ市には三重の壁かべがある。

　一番外側は、《人魔戦争》のときに外敵から街を守るために造られた。

　二番目は昔の外がい壁へきの名残なごりで、強力な魔術で一部が溶とけている。

　三番目の内壁は、領主や貴族たちの住む地区を守るための壁だ。外敵というよりは、賊ぞくを防ぐためのものだった。この風ふう体ていで俺が行ったなら、きっと中に入るのに苦労することだろう。

「はぁ……わかったよ。んじゃ、道案内を頼たのむか」

「やった～！」

　オモチャを買ってもらった子供みたいに、ユニスが飛び跳はねる。

　レイチェルとナンナがくすくすと笑うのだった。
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　ファルトラ市、中央地区──

　レイチェルとユニスのおかげか、内壁の門はとくに呼び止められることもなく簡単に通ることができた。

　内壁は三階の屋根くらいの高さがある。

　建ちならぶ家々は煉れん瓦が造りのものが多い。

　煉瓦というのは一つ一つ粘ねん土どをこねて焼き固めないといけない。職人が必要で、製作に時間がかかるため、高級建材だ。

　つまり、このあたりは高級物件ばかりが建ちならんでいた。

　道には何人も警備兵がいる。

　住んでいるのは、大半が貴族か、大だい富ふ豪ごうだった。

　イングリット・ドヴォール子し爵しやくの屋敷は、中央地区の西せい端たんにある。

　三階建ての大きな屋敷だった。

　レイチェルとユニスが来訪を告げると、中庭へと通される。

　そこには塔とうが建っていた。

　素材は煉瓦だが、色合いや配置のせいか塔自体が一本の大樹のようにも見える。

　大樹の幹には螺ら旋せん階段が巻きついて配置されていた。

　塔の前。

　階段が始まるところに、豹ひよう人じん族ぞくの男が立っていた。

　普ふ通つうの豹ひよう人じん族ぞくは、ヒョウミミと尻尾しつぽがあるだけだが、彼は珍めずらしく顔まで豹のような外見だった。

　執しつ事じ服を着ており、俺たちの姿を確認すると深々と礼をする。

「イングリット様がお待ちです。どうぞ、上へ」

　階段へとうながされた。

　──これを上るのかよ。

　俺は塔を見上げて、げんなりした。

　レイチェルも同じような顔をしている。

　ユニスだけは慣れているのか、ひょいひょいと階段を上っていった。
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　ドヴォールの塔の最上階。

　ナンナの店を訪おとずれたときは朝食の後だった。もう昼過ぎだ。ずいぶん階段を上らされたものだ。

　遠くに《湖西》の土地が一望できた。

　セプリア湖に流れこむ川や、西に広がる人ひと喰くいの森など。

　川に石橋がかかっているのも、どうにか見える。ウルグ橋きよう砦さいだった。戦時中は街を守る砦とりでだったが、今は関所として使われている。怪あやしい人物を通さないようにしたり、通行料を徴ちよう収しゆうする場所だ。

　扉とびらを開けて、最上階の内へと入る。そこは円形の部屋になっていた。

　毛足の長い赤と白と緑の絨じゆう毯たんが敷しかれ、天てん井じようからは豪ごう華かなシャンデリアが吊つられ、派手な配色の布が垂らされていた。

　壁にも煉瓦が見えないほど色しき彩さい豊かな布が掛かけられ、四方に丸い窓があった。

　部屋の中央に、十人ほど座れそうな大きな丸テーブルがある。

　その一番奥にある一人掛けソファーに座って、イングリット・ドヴォールが俺たちを眺ながめていた。

　彼女は豹ひよう人じん族ぞくだ。

　豹の耳と尻尾が生えている。

　腰こしまである髪かみは、ゆらめく炎ほのおのような赤とオレンジで、瞳ひとみも同じ色だった。

　レースをあしらったドレスは、肩かたや腕うでが透すけるようになっており、ただ肌はだを出しているよりも蠱こ惑わく的だ。

　胸むな元もとは大きく開いて、豊かな双そう丘きゆうの谷間を強調している。

　スカートには深いスリットがあり、それは腰の上、脇わき腹ばらまで届いていた。

　目のやり場に困るような格好である。レイチェルが息を吞のんで、ちょっとだけ赤面した。

　ドヴォールがまず最初に部屋へ入ったユニスに笑えみを向ける。

「おお、久しいのう！　商売は繁はん盛じようしとるかえ？」

「うん！　一〇〇万Ｆの借金ができちゃって、もうダメかも～って思ってたけど、ヨルとレイチェルが助けてくれたの～！」

「そうかそうか。刺し激げきのある人生よ！　楽しいことじゃのう！」
















　うむうむ、とうなずく。

　次に紅あかい瞳をレイチェルに向けた。

「ほう、国家騎士ではないか？　我が屋敷に訪れるとは珍しいこともあるのう！」

「お目にかかれて光栄です。私はレイチェル・エマーソンと申します」

「ふふふ……堅かた苦くるしい挨あい拶さつなど社交界だけでたくさんじゃぞ。して、わらわに何用じゃ？　また土地を譲ゆずれと言いに来たかえ？」

「いえ、そのような……あ……そうでもない、かも？　と、とにかく、今日の私は、この者の案内として参りました！」

　俺のほうに話を放り投げてきた。

　ドヴォールの鋭するどい視線に射い貫ぬかれる。

　彼女は笑みを浮うかべているが、まるで心の中まで見通すような眼まな差ざしだった。

　──さて、どう値ね踏ぶみされたかな？

　楽しくなってくる。

　ドヴォール卿きようが八や重え歯ばをのぞかせて笑った。

「わらわに用事があるのは、おヌシのようじゃのう？」

「ああ……俺のことは、ヨルと呼んでくれ」

　彼女が唇くちびるの端を歪ゆがめる。

「ほう？　表向きの敬意さえも示さぬか……ほうほう？」

「好きじゃないんだろ？　堅苦しいのは」

「ふふふ……その通りじゃ！　しかし、度胸があるのう！」

「褒ほめられたと思っておくか。あんたが乗ってくれそうな、面おも白しろい話を持ってきた。聞いてくれるか？」

　ドヴォールが片手を広げ、話すのを制した。

「おヌシの話は、お茶を出すほど長続きするのかえ？　それとも、早々に叩たたき出されるようなものかえ？」

　俺は肩をすくめた。

「茶はいらねえ。けど、それなりに話は長くなるかもな。あんたが状じよう況きようを把は握あくしてれば、説明がいらないぶん短くなるが」

「よい、まずは座れ」

　俺は言われるがままに、ドヴォールの反対側の椅い子すへと腰こし掛かけた。

　レイチェルとユニスも両りよう隣どなりに座る。

　それを合図にしたように、ドワーフやグラスウォーカーのメイドが来て、テーブルにティーカップを置いた。

　白磁の器うつわに、薄うす紅べに色いろの液体が揺ゆれている。

　俺は顔をしかめた。

「紅茶かよ？　しかも、この香かおりは……ずいぶん、いい茶葉だな？　俺たちはお茶会に来たんじゃないぞ？」

「ふふふ……香りだけで上物とわかるなら、いれた甲か斐いがあるというものじゃのう」

　紅茶談義に花を咲さかせても仕方ない。

　俺は話を進めることにした。

「ナンナの商工協会の状況は知ってるか？」

「離り宮きゆうを目当てに《湖東》の土地を買ったものの、グリーンベヒモスが出て苦労しておるようじゃのう？　ヒューガルテンの小こ僧ぞうにしてやられたか。離宮は《湖南》で決まりであろう」

「だいたい情報は入ってるようだな。しかし、一つ間ま違ちがってるぜ」

「ほう！　わらわが間違っているか！」

　ドヴォールが笑っているが、笑ったまま人を喰くいそうな顔をした。

　ぐっ、とレイチェルが身を固くする。

　ユニスは紅茶を飲んでいた。

　俺も紅茶に唇をつける。口のなかに広がる香こう気きと甘みに、しばし酔よいしれた。

　吐と息いきをついて話を続ける。

「ヒューガルテンの《湖南》は、まだ選ばれてない。決定には時間がかかるはずだ」

「他ほかに候補地がなくてもかえ？」

《湖東》がダメ。《湖西》が立候補しない。《湖北》にはファルトラ市がある。

　となれば、《湖南》で決まりだろう。

「そう、決まり切ってる。決まり切ってるのに、決定が遅おそいのが王都の連中なのさ……とは言っても、このまま何もしなければ決まりだろうけどな」

「何かせよと？　わらわに動けと言うか？《湖西》を離宮の候補地として働きかけよ、とでも？」

「そんな無意味なことは頼たのまねえよ。もしも、あんたの土地に離宮が建っても、ヒューガルテンは損するだろうけど、ナンナたちの借金二〇億Ｆが返せない」

「ほう……じゃとすると、まさか、まさかとは思うが……《湖西》の土地を売れ、などとのたまう気ではなかろうな？　それを口にした愚ぐ者しやどもは、二度とファルトラの地を踏みたくないと思うほどの目に遭あわせてきたと警告しておくぞえ？」

　ドヴォールが目をすがめる。

　次の言葉次し第だいでは、俺の首が飛ぶのではないか、という威い圧あつ感かんだ。

　来る前に、そんな案を出していたレイチェルが心配そうに俺のことを見る。

　ユニスも緊きん張ちようしていた。

　俺は紅茶で喉のどを潤うるおしてから、口を開く。




「ああ！　売りに出してくれと言いに来た」

「死にたいのかや、小僧？」

「ただし、買いたがるのは俺でもなくナンナでもない。わかるか？」

「……待て。妙みようなことを言ったな？　詳くわしく話すがいい」




　ようやく話し合いのテーブルに着いてくれたようだ。

「先に、俺の話に乗らなかった場合、あんたが損をするって話を聞いてくれるか？」

「ヒューガルテンの《湖南》に離宮が建つのう？」

「大きな利権が入る。あの〝亜あ人じん嫌ぎらい〟が勢力を増して、あんたが損をしないと本気で思ってるか？」

「ふんっ……わらわが若造ごときに、どうこうされると思うてか!?」

「ヤツはグリーンベヒモスを詐さ欺ぎに使った。出現させたのか、出現を予想してたのか手口はわからないが……全く不気味ではないと言うなら、話にならねえ鈍にぶさだぜ？」

「ふん……」

　ずっと笑みを浮かべていたドヴォールが、つまらなそうに鼻を鳴らした。

　驚きよう異いであることを否定はしないか。

「勢力を増したヒューガルテンは、あんたを排はい斥せきしようとするだろう。そのとき、離宮の利権は大きな差になるはずだ。どう考えても未来は明るくない。それだけでも充じゆう分ぶんな損と言えるだろうが……付け足すなら……ナンナたちは破産する」

「ふむ」

「あんた、ナンナと親しいだろ？」

　ユニスが目を丸くした。

「え～!?　イングリットと仲良いって聞いたことないよ～!?」

「ナンナの立場からしたら、《湖西》を買い取って、なんとか離宮を誘ゆう致ちするしか手はなかったはずだ。しかし、なにも接せつ触しよくしてない。自分が破産するか石になるかって状況で、〝巻きこんだらご迷めい惑わく〟なんて理由があるかよ」

「あ、そうかも？」

　ユニスが思案顔になる。

　レイチェルは感心したようにうなずいていた。ナンナの言い訳を素す直なおに信じていたようだ。

「わらわは《湖西》を手放さぬでの……その理由をナンナは、よく知っておる」

　ふぅ……とため息をつき、ドヴォールが席を立った。

　窓へと歩いて行く。

　そこから、ファルトラ市の南地区が見み渡わたせた。ナンナの店もあるだろう。

　ドヴォールがつぶやく。

「……助けられるものなら助けておるのじゃ」

「《湖西》を手放せば利権を失う。しかし、金の問題じゃなさそうだな？」

「否定はせぬが、それは深入りせぬことだ」

「亜人は《人じん魔ま戦せん争そう》のときに、大勢が軍人として活かつ躍やくしたな。終戦後……多くは冒ぼう険けん者しやとなって旧魔王領に旅立った。しかし、歳を取った者たちもいただろう。戦いに疲つかれた者もいたはずだ。街の中で暮らすには、高額な家賃が必要だが、亜人が職に就つくのは簡単じゃない。しかし、元軍人が街の外で集落を作っていたら、領主も国もいい顔はしないよな？」

「……散れ、と命じるのう……過去に命じられたぞえ」

「しかし、老いた亜人たちが少人数で暮らすには、まだ壁かべの外は危険が多い。野や獣じゆうも侮あなどれないし、減ったとはいえ魔獣も出る」

「深入りせぬことだ、と言ったぞ、小僧？」

「……亜人の《隠かくれ里ざと》が、どこかにあるんじゃないかって思うだろ」

「えっ!?」と驚おどろきの声をあげたのはレイチェルだった。

　ユニスは言葉の意味がわからなかったのか、首をかしげる。

　ふんっ、とドヴォールが鼻を鳴らした。

「わらわを脅おどす気か？　無む駄だじゃな。たとえ国家騎き士しが調べようとしても、我が領地には踏み入らせぬぞえ」

　つまり、それがドヴォールが《湖西》を売らない理由か。

　あの地に、彼女は大勢の平和を求める亜人たちを匿かくまっているのだ。

　俺は肩かたをすくめた。

「あんたは……ナンナを助けたいと思ってる。しかし、《湖西》を手放すこともできない。なら、俺の案に乗るしかないぜ？」

「なに？」

「言っただろ？　ヒューガルテンが勢力を強めたら……偏へん執しつ的てきな亜人嫌いで、グリーンベヒモスを詐欺に使うようなヤツが……あんたを排斥にかかる。結局、なにも守れない」

「おヌシには、考えがあると言うのかえ？」

「あるさ。ナンナを助け、《湖西》を守り、ヒューガルテンが勢力を増すのを防ぐ手が。あんたが協力してくれればな」

　ドヴォールが思案する。

　長い時間が過ぎた。

　レイチェルとユニスが黙だまりこんで待つ。

　俺は冷めた紅茶を飲み干した。

　ドヴォールが真しん剣けんな顔をして俺を見つめてくる。

「おヌシ、先ほど、《湖西》を〝売りに出してくれ〟と言ったな？　苦しくなって出任せを言っておらぬか？　守るというのと矛む盾じゆんしているではないか。釈しやく明めいせよ！」

　俺は左目を閉じる。

「おいおい、〝売りに出してくれ〟とは言ったが、〝売ってくれ〟とは言ってないぜ？」

「ほほう……なるほど……ふむ……そういうことか……」

　ドヴォールが席に戻もどり、手を叩いた。




　少し遅い昼食が運ばれてくる。
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　ドヴォールとの話し合いを終え、塔とうを降りる頃ころには、足あし下もとが危なっかしい夜になっていた。

　レイチェルは仕事の日だったのに丸一日ずっと俺に同行してしまったので「怒おこられそう」と背中を丸めて騎士団の詰つめ所しよに戻っていった。

　ユニスもあくびをしながら自分の家に帰っていく。

　俺は宿に帰る前に、ナンナの店に寄った。




　彼女の部屋は相変わらずだ。ローテーブルに美味おいしい珈琲コーヒーが出される。

　ドヴォールの紅茶も最高だったが、夜に飲む珈琲も素晴らしかった。

　俺はマグカップ片手に話を切り出す。

「ドヴォール卿きようと話してきたぜ。あんたら、やっぱり知り合いだったんだな」

「ナンナさん、昔、冒険者をしてたのね？　そのときに、イングリットさんとは、長らく冒険者仲間パーテイーを組んでたのよ」

「あんたらの世代だと、ちょうど《人魔戦争》が一番激しい頃か」

「一番かどうかは……でも、勇者様が現れる前の数年は、たしかに犠ぎ牲せい者しやも多くて大変な時期だったわね」

「そうか……」

　当然だが、俺は勇者のいない前線を知らない。

　その壮そう絶ぜつさを味わったことはなかった。

「四年前にね？　パーティーは解散したの。ナンナさんはパーティーのリーダーだった夫と結けつ婚こんして商店を持ったわ」

「ドヴォールは《西側一帯》を預かる代わりに貴族になったか」

「そうなのよ～」

「当時、一いつ緒しよに戦ってた亜人たちの生活を守るためなら、たとえ旧友が破産しようとも土地は手放さない。そんな選せん択たくを突つきつけるのが嫌で、あんたは《湖西》を売ってくれと、ドヴォールに言わなかった……だよな？」

「それもあるわね～。でも、そもそも、《湖西》に離り宮きゆうを誘致するなんて、無理じゃないかしら？　いくら平和になっても、まだまだ他に比べたら危険な場所よ？」

「まぁ、そのへんの〝常識〟は……どうとでもなるさ」

「あらあら……」

　俺は必要以上のことは話さないようにした。

　盗ぬすみ聞きされるほど鈍ってはいないつもりだが、計画を話しすぎて余計な気を回されたり、逆に不安を持たれたりしては、困る。

　彼女の行動に必要な情報だけを渡わたしたほうが、確実だと考えていた。

「さて、モンスター退治だ。そろそろ仕し掛かけるか。ナンナ、酒宴パーテイー会場の準備はいいか？」

「もちろん。明日あしたにだって夕方からなら開けるわよ？」

「さすが、商工協会の会長だな。ある人物宛あてに手紙を出しておいた。そいつが三日くらいで王都につくとして……来るのは六日後くらいか。ぎりぎりだけどな」

「誰だれかを待ってるわけね？」

「スペシャルゲストを呼んでおいたんだ」

　ナンナが笑う。

「あらあら、なにをするのかしら？　ナンナさん、ドキドキしちゃうわ」

「パーティーだよ。ただの派手で楽しい、な」








幕間









　ナイブス・ヒューガルテン伯はく爵しやくの屋や敷しき──

　執しつ務む室。

　広々とした部屋に、金銀の装そう飾しよくが施ほどこされた本ほん棚だながならんでいる。

　大理石の執務机の前には、黒革の椅い子すがあり、屋敷の主あるじが深く腰こし掛かけていた。

　天てん井じようから豪ごう華かなシャンデリアが吊つるしてある。

　その光のなかに、一人の少女が現れた。

　ドアが開いたわけではない。ただ青白い魔術の光が広がったあと、彼女は何もなかった空間に、忽こつ然ぜんと現れた。

　白いローブに身を包んだ、雪のように肌はだの白い、髪かみも白い、真っ白な少女だった。

　身体からだは小さく、ほっそりしている。その腕うでも脚あしも幼児のもののように細く、そのくせ、すらりと長い。

　睫まつ毛げを震ふるわせて、瞼まぶたを開く。

　血のように赤い瞳ひとみ。

　少女はヒューガルテンのほうなど見なかった。壁一面の本棚を見上げながら、つぶやく。

「……居る？」

　幼く細い声だった。

　その顔には、入いれ墨ずみのような痣あざがある。

　混魔族デイーマンという亜あ人じんだった。

　両親は人間ヒユーマンだが、先祖に魔ま族ぞくがいて、その特とく徴ちようが隔かく世せいで現れた者だとされている。亜人のなかでも、とくに蔑さげすまれている種だった。

　ヒューガルテンにとっては、同じ部屋にいることさえ耐たえがたい。大声で罵ば倒とうして唾つばを吐はきかけてやりたい相手だった。

　しかし、衝しよう動どうを我が慢まんしなければ……

　理由は二つある。

　一つは、これが密談だということ。亜人と会っているなどと使用人にすら知られたくない。

　もう一つの理由は、この少女が超ちよう常じようの力を持つ魔術師だということ。

　自分は対価により力を貸してもらっている立場だった。

「相変わらず、奇き怪かいな現れ方ですね」

「……ただの魔術よ」

「今週のぶんです」

　ヒューガルテンは彼女の足下を指さした。

　床ゆかに革かわ袋ぶくろが置いてある。

「……そ」

　少女がしゃがみこみ、革袋を拾う。そんな仕草のときだけ、彼女の超然とした雰ふん囲い気きが薄うすらいだように感じられ、ヒューガルテンは暗い安あん堵どを覚える。

「貴女あなたの召しよう喚かんしたグリーンベヒモスは、本当に倒たおされないのでしょうね？」

「……また訊きくの？」

「しかし、アレは要かなめですから」

「……しつこい」

　やや怒ど気きを孕はらんだ声は、幼い声のせいで、むしろ甘ったるい響ひびきさえある。

　しかし、ヒューガルテンは気け圧おされた。

「あ、貴女の手しゆ腕わんを疑っているわけではありません。ただ、いつ翻ほん意いしないとも限らないでしょう？　商工協会の大半は亜人なのだから……貴女と同じ……」

「同じ亜人？　それはなあに？　種族なんてくくり、愚おろかよね。愚かだわ。そんなくくりは無意味。まったく無意味なくくりに必死になってる。滑こつ稽けいよね。滑稽だわ」

　歌うように言って、くすくす、と笑った。

　ヒューガルテンは不快感を顔一いつ杯ぱいで表現する。どうせ相手は、こちらを見ていない。

「やめてもらいましょうか、その笑い声。酷ひどく気に障さわります」

「気に障る？　そう。あなたは〝喰くう側〟なのでしょう？　気に障るなら消せばいいわ。そうだわ、そうしたらいい。ねえ、人間ヒユーマン……わたしを消してみたら？　そしたら、全部が綺き麗れいに真っ白になるかもしれないわ？」

　内心で舌打ちする。

　この場に、全すべての私兵を呼んでも、この混魔族の少女は殺せない。

　彼女の魔術を、ヒューガルテンは目まの当たりにしていた。

　ありえない超常の魔術を。

「失礼……なかなか王都から連れん絡らくが来ないので、気が立っていたようです。気にしないでください。貴女には報ほう酬しゆう分ぶんの働きを望みます。そして、仕事には僕への説明も含ふくまれている。わかりますか？　僕に説明して安心させる義務があるのです」

「安心？　それはなあに？　人に安心なんて死ぬまで訪おとずれないわ……ねえ、人間ヒユーマン……もう死にたいの？」

　ヒューガルテンは鼻白んだ。

　──雑ざつ種しゆめが！

「ぐっ……もう帰ってくれ！」

「……ふぅん……そっちから訊いておいて……帰れですって？　自分勝手ね……でもそういうものよね。だって、あなたは〝喰う側〟だもの。他者を踏ふみにじる側だものね。いいわ……帰ってあげる。望みのままに。もらうものはもらったし。もらったわ」

　少女は革袋から金貨を取り出すと手の上でもてあそぶ。

　そして、革袋を床に投げ捨てて──

　再び、魔術の光に包まれた。

　嘲あざけるような笑い声が響く。

　光がほとばしり、少女の姿がかき消える。

　しばらくして──

　ヒューガルテンは執務室から相手がいなくなったことを確認した。

　大きく息をつく。

「くそっ……なんて使いにくい駒こまだ！　これだから亜人なんぞッ!!」

　報酬を払はらって力を貸してもらっている？

　違ちがう。

　亜人を使っているのだ。

　自分のほうが上位の存在だ。亜人の上に立つのは人間ヒユーマンとして、とても正しいことだった。








第四章　竜騎士の来訪









　ユニスが扉とびらを破って入ってきた日から数えて、七日目──

　二〇億Ｆの支払い期限は二日後だ。じりじり時間はなくなっていく。

　それでも、朝は訪れる。

　宿屋《安心亭》の二階の部屋で寝ねていた俺の耳に、こんな声が飛びこんできた。




「勇者様だ！」




　跳はね起きる。

　──まさか見つかった!?

　部屋には誰もいない。相変わらずベッドと、俺の荷物しかない部屋だった。

　俺のことを勇者なんて呼ぶやつは見当たらない。

　変身後の身体にも慣れてきたので《変化の指輪》はつけたままだった。寝ていようとも、このマジックアイテムの効果は消えない。最近は、ずっとヨル・ブラッククロスの姿で過ごしている。

　外が騒さわがしい。

　俺はベッドから降りた。

　木板の窓をわずかに押し開け、様子を窺うかがう。

　俺が泊とまっている宿屋《安心亭・日出町店》は東門の近くにあって、東通りに面した建物だった。東門は王都方面から来るときに使われる。

　そして、通りでは、ちょっとした騒ぎが起きていた。

「勇者様がいらしたぞ！」

　誰だれかが声をあげる。大勢が有名人を一目見ようと集まってきて、大通りには人が溢あふれていた。

　騒ぎの中心にいる者は、進むも戻もどるもできず、黙だまって見世物になるしかない。

　──うへえ。あれが嫌いやで、姿を変えて旅してんだよなあ。

　勇者と呼ばれたのは、とある女騎き士しだった。




　ぎざぎざに跳ねた黒くろ髪かみの女性で、人間ヒユーマンだ。

　瞳も漆しつ黒こくで、目つきは鋭するどく、身にまとう雰囲気も近寄りがたい。

　身長は女性にしては高いほうだろう。鎧よろいのためわかりにくいが体格に恵めぐまれていることは間違いなかった。

　羽織った青色のマントには、近この衛え騎士の紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。

　そして、彼女は小型の竜ドラゴンに乗っていた。

　小型といっても馬車馬の二倍くらいは大きい。岩石色の硬かたい鱗うろこに覆おおわれた地竜グランドドラゴンだった。

　トカゲが立ちあがったような姿で、前足は小さく、後ろ足が太くて逞たくましい。翼つばさはなくて空は飛べないが、どんな獣けものより速く大地を駆かけることができる。

　あれは魔ま獣じゆうだった。

　普ふ通つうは人ひと族ぞくに懐なつかない。言うことも聞かない。背に魔族を乗せることはあるが、人間ヒユーマンなど乗せたりしない。

　しかし、彼女は地竜を馬のように乗りこなしていた。俺の知るかぎり、人族で唯ゆい一いつの《竜騎士ドラゴンナイト》だ。

　戦場では、押し寄せる敵を、馬ば上じよう槍そうを構えての突とつ撃げきで何体も屠ほふってきた彼女だったが、勇者賛美の歓かん声せいをあげる民衆を前に、戸と惑まどって固まっていた。
















　俺は宿屋二階の窓から眺ながめて、苦笑する。

「はは……顔も隠かくさずに来るとは、あいつらしいな。まぁ、覆ふく面めんしてても地竜でバレバレだけど」

　街の人々に〝勇者〟と呼ばれているのは、彼女だった。

　勇者という呼こ称しようは、必ずしも俺──アレンだけに使われるものではない。魔王を倒した六人は全員が、勇者であり英えい雄ゆうであり救世主だった。

　魔王の居城に乗りこんだ仲間のことを思い出す。

　人間ヒユーマンの竜騎士。

　豹ひよう人じん族ぞくの戦士。

　エルフの魔銃使いマギガンナー。

　ドワーフの治癒魔術師ヒーラー。

　混魔族の召喚術士。

　アレンだけは定まった職業クラスを持っていなかった。

　剣けんを使うが、弓も魔術も使える。そのせいで〝勇者〟というとアレンを指すことが多い。

　しかし、本来〝勇者〟とは〝魔王を倒たおした者〟を意味する称号で、彼女は間違いなく、勇者だった。

　魔獣である地竜を乗りこなす竜騎士──名を、イライザ・ホワイトリーという。




　ふと、イライザが上を見た。

　目が合う。

　じろっ、と睨にらまれた気がした。

　俺は窓から身を離はなす。窓の木板を閉じた。

　──変身してるんだからバレるわけないよな？

　今、イライザに〝勇者アレンがここにいる〟と気づかれるわけにはいかなかった。

　あいつは国王の近衛騎士でもあり、国王の意志を遂すい行こうする〝王の剣〟でもある。

　そして、俺は勝手に王宮を飛び出して各地を放ほう浪ろうしている最中だ。

　見つかれば、連れ戻される。




　それでも、わざわざ俺はイライザを呼びつけた。これからの仕し掛かけに必要だからだった。
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　まずは、ナンナの店に行って、「パーティーの開かい催さい」を伝えた。

「あらあら、いよいよね。楽しみだわ～」

「パーティー好きなのか？　主催なんて疲つかれるだけだろ？」

「楽しみなのは～……ヨルさんの仕掛けよ？」

「ああ、そいつは、もうすぐ披ひ露ろうする」

　なんて会話をしたものだ。




　そして、昼ひる頃ごろ──

　俺は《グラン亭てい》を訪れる。

　居るかな？　と探すまでもなく、レイチェルは目立っていた。興奮気味に店主になにやら話をしている。

　俺はカウンターに近づいた。

「よお」

「あっ、ヨルさん！　聞いてください！」

　やたら嬉うれしそうな顔をして、駆け寄ってきた。

　ぐっ、と近すぎるくらい顔を寄せてくる。相変わらず、自分の容姿に無自覚なやつだ。

　レイチェルが興奮して言う。

「すごいですよ！　イライザ様がいらっしゃったんです！」

「知ってるよ。俺が呼んだ」

　俺は店主に軽食を注文しつつ、手近な席に座った。今日はやることがありそうなので、エールはやめておく。

　レイチェルが隣となりに腰こし掛かけた。

「……あの……どういうことですか？」

「商工協会のパーティーをやるって話してたよな？　そこに招待するスペシャルゲストとして呼んだんだ」

「えっ、えっ!?　ヨルさん、イライザ様とお知り合いだったんですか!?」

「あまり呼びたくなかったけど……昔、ちょっとあったんだよ」

「すごいじゃないですか！　あっ、この後、会ったりしますよね!?　私もついて行ったらダメですか!?」

　ものすごい食いつき方だった。

　ちょっと引く。

「……そんなに会ってみたいか？」

「だって、騎士なら誰でも一度はイライザ様の武勇伝を聞きます。私が女なのに国家騎士になれたのだって、彼女が活かつ躍やくしてくれたおかげですよ。昔は女というだけでダメだったんですから」

「そいつは知らなかった。しかし、武勇伝ねえ？　どんなのがあるんだ？」

「ドラゴンを素す手でで倒したとか！」

「あ、ああ……」

　あいつダンジョンで足を踏ふみ外して、ドラゴンの上に落ちたんだよな。その拍ひよう子しに槍がどっかいっちゃって。素手で勝ったのは事実だけど、合流に半日かかったなあ……

「無数のモンスターが巣くうダンジョンを一人で突とつ破ぱしたとか！」

「な、なるほど」

　どうして、あいつはダンジョンで迷子になるのか？

　敵が逃にげると追いかけちゃうんだよなあ……

「あとは、勇者様とのラブロマンスも有名よね！」

　俺はカウンターに頭を打ちつけた。

　レイチェルが驚おどろく。

「どうしたんですか!?」

「い、いや……その、ラブロマンスってなんだ……？」

　びっくりするほど心当たりがなかった。

　レイチェルが夢見る乙女おとめっぽく遠くを見つめる。大衆食堂のカウンターの奥に白馬の王子様でもいるのか？

「……決戦に挑いどむ前夜に、不安になったイライザ様が、勇者様の寝しん所じよを訪おとずれたとき、勇者様は〝魔王を倒したら結けつ婚こんしよう〟って約束することで元気づけたんです。有名な逸いつ話わですよね」

「待て待て待て！　なんだそれは!?　ぜんぜん知らねえぞ!?」

「あと、召しよう喚かん術じゆつ士しのシャノワール様や魔銃使いのエレナ様とも結婚の約束をしたという話も──」

「重婚じゃねえか！　どんだけ浮うわ気き性しようなんだよ、そいつ！」

「おかしいですよね？」

「そんな、ぽんぽん婚約しねえよ!?」

「やっぱり、ヨルさんも、そう思いますよね！　私も断然イライザ様派です！　やっぱり勇者様のパートナーは前衛で肩かたをならべて戦う騎き士しが相応ふさわしいと思うんです。定番すぎとか退たい屈くつとか批判されますけど、物語として一番美しいと思いますし！」

「なんだ、作り話のことかよ……」

「作り話じゃありません。史実をもとに脚きやく色しよくを加えた実話です！」

　キリッ、とレイチェルが断言した。

　おい、やめろ──と思う。

「告白シーンなんて全部が創作じゃねえか！」

「そんなのわかりませんよ？　本当にあったかもしれないじゃありませんか。二人の間にあったことは、誰だれも知らないんですから」

　──本人は知ってるからな？　誰もじゃねえよ？

「だいたいなあ……魔王との決戦前夜なんて、徹てつ夜や続きの疲ひ労ろう困こん憊ぱいでメシの代わりに回復ポーション飲んでるような有様だったんだぞ？　水浴びする余よ裕ゆうもねえし、着き替がえだってなくて──」

「あ～あ～、聞こえないです！　やめてください！　本当に！」

　涙なみだ目めで抗こう議ぎされた。

　事実なのに。

「……なんにしても妙みようだろ？　勇者は王女アンジェリカと婚約したってことになってんじゃねえのか？　世間的には」

　ガクッとレイチェルが肩を落とした。

「はぁ……そうなんですよねえ……仲間の誰かと一いつ緒しよになられると思ってたんですけど、意外です。勇者様にお会いすることができたら、本当は誰を愛しているのか聞きたいくらいです」

　──考えたこともなかったな。

　自分の個人的な感情なんて、ろくに向き合ってこなかった。

　ずっと、それどころじゃない状じよう況きようが続いていた。いや、続いている。

「まぁ、いい……イライザのことは、あんたに任すよ」

「えっ!?」

「ちょっと訳ありで、俺はイライザと顔を合わせたくない。しかし、あいつには、ちゃんとパーティーに出てもらわないと困る」

「は、はい……」

「案内してやってくれ。イライザは勘かんは鋭するどいが、地図は読めない。霧きりのなかでも敵を見つけるが、街中は三歩で迷うんだ」

「わぁ……なんか聞きたくなかったです……でも、光栄です！　がんばります！」

　レイチェルが複雑な表情をしつつ、頰ほおを上気させて敬礼した。

　二年前、俺は留とどまるようにという国王の命令を無視して、王宮を飛び出した。

　連れ戻もどそうとする手勢から逃げている身だ。

　イライザは国王の近この衛え騎士であり、当然、俺を見つけたら捕つかまえようとするだろう。

　それでも、変身した姿なら大だい丈じよう夫ぶかと思っていたが……

　あいつの直感は侮あなどれない。

　だから、なるべく顔を合わせないように計画を進めることにした。




　料理が運ばれてきた。

　今日の昼食は、ジャガイモとニンジンとソーセージ。貝の塩スープだ。

　それに珈琲コーヒーがついて五〇〇Ｆ。

　ホクホクに茹ゆでられたジャガイモをかじる。レイチェルも同じように、はふはふ言いながら食べていた。彼女は美人で貴族のはずだが、いちいち仕草が子供っぽい。

　そこが悪くないところでもあるが……

「ナンナにパーティーを開いてもらうところまでは、わかってるよな？」

「はい。なんのためなんですか？」

「《湖西》の土地を買う資金集めのパーティーだ。大々的にやってくれって、今朝、言ってきた。今いま頃ごろ、商工協会に報しらせが回ってんじゃねえかな」

「え？　でも、前にドヴォール子し爵しやくを訪ねたときには……」

　レイチェルの唇くちびるの近くに、俺は人差し指を立てた。

　言わないように、とサインを送る。

　彼女は口をつぐんで、左右に目配せした。もちろん、聞き耳を立てているヤツがいないのは確認済みだが。

「ちゃんと考えがある。任せておけ」

「はい」

「そのパーティーにイライザを連れて行ってくれ。あいつからナンナに渡わたす物があるはずだ。勇者からの依い頼らいってことで」

「そ、それって……もしかして、重大任務じゃありませんか!?　勇者様とかイライザ様とか、私には雲の上の人ばかりなんですけど……」

「自信、ないか？」

「あ、いえ……この命に代えてでも！」

「いやいや、街の案内に命は懸かけなくていいからな？　まぁ、よろしく頼たのむ」

　俺は貝のスープを飲んだ。

　塩味が効いてて美味うまい。

　レイチェルはまた緊きん張ちようで固まっているようだった。

「ううぅ……困ったわ」

「どうした？」

「な、なにを着ていけばいいかしら!?　パーティーまでの間、どこを案内しようかしら？　歓かん楽らく街がいが定番だけど、王宮暮らしのイライザ様には退屈かも。むしろ、ファルトラ市ならではの場所が……」

「デートでもする気か。パーティーまでの時間は……そうだなあ、ドヴォール卿きようの屋や敷しきの近くでもうろついてくれ。あとは、ナンナの店で買い物でもするといいぞ」

「イライザ様の趣しゆ味みなんですか？」

「こっちの計画のためだよ。本当に大丈夫か？」

「も、もちろんです！　大丈夫、私、やればできる子ですから！　なんでもやります！　任せてください！」

　ぐっ、とレイチェルが拳こぶしを握にぎりしめた。

　本当に努力家だ。

「じゃあ、もうひとつ頼むか」

「なんですか？」

「パーティーにイライザを連れて行って、あいつが品物をナンナに渡すのを見届けたら、途と中ちゆうで抜ぬけ出して、俺に報告してくれないか？」

「途中で!?　わ、わかりました。がんばります！」

　これから殴なぐり合いにでも行くのかと思うほど、レイチェルは拳を何度も握りしめていた。
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《グラン亭てい》から出て、レイチェルはイライザのところへ向かった。

　おそらく、今頃は領主に挨あい拶さつしているだろう。

　俺はパーティーに顔を出すわけにもいかないし、下手に近づいてイライザに感づかれても面めん倒どうだ。

　宿屋でゴロゴロしててもよかったが、念のために、冒ぼう険けん者しや協会の様子を見ておくことにした。




　冒険者協会はファルトラ市の西通りにあった。

　石造りの建物で屋根は三角形で扉とびらは木製。街にならぶ他ほかの建物と造りは変わらないが、大きさだけが三倍くらいあった。

　まるで巨きよ人じんでも住んでいるかのようだ。

　一階は酒場になっていた。昼ということもあって、そう客は多くない。

　俺は部屋の奥にある掲けい示じ板ばんを見る。

　コルクボードに羊皮紙がピンで留められていた。

　冒険者が依頼クエストを受けるときは、この羊皮紙を取って、二階にあるカウンターまで持って行くことになっている。どの街の冒険者協会も、だいたい同じ構造になっていた。

　商工協会からの依頼は……と探そうとしたとき、近づいてくる者がいた。

「よう、兄ちゃん！　クエストを探してんのか？」

　鎧よろい姿の大男だった。

　見上げるほどの巨きよ軀くをすっぽり鎧で包んでいる。兜かぶとまで被かぶった完全武装だ。

　──珍めずらしいな。この街で、ここまで固めてるなんて。

《人魔戦争》の頃に比べると、ファルトラ市の周りは魔ま獣じゆうも少なくなった。旧魔王領の奥地に行けば話は別だが……

　この近辺だと、冒険者に出される依頼クエストも、荷運びや薬草の採取などが大半のようだ。

　モンスターと戦う機会は減っており、高価で重たくて整備が大変な全身鎧を使う者は減っていた。

　協会内にも、この男しかいない。

「……ずいぶんな重装備だな？　なにかあったのか？」

「街の東にグリーンベヒモスが出たんだよ。ほれ、そこに討とう伐ばつ依い頼らいがあるだろ？」

　鎧男が指差した先の、依頼を見る。




『湖東の森に出現したグリーンベヒモスを討伐されたし！　報ほう酬しゆうは一億Ｆ!!


南地区商工協会』






　ああ、やっぱり出していたのか。

　グリーンベヒモスがいなくなれば、商工協会の直面している問題は解決するのだから、当然だろう。ヒューガルテンというモンスターは残るが……

　クエスト報酬として一億Ｆは破格だ。しかし、相手が悪すぎる。

「これ、受けようってやつはいるのか？」

「いやあ、報酬がとんでもない額だから受けたいんだけど……仲間が集まらないんだよね。グリーンベヒモスっていっても魔王がいた頃よりは弱いんでしょ？　やれると思うんだけどなあ……兄ちゃん、どうだい？」

「残念だが、グリーンベヒモスは魔術を使わないから、魔王からの魔力供給がなくなっても、たいして弱くならない。軍隊が戦うなら一万の兵士が必要になる」

「でも、勇者は六人で倒たおすって言うじゃん？」

「……あいつらは物理系の完全防ぼう御ぎよとか、地形を変えるような攻こう撃げき魔術とか、伝説の召しよう喚かん獣じゆうとか持ってんだよ。グリーンベヒモスが動く城なら、勇者たちは対城兵器だな」

「それって、作り話じゃないのかなあ？　いくらなんでもさ？」

「……そう思うなら、仕方ないけどよ……俺は命が惜おしいから行かねえな。馬ば鹿か馬ば鹿かしいぜ？　昔ならモンスターに挑いどんで死んだら〝勇ゆう敢かん〟だけど、今は〝時代錯さく誤ご〟って笑われるんだ。せっかく平和になったのに、危険に飛びこむことねえ」

「うーん……そうかもなあ……はぁ……勇者が魔王を倒してくれたって母ちゃんは喜んでるけどさぁ、冒険者としては困るよねえ」

「地道に薬草でも摘つめばいいだろ」

「俺も旧魔王領の奥に行ってみようかなあ？」

「それこそ、やめとけ」

　念のため二階のカウンターに行って、赤色の制服を着た受うけ付つけ嬢じように、依頼を受けた冒険者がいないか尋たずねてみた。

　報酬が大きいせいか興味を持って詳しよう細さいを知りたがる者は多いが、今のところ、引き受けた冒険者はいないらしい。

　本当に本物のグリーンベヒモスだとしたら、まったく見合わない金額だった。

　──大丈夫だとは思うが、なにか間ま違ちがいがあっても嫌いやだし、ナンナに言って取り下げてもらうか？

　いや、下手に動いて、ヒューガルテンに警けい戒かいされるリスクもあるか。

　戦せん意い旺おう盛せいな冒険者は旧魔王領の奥へと向かっている。まだこの街フアルトラにいるような冒険者が、グリーンベヒモスに挑むわけない。

　問題なかろう、と結論づけて、冒険者協会を出た。
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　夕方──

　俺は《グラン亭》でチーズをつまみにエールを飲んでいた。

　商工協会が二〇億Ｆをヒューガルテンに納めるのは、明後日あさつての約束になっている。

　イライザが予想より早く来てくれたので、少しだけ余よ裕ゆうができた。俺の予想だと、明日あしたになるだろうと思っていたからだ。

　今頃は、商工協会が主しゆ催さいする『《湖西》の土地購こう入にゆう資金を募つのるパーティー』が行われているはずだ。

　店の客たちの会話を聞いていると、大半がイライザの話題で盛り上がっている。

　そして、本来ならば、住民の大半には関係ない商工協会のパーティーについても、おおいに話題になっていた。

　噂うわさ話ばなしには、こんなものも追加されている。




《湖西》に離り宮きゆうが建つらしい。




　俺がレイチェルやユニスに蒔まいてもらった噂話が、イライザの登場で燎りよう原げんの火のように広まっていた。

　そのうち、ヒューガルテンの耳にも入ることだろう。

　離宮建設地の決定を待っている今の時期は、落ち着きなく情報収集に努めているはずだ。街の下らない噂にすら、敏びん感かんに反応する。

　人生を変えるような朗報を待っているときは、人生を変えるような悲報を待っているときと同じくらい不安になる。

　とくに、すでに手に入れたも同然の成功であれば、なおさらだ。

　なぜなら、〝この成功が失われるかもしれない〟と考えるからだった。まだ獲かく得とくしていないのに〝失われる〟というのも妙みような話だが。




　しばらくして、レイチェルが《グラン亭》にやってきた。

　パーティーの最中に抜け出して来てくれたのだ。

　ここまで走ってきたのか、息を弾はずませていた。重たい足取りで近づいてくる。

　表情は暗かった。

「ヨルさん……あの……」

「おう、お疲つかれさん」

　用意しておいた水を差し出してやる。彼女は椅い子すに座ると、それを一気に飲んで、呼吸を落ち着けた。

「ふぅ…………」

「はは、あいつの相手は疲れただろう？」

「あ……イライザ様とお話しできたのは、すっごく嬉うれしかったし、想像してた以上に素す晴ばらしい方でした。勇者様のお話も、いっぱい聞けましたし」

「へえ、どう言ってた？」

「いろいろ聞けましたけど……〝いつも世界のことばかり考えて、自分のことを忘れてる〟という言葉が、印象に残りました」

「イライザが？　ふーん、そんなふうに思ってたのか……」

　レイチェルの浮ふ上じようしかけた表情が、また沈しずむ。

　声も暗くなった。

「あ、あの……それで、参加者なんですが、イライザ様がいらしたとあって、商工協会と関係ない人まで紛まぎれこむくらいの大だい盛せい況きようで、人はいっぱい集まったんですが……」

「金は集まりそうもないか？」

「そうですね……ナンナさんは〝大だい丈じよう夫ぶ〟って言ってましたけど。むー」

　なにかを思い出したらしく、レイチェルが怒おこったような顔をした。

「どうした？」

「パーティーは盛り上がってます。ただ、なかには〝商工協会は《湖東》を買ったせいで破産する〟とか、〝《湖西》をドヴォール卿きようが手放すはずはない。これは詐さ欺ぎだ〟なんて聞こえるような声で話す人が、ちらほらいて……主催者を批判するなら、パーティーに来なければいいのに！」

「多いのか？」

「見つけた端はしから叩たたき出してます。それでも、まだ会場から溢あふれるくらい人が来てますから」

「ふむふむ……ヒューガルテン側の妨ぼう害がいかな？」

「なんて人！」

「まぁ、証しよう拠こは出てこないだろうけどな」

「んぅ……そうですね……でも、パーティーは本当に盛況なんです。ナンナさんから、ぜんぜんお金が集まってない、と聞いてなければ、きっと成功したんだろうなって思えるくらい……」

　レイチェルがため息をついた。

　俺はうなずく。

　一番金を出してくれそうな商工協会の主要メンバーが二〇〇〇万Ｆも出資した直後で、身動きが取れない。資金集めなんて無理なのはわかっていた。

　パーティーが盛り上がって、成功したように見えることが重要だった。

「イライザは役に立ってくれたな」

「あ、そういえば、ちゃんとイライザ様がナンナさんに、なにか渡わたしていました。大きな鞄かばんでした」

「なんて言ってた？」

「えっと……じゃあ、失礼ながら、イライザ様のお言葉を、そのままお伝えしますと──〝アレンから頼たのまれて持ってきたぞ。お前が商工協会会長のナンナでよいのだな？〟でした」

　レイチェルは口調まで真似まねて言ってくれた。

　さすが、〝イライザ様派〟などと自称するだけあって、けっこう似ている。

「ぷっ」

　俺は思わず吹ふき出してしまった。

　彼女が赤面する。

「なっ!?　なんで笑うんですか──!?」

「い、いや似てるなあ、と思って」

「そうでしょうか？　え？　でも、イライザ様と……困ります」

　照れながらも、悪い気はしていない様子だった。

　イライザは《勇者からの頼まれ物》を渡してくれたようだ。

「相変わらず、仕事は確実だな」

「あれの中身は、なんなんでしょうか？」

「中身は勇者の私物だよ。それより重要なのは、〝勇者が竜騎士に頼むほどの何かが、資金集めのパーティーにて、商工協会の会長に手渡された〟という事実。それを大勢の参加者が見ていたことが、鍵かぎになるんだ」

「ううぅ……？」

　レイチェルが首をひねった。

　しかし、あまり長話をしている時間もない。

「まぁ、〝勇者たちが商工協会を応おう援えんしてるように見える〟だろ？　それでいいんだ」

「それでも、お金は集められなかったんですよ？」

「しかし、内情を知らない人からは〝金が集まったであろう〟と思われるよな？　それで成功だ」

「あ、なるほど！」

「さてと、いよいよ、俺の大一番だな」

　席を立つ。

　つられたように彼女も立ちあがった。

「大一番？　どこに行くんですか？」

「今、この街で最も、イライラしてそーなヤツのところだな」

「んん？」

「レイチェルはイライザを足止めしてくれ。せめて、パーティーが終わるまでは頼むぞ」

「は、はい……がんばります！」

　イライザなら料理を食べさせておけば、おそらく大丈夫だろう。

　俺は後の段取りを伝えて、《グラン亭てい》を後にした。

　──さあ、勝負所だぞ。

　ここまでお膳ぜん立だてしたものを、俺の不ふ手て際ぎわで台無しにするわけにはいかない。

　緊きん張ちようの一幕を始めよう。




　　　　[image: †]




　俺はヒューガルテン邸ていにやってきた。

　ファルトラ市で最も厳重に守られている中央地区の南東にある。

　煉れん瓦が造りの美しい建物で、広さは周辺にならぶ高級住宅より、なお大きい。

　庭を囲む壁かべも煉瓦造り。

　門の前には、槍やりを持って全身鎧よろいを着た番兵が二人も立っていた。他ほかにも、壁の周りを警備する者もいる。庭の中にも複数の気配があった。

　──厳重なことで。

　恨うらみを買っている自覚くらいはあるらしい。

　俺は物もの陰かげで、《変化の指輪》を外し、再びはめた。

　姿を変える。

　一応、手鏡で容姿を確認してから、堂々と屋や敷しきへ向かった。

　番兵が二人とも目を丸くする。

「えっ!?　ま、まさか……」

「イライザ・ホワイトリー様!?」

　変身は成功しているようだった。




　今の俺の姿は、《変化の指輪》により、イライザと同じになっている。

　朝、見たときの格好だから、パーティーの衣い装しようとは違ちがっているだろうが……

　イライザを街に呼び出した理由の一つ目は、先ほどレイチェルに語ったように、〝勇者たちが商工協会を応援しているように見せること〟だった。

　資金集めが成功したように思わせるためだ。

　二つ目の理由が、イライザに変身して、ヒューガルテンを訪ねたとき、怪あやしまれないようにするためだった。

　王宮にいるはずのイライザが、いきなり現れても、普ふ通つうは信用されないだろう。

　アレンの姿でも同じこと。

　顔は似ているが、まさか……と疑われて当然だ。

　その点、イライザは地竜に乗っている。あんなものを乗りこなせる者は、この国にそうそういない。近この衛え騎き士しのマントも着けていたら、疑うほうがどうかしていた。

　だから俺は、イライザに大急ぎでファルトラ市へ来るよう、手紙を出したのだ。

　全すべてはこの瞬しゆん間かんのため──

　イライザの姿を借りて、ヒューガルテンに本物だと信じこませるためだった。

　──まぁ、番兵が、顔を知っててくれて助かったな。話が早い。




　俺は鷹おう揚ようにうなずいた。

「ヒューガルテン伯はく爵しやくに話があって来た。約束はないが、屋敷に御お出いでだろうか？」

「は、はい！　どうぞ、お通りください！」

　番兵が姿勢を正して門を開ける。

　来訪を伝えられた使用人が、屋敷の主あるじへの取り次ぎに走る。

　俺は悠ゆう々ゆうと庭へ進んだ。
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　大きな庭をゆったりと歩き、屋敷の玄げん関かんに向かった。

　その頃ころには、走って行った使用人が、全てを伝え終わっている。使用人が何人も出てきて、ドアを開け放ち、列を作って頭を下げた。

　正直、こういう歓かん迎げいは苦手だが、イライザは王宮から来た近衛騎士で、たしか子爵位も持っている。堂々と振ふる舞まわなくてはならない。

　老執しつ事じに案内されたのは、いかにも高級な調度と美術品が、倉庫かと思うくらいならべられた客間だった。

　──ひとつひとつは悪くないんだけどな。

　ごちゃごちゃしてるなあ、と思いながら眺ながめていたら、足早に屋敷の主がやってきた。

　奥の扉とびらを開き、俺──イライザの姿を見て、高こう揚ようした顔を見せる。

　いろいろと考えていることだろう。

　まず、彼の一番の関心事は離り宮きゆうのことだ。誘ゆう致ちの決定を報しらせるのが近衛騎士というのは、ちょっと考えにくいが、期待していても不思議はない。

　次に英えい雄ゆうであるイライザが屋敷を訪ねてきた。これだけでも孫にまで語れるほど名めい誉よな出来事だった。

　しかし、イライザが商工協会の資金集めのパーティーに出席していることは、ヒューガルテンの耳にも入っているだろう。その商工協会の面々を破産か石化かに追いこんでいるのは彼だ。

　なにか横槍があるのではないかと警けい戒かいして当然だった。

　それら渦うず巻まいているであろう感情をヒューガルテンは笑え顔がおに隠かくす。

「こ、これはこれは……英雄イライザ・ホワイトリー様が僕を訪ねてくださるとは、光栄の至りです」

　俺は、イライザの口調を真似て話す。

　レイチェルよりうまくできるといいのだが……

「約束もなしに訪ねてきて、すまなかった」

「とんでもない！　あまりの嬉うれしさに、驚おどろくばかりで……こちらこそ、なんの用意もなく、失礼いたしております」

「問題ない」

　彼にうながされるままに、大きなソファーに腰こしを下ろす。

　こういう動作をするときに、イライザの背が高くて助かる。あまり身体からだの大きさが違うと慣れるまで動作がぎこちなくなるからだ。

　ヒューガルテンが向かい側に座る。

　メイドが紅茶を運んできた。

　先日、塔とうの最上階で飲んだ紅茶も素す晴ばらしかったが、こちらも間違いなく上等な茶だった。

　彼が問うてくる。

「あの……ホワイトリー様は商工協会のパーティーに出ておられたのでは……？」

「アレンに頼たのまれてな」

「も、もしかして、勇者殿どのは協会の方とお知り合いなのでしょうか？」

「どうかな。私は頼まれたから持ってきただけでな。よく知らないのだ。すまないな」

「いえ！　とんでもありません」

　あまりイライザが協会側に肩かた入いれしていると思われたくない。しかし、ヒューガルテンに不安の種は盛せい大だいに蒔まいておきたい。そういう会話だった。

　今度は、こちらから切り出す。

「ヒューガルテン伯爵……貴方あなたはドヴォール卿きようのことが、好きか？」

「は？　お話の意味がよく……」

　彼が愛あい想そ笑いを浮うかべたまま首をかしげた。

　俺は淡たん々たんと話を進める。

「同じ街の貴族同士だ。仲がいいのではないか？」

「……もちろん、共に街の発展を願う者同士ではあります。それ以上ではありませんが」

　無難な返事だった。

　まぁ、それくらいが妥だ当とうだろう。

　俺はうなずいた。

「実はな……陛下が離宮をドヴォール卿の土地に建てたがっている。《湖西》にな」

　ヒューガルテンが腰を浮かしかける。

　ぶわっ、と彼の額に汗あせが浮いた。

　目が泳ぐ。

　唇くちびるが震ふるえた。

　こんなにも劇的な反応をされるとは思わなかったが……

　さんざん蒔いてきた不安の種が、一いつ斉せいに花を咲さかせたということか。

　彼は声を絞しぼり出す。

「…………その、お話は、本当でしょうか？　どれくらい、決まっておるので？」

「ほぼ決まりだな」

「なぜ!?」

「王女アンジェリカ殿でん下かの希望なのだな。《湖東》が無理なら、いっそ旧魔王領である西側に建ててしまおう、と。姫は物語でしか旧魔王領を知らないから、なにか憧あこがれのようなものがあったのかもしれぬ」

「……陛下は、それでよい、と？」

「そもそも今回の離宮は姫の発案であるからな」

　ヒューガルテンがうつむいて肩を震わせる。

　巨きよ額がくの利権が手をすり抜ぬけていくのは、さぞかし寒かろう。

　──しかし、破産か石化かを迫せまられる寒さは、そんなもんじゃないと思うぜ？

　手にいっぱいの金貨を持ちながら、さらに金貨を欲しいと震えるモンスターが、今のヒューガルテンの姿だった。

　そいつに、俺は餌えさをぶら下げる。

「しかし、ドヴォール卿が《湖西》に離宮を建てられることを拒こばんでいてな」

「えっ!?」

「このまま意地を張られると、離宮の話そのものが頓とん挫ざしかねない」

「むむむ……」

「陛下としても、国こく威いを周辺諸国に示すため、離宮は建てたいと言っていた。そこで、誰だれかがドヴォール卿から土地を買ってくれるといいんだが」

「あっ、それで商工協会が資金集めを!?」

「亜あ人じんになら、土地を売るんじゃないかと思ってな」

「たしかに、あいつらは結けつ託たくしてよからぬことばかりしますからな」

　ヒューガルテンが吐はき捨てるように言った。

　べつに離宮のために土地を貸さないのも、亜人同士で土地を売り買いするのも〝よからぬこと〟ではないと思うが。

　彼は悪意を意識せず、差別的な発言をしている様子だった。

「しかし、陛下としては、常々ファルトラ市《西側一帯》の〝通行料の徴ちよう収しゆう権けん〟についても気にしていてな」

「ええ、僕もアレは腹立たしく思っています」

「そうだろう？」

「人間ヒユーマンが通るたびに、亜人が儲もうけるなど、許されざることです！」

「……お、おう」

　そういう意味なのか。筋金入りだな。

　正直、こいつと話していると、作戦とかどうでもよくなって、ぶん殴なぐりたくなる。

　俺はその亜人の仲間たちと共に魔王城へと乗りこんで、互たがいに助け合いながら魔王を倒たおしたんだ──と怒ど鳴なりつけたくなった。

　一呼吸して、気持ちを落ち着ける。俺が犯罪者になってどうすんだ。

「やはり、ヒューガルテン伯爵は見所がある」

「え？」

「君ならば、人間ヒユーマンの国であるリフェリア王国のため、忠義を尽つくしてくれるだろう」

「それは、もちろんです」

「陛下は亜人がファルトラ西側を持ち続けるのをよく思っていない。できれば《湖西》を人間ヒユーマンに所有させたいと考えておるのだ」

「素晴らしい。さすがは陛下です」

　実際のところ、国王は亜人を蔑べつ視ししていない。法律でも差別を禁止しているほどだ。地方では守られていないが……

　〝通行料の徴収権〟にしても、地方都市の利権の一つであり、ここらの貴族が考えているほど王都では問題視されていなかった。少なくとも陛下は気にしていない。ファルトラ市からの納税額は充じゆう分ぶんに高額だからだった。

　重要なのは、事実ではない。

　ヒューガルテンにとって気持ちのいい話だ。

　俺が声を潜ひそめた。

　秘密の話として持ちかける。

「……卿に《湖西》をドヴォール卿から買い取ってほしい」

「僕がですか!?」

「そこに離宮を建てる」

「し、しかし、その……僕はドヴォール卿と仲がいいわけでは……」

　控ひかえめに言って、いつ殺し合ってもいいくらいの仲だ。それは知っている。

　だからこそ、彼に利益以上の餌を与あたえる。




　亜人の苦く悩のうを〝愉たのしい〟と言う男にだけ有効な、黒い餌を撒まく。




　俺は周囲を警戒する振りをしてから、さらに小声で。

「ドヴォール卿への交こう渉しようでは、〝断れば国軍が接収に出向く〟と言ってもいい」

「なんと!?　武力で土地を取り上げると!?」

「声が大きいな」

「し、失礼しました」

「陛下は国民全すべての利益のために、平等な国造りのために、挙兵も辞さずと考えているのだ……むろん、血が流れないのであれば、それが一番だ」

「そうですね……」

「二年前に、勇者が魔王を倒して以来、まだ国軍は正式に出兵したことがない。このファルトラの街が、最初の内乱の地になるのは避さけたいだろう？」

「そ、それは……当然です」

「内乱なんてことになれば、貴族の屋や敷しきが軍隊に使われることになるしな」

「まさか！」

「そうなる可能性もある、という話だ。いずれにせよ、陛下は国内への挙兵を避けたいとお考えだ。ドヴォール卿に交渉し、《湖西》を買い取ってもらいたい」

「な、なぜ僕が……」

　ここで尻しり込ごみするか。

　面めん倒どうなヤツめ。

「他ほかの者に頼んでもかまわないが、離り宮きゆうのことは、よいのだな？」

「うっ……」

「離宮の利権と、支し度たく金きんと、さらに陛下のご意向にそって働いたとあれば、金では買えないものも得られるかもしれぬ」

「そ、それは……爵しやく位いのことでしょうか？」

「私からは何とも言えないが、平和になって功績を立てにくい世になった。こういう機会は多くないのではないか？」

「た、たしかに……」

　彼の不安そうな顔が、だんだんと欲に引っ張られた歪ゆがんだ表情に変わってきた。

　ここらで勝負か。

「卿が断るというのであれば！　他の者に話を持っていこう。関わりたくないのであれば、無む理り強じいはせぬ。しかし、他言無用だ。口が軽いと命も軽くなるぞ？」

　ヒューガルテンが身み震ぶるいした。

　思案顔になる。

「僕が……ドヴォール卿と交渉を……断れば、国軍が接収……ふっ、ふふ……」

　暗い笑えみを浮かべた。

　結局、〝国威を振ふりかざして日ひ頃ごろから仲の悪い相手に言うことを聞かせる〟という餌が、彼にとって一番効いたらしい。

　ヒューガルテンがうなずいた。

「すべて滞とどこおりなく進めてごらんにいれましょう。陛下のために」

　俺は笑みを押し殺し、小さく首しゆ肯こうする。

「よし」

「このこと、陛下にはよしなに」

「公式記録に残せる働きではないが……陛下は心得ているお方だ。悪いようにはせぬだろう」

　まぁ、当然、こんなこと国王は知らないのだが。

　恭うやうやしくヒューガルテンが頭を下げた。

「ありがとうございます」

「そうそう、無意味に他言はせぬだろうが……私もここで話したことは忘れることにする。次に会ったときは、そのように振る舞まうのだぞ？」

「なるほど」

「陛下が卿に国軍の威を託して、豹ひよう子し爵しやくから《湖西》を脅おどし取らせた──などと噂うわさが広まると、国内に要いらぬ動どう揺ようが広がるからな」

「たしかに……」

「その代わり、卿が請うけ負った証あかしも残さないでおく。失敗しても法的には裁かれぬということだ」

「失敗など、とんでもない！　必ずや！」

「期待しよう。王女殿でん下かは気が変わりやすい……急ぐようにな？」

「無論です」

　──急いでもらわないと、明後日あさつてには二〇億Ｆの支し払はらい期限だからな。

　俺はソファーから立ちあがる。

　外まで見送りに出ようとするヒューガルテンに、玄げん関かんまででよいと声をかけた。

　すでに日が沈しずんで、外は薄うす暗ぐらくなっている。

　一人で庭を通り、門を出た。

　敬礼する番兵たちに見送られ、俺は屋敷から離はなれる。変身を解くのは、充分に離れてからでなくては。

　口元が歪んだ。

「仕し掛かけは上々……あとは結果をご覧じ……うええ!?」

　俺は変な声をあげてしまう。




　薄うす闇やみのなか、通りを歩いてくるのは、間ま違ちがいなくイライザだった。

　地竜を連れている。

　──あいつ、なんで中央地区に!?

　少し考えれば、英えい雄ゆうを街の宿に泊とまらせる領主などいない。

　彼女は領主の屋敷に部屋を与えられているのだろう。

　──それにしたって、パーティーの最中じゃないのかよ!?　レイチェルはどうした!?

　俺は大通りから逸それて、細い路地へと逃にげこむ。

　一いつ瞬しゆん、イライザに見られたような気がした。

　濃のう密みつな気配が迫せまってくる。

　──気づかれたか!?

　脇わき道みちに飛びこみ、周りに人目がないのを確かめると、俺は急いで指輪を外した。

　イライザの姿から、アレンの姿に戻もどる。

　すぐに指輪をはめ直した。

　今度は、ヨルの姿に。

　鎧よろいの金属音をさせ、イライザが走ってきた。路地を覗のぞきこみ、鋭するどい声を放つ。

「おい！」

「うっ……」

「ここに、私が来なかったか!?」

「……なにを、言ってんだ？」

　どうやら、変身するところは見られずに済んだらしい。

　俺は冷ひや汗あせを流しつつ、彼女の横を通り過ぎた。

　彼女がつぶやく。

「アレン？」

「………………」

　反応してしまいそうになるのを俺は耐たえた。

　彼女は路地を睨にらみつけている。

　そのまま、歩いて離れた。

「ふぅ……」




「お前の名前を聞いておこうか」




　すぐ横に、イライザがならんで歩いていた。

　あやうく全力で逃げだすところだ。

「うっ……ヨ……ヨル……です。どちら様でしょうか？」

「ふーん……ヨルか……うーん……そうか。アレンが私に敬語なんて使うはずないしな。邪じや魔ましたな」

　じろじろ見て、彼女は首をかしげつつ、領主の屋敷のほうへと向かった。

　彼女の連れている地竜が、懐なつかしそうな視線を向けてくる。

　──やめろって。

　明確に気づいていなくても、かなり怪あやしんでいる様子ではあった。

　ものすごい直感力だ。

　さすが、魔銃使いマギガンナーの仲間から〝私は鷹たかの目と謳うたわれるが、見えないものは見えない。彼女のは千里眼だ〟と讃たたえられただけのことはある。

　初めて見るモンスターの弱点やダンジョンの罠わなを〝なんとなく〟で見み抜ぬいたことが何度もあった。

　そのくせ、一番多く罠にかかったのもあいつだけど……




　なんにしても、俺はイライザから逃げおおせた。

　急いで、次の場所へ向かう。

　あの様子ならヒューガルテンは、今夜にも行動を起こすだろう。

　餌えさには食いつかせた。

　あとは釣つり上げるだけだ。
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　ドヴォール卿きようの屋敷。

　夜ということもあって、今日は塔とうではなく、母屋おもやのほうの小部屋に通された。

　あの塔の最上階ほどではないが、相変わらず極ごく彩さい色しきの内装だ。

　段取りのとおり、すでにレイチェルとユニスが待っていた。

　俺が部屋に入るなり、慌あわててレイチェルが立ちあがって、背中が見えるくらい深く頭を下げる。

「ごめんなさい、ヨルさん！　イライザ様を見失ってしまって！」

「そうみたいだな……どうしたんだ？」

「私がパーティー会場に戻ったときには、もうお料理がなくなっちゃってて……勇者様の姿がないようだから帰る、と……」

「あいつらしいなあ」

　予想していたより客が多いと言っていた。そのせいで、料理が足りなくなったか。

　がりがり、と頭を搔かく。

「なんでもかんでも予定どおりとはいかねえな」

「ごめんなさい！」

「いいって。途と中ちゆうでパーティーを抜けて報告してくれって言ったのは俺だしな……まぁ、最悪の状じよう況きようは回かい避ひできたから。仕掛けは終わったよ」

　レイチェルがうなずいた。

「さっき、言ってましたね……大一番って」

「うまく乗ってくれりゃいいんだがな」

　ユニスが笑顔を見せる。

「ヨルなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思うの～」

「あんたがダメだと思った頃ころには、俺はとっくに逃げだしてるんじゃねえかな……」

　レイチェルが小さな笑い声をあげた。

　そんな話をしていたら、小部屋のドアが開いて、ドヴォールが顔を出した。

「ふふ、揃そろっておるのう」

「仕掛けは終えてきた。たぶん、今夜、動くんじゃねえかな？」

「正解じゃ。先ほど、来訪を告げる使者が来た。会ってやると返事したから、もうすぐ来るのではないか？」

　同じ街の中の相手だ。前もって使用人に在宅を確認させてから来るのは、ごく普ふ通つうのことだった。

　馬車の用意にも時間がかかる。

「この小部屋におれば、隣となりの客間の話が聞こえるはずじゃ」

「すまねえな、こんな手間までかけさせちまって」

「よい。わらわが好きでやっていることよ。なんせ演技など観客がおらんではつまらんからのう！」

「はは……なるほどな」

「わらわと、ヒューガルテンの若造が共演するなど奇き跡せきの芝しば居いぞえ。とくと楽しむがよい。演目は〝脅され奪うばわれる哀あわれなる豹子爵〟というところかのう！」

　楽しそうだった。




　大部屋を仕切りで区切ったらしく、隣でごとごと使用人が客間を用意する音が聞こえてくる。

「これを預けておこうかや」

　ドヴォールから聖印が箔はく押おしされた木箱を渡わたされた。

「なんだ？」

「メイドを使ってもいいし、ヨルが持ってきてもよい」

「なんなんだよ？」

「そのときになってのお楽しみじゃ！　さあ、騙だますぞえ～!!」

　彼女は張り切って出て行ってしまった。

　俺の手には木箱が残される。追いかけていって、ヒューガルテンに見つかったら馬ば鹿かだ。仕方なく預かっておくことにした。

　隣の客間の音が聞こえるということは、こちらの小部屋の音も聞こえるということ。

　念のため、俺は黙だまりこむ。

　レイチェルとユニスも同じように静かに、物音さえ立てないようにソファーに腰こし掛かけて、息さえも潜ひそめた。

　客間を用意する使用人たちの音が消える。




　ほどなくして──

　客間に誰だれかが入ってきた。

　ヒューガルテンの声だ。

「お久しぶりです、ドヴォール子し爵しやく。夜分に急な来訪、申し訳ない。相変わらず妙みような装そう飾しよく品ひんばかりですね。亜あ人じんらしい特とく殊しゆな感性なのでしょうか」

　続いて、ドヴォールの声がする。

「ふふ……久しぶりなどではないぞ？　貴様に会えなんだ日にちが短すぎて、目が回りそうじゃ。できれば、もう百年ほど会わずにおきたかったのう。して？　わらわの美意識を讃えに来たのかえ？」

「もう夜も遅おそい。雑談は控ひかえましょう。単刀直入に言えば……僕は貴女あなたの土地を買ってあげに来たのです」

　得意気なヒューガルテンの声に、ドヴォールが淡たん々たんと返す。

「なるほどのう、お帰りは後ろの扉とびらじゃ。あるいは、横の窓でもよいぞえ？」

「よく聞こえませんでしたか？　僕は買ってあげに来たのです。貴女は《湖西》の土地を手放さなければならない……ふふふ」

「ふん……前々から性しよう根ねが腐くさっておったが、とうとう頭まで腐ったか？」

「亜人ごときが、僕に無礼な口をきくな。いいか、よく聞け──僕に土地を売らなければ、国軍が接収しに動くのだぞ!?」

　声だけで、ドヤ顔が目に浮うかぶようだった。

　ドヴォールが一いつ瞬しゆんの間を置いて、声をかすれさせる。




「……今……なんと申した？」




　本当に驚おどろいているとしか思えなかった。さすが、演技を楽しめなどと言うだけあって、とんでもなくうまい。一瞬、ちゃんと作戦を伝えてあるよな？　と不安になったくらいだった。

　ヒューガルテンが高笑いする。

「僕の後ろには国王陛下がついているのですよ！《湖西》に離り宮きゆうを建てるという話を、愚おろかにも断ったそうですね？　貴女は王国に楯たて突ついた。だから、陛下は僕に《湖西》を買い取るよう、使命をお与あたえになったのです！」

「ふ、ふん……つまらぬ噓うそじゃ」

「信じないのであれば、交こう渉しようは決けつ裂れつですね。いいのですか？　貴女は反乱の首しゆ謀ぼう者しやとして処しよ刑けいされることになりますよ？　僕としては、磔はりつけにされる豹ひよう子し爵しやくも見物ではあるのですが」

「ぐっ……」

　ドヴォールが言葉に詰つまった。

　嵩かさにかかって、相手が要求を重ねてくる。

「なにをしています？　跪ひざまずけ！　僕に〝どうぞ《湖西》の土地を買ってください〟と懇こん願がんするがいい！　亜人ごときが爵位を持ち、わずかでも土地を支配しているなど、王国の恥はじだ。僕が修正してやる！」

　俺は内心で舌打ちした。そこまで要求してくるとは予定外だ。

　ドヴォールが演技を続けてくれるか、不安になる。なんせ俺自身でさえ、飛び出していってヤツを黙らせてやりたいくらいなんだから。

　隣ではレイチェルが怒いかりに顔を赤くして、ユニスまで珍めずらしく唇くちびるを尖とがらせていた。

　ドヴォールが大声をあげる。

「よかろう！　そこまで言うのであれば、戦争じゃ！」

「ぬあッ!?」

　ヒューガルテンが妙な声をあげて絶句した。

　俺は息を吞のむ。

　当然、国王の意向も、国軍もハッタリだ。もしも、ヒューガルテンが急がずに待っていたら、やがて王都から〝離宮は《湖南》で決定〟という報しらせが来て、全すべてが崩くずれてしまう噓で固めた虚きよ像ぞうでしかない。

　ここで交渉がこじれたら……

　いや、しかし、跪けとまで要求されては──従ってくれ、とは言えなかった。

　今度はヒューガルテンが声を震ふるわせる。

「……本気ですか？」

　仕切り越ごしにも、たじろいでいる様子が伝わってきた。

　まさか、ドヴォールが国軍との戦争を受けて立つとは予想外だったのだろう。

「さて、開戦か。まずは、貴様の首を落として、それを陛下に送ってやらねばな？」

「なぜ!?」

「んんん？　なにを驚くことがある？　宣戦布告をしに来たのであろう？　降こう伏ふくか開戦か、問うたのは貴様ではないか。開戦となれば、わらわと貴様は敵同士じゃ。向かい合えば、剣けんを抜くのが当然のこと……もしや、その覚かく悟ごもなしに使者を務めたのかえ？」

「…………ッ!?」

　ヒューガルテンの動どう揺ようは、まさに声もないほどだった。

　キンッ！　と軽い金属音がした。

　音からして、湾わん曲きよくした短剣か──わかるのは、俺が数々の戦場をくぐり抜けてきたからだが。

　ドヴォールの声がひときわ低くなる。

「知らぬ仲でもない……今際いまわの言葉くらい、聞いてやろうかえ」

　放たれる殺気。久々に感じる本物の殺気だった。仕し掛かけを把は握あくしていなかったら、仕切りを蹴け破やぶって飛びこんでいたところだ。

　ヒューガルテンが悲鳴のような声をあげる。

「待てェ！　待て待て待て！　冗じよう談だんです！　さっきのは！　冗談ッ!!」

「ほう？　貴様の言葉は最初から最後まで、わらわにとっては挑ちよう発はつであり、笑えない冗談のようでもあったが、どれが冗談であったのか」

「ひ、跪けと言ったのは、言葉の綾あやです。しかし、国軍が来るのは本当ですよ。いいんですか？　内乱になれば貴女が世話している亜人たちも、大勢が死ぬことになる」

「誇ほこりを捨ててまで生きるほど、この世に未練もないでのう」

「くっ……商売の話をしましょう！　陛下は王女殿でん下かのため、《湖西》に離宮を建てたがっている。その土地を買い取って、僕に管理せよと仰おおせだ。どうか譲ゆずっていただけませんか!?」

「ふむふむ……接収はせぬのか？」

「これは純然たる、土地の売買ですよ。そんな、軍隊とか接収とか……まさか……」

「つまらぬのう。わらわは剣を抜ぬいて仕留めなかったことがないのを自じ慢まんにしておるというのに」

「ううぅ……」

　ふっ、とドヴォールの殺気が消えた。

　親しげな笑えみを感じさせる、やわらかい声に変わる。

「まぁ、よかろ。わらわも戦場の悲ひ惨さんさは充じゆう分ぶんに知っておる。今さら、兵をならべようとは思わぬ。商売の話とやらに乗ってやろうかのう……して、幾いくら出すのじゃ？」

「そうですね……あの土地であれば、二〇億Ｆほどかと」

「相場じゃな。離宮が建つ前のな……して、今は幾ら出すのじゃ？」

　吊つり上げだった。

　ヒューガルテンが黙りこむ。

　やがて、忌いま々いましげに金額を提示した。

「五〇億Ｆで……」

「ふぅ……首は取らずにおいてやろう……帰って商売の本を読むがよい」

「なっ!?　僕が商あきないを理解していないと言うのですか!?」

「離宮の利権は──支し度たく金きんだけで一〇〇億Ｆ。その後も毎年のように借地料が入り、必要とされる物品は優先的に販はん売ばいでき、歓かん楽らく街がいよりも上客が訪おとずれるであろう離宮のなかで商売を独どく占せんできる。これほど巨きよ大だいな利権を五〇億Ｆじゃと？　子供の使いのほうがマシじゃ。貴様は、まだ父親の足あし下もとにも及およばぬな」

「うぐぐっ!?　そんなことはない！　僕は父より優ゆう秀しゆうだ！」

　引きつるような声だった。

　うまいタイミングで突ついたものだ。

「ならば、一〇倍出せ！」

「二〇〇億Ｆですと!?」

「貴様の言った金額の一〇倍じゃ！」

「五〇〇億Ｆ!?　ありえません！」

「ほう、このイングリット・ドヴォールが計算もせずにふっかけたと申すか？　わらわも土地の取引で成り上がった者。素人しろうとの戯たわ言ごと扱あつかいするのは許さんぞえ」

「うっ……ちょっとお待ちを……」

　ぶつぶつ、とヒューガルテンが考えこむ。

　ふと隣となりを見ると──レイチェルは金額の大きさに想像がつかないという顔をしていた。

　たしかに、五〇〇億Ｆなんて急に聞いても巨額さが理解できないだろう。

　ユニスなんて、うとうと眠ねむそうにしている。もう遅い時間だけど、今、大切なところだからな？

　ヒューガルテンがうめく。

「ぐううぅ……しかし、僕が動かせる資産は六〇億Ｆほどしか……」

「話にならんのう。せめて四〇〇億Ｆは出すがよい」

「……一〇〇億Ｆ」

「ふふん、露ろ天てん商しようのような値切り方じゃのう。離宮の利権を手にすれば、王国に名を知られるほどの商人になろうに、やはり器うつわが足りぬのではないかえ？」

「わ、わかりました！　二〇〇億Ｆです！　二〇〇億Ｆ、出しましょう！　本当に限界です！」

　彼は吐はき捨てるようにわめいた。

　ドヴォールの声が絡からみつく。

「支度金が一〇〇億Ｆほど来るはずじゃがのう？」

「……あくまでも支度金です。街道や土地の整備をする金ですから、僕の一存で全てを動かせるわけじゃありません」

「ふんっ、離宮の利権は、もう一ひと桁けたは多かろうに……まぁ、よかろう。そのあたりで手を打ってやろうか。ちょうど相場の一〇倍じゃ」

「むっ……最初から……」

「ふふ、さてのう？　貴様、離宮の件、しくじるでないぞえ？」

「当然です。離宮が建たなければ破産してしまいますよ」

　ヒューガルテンがため息をついた。

　ドヴォール卿きようが笑う。

「さて、では契けい約やくを結ぶとしようか……誰だれか！《誓せい約やくの魔ま石せき》を持て！　聖印を押した木箱じゃ！」

　俺は手の中の木箱を見る。

　──これかよ!?

　なるほど〝メイドを使ってもいいし、ヨルが持ってきてもよい〟と言ってきたのは、この状じよう況きようを見越してのことか。

　まさか芝しば居いの舞ぶ台たいに招かれるとは思わなかった。

　レイチェルが耳元でささやく。

「……どうするの？」

「……まぁ、せっかくの招待だ……行かないと主演女優が拗すねるかもしれねえ」

　ユニスが拳こぶしを握って「ふぁいとー」と口の動きだけで言った。

　頭をなでて応こたえる。

　俺は静かに小部屋を出た。

　廊ろう下かは無人。しかし、壁かべの向こうに複数の気配がある。主人に呼ばれたら、すぐに使用人が来るのだろう。

　なんにしても、人目はない。

　──先に言ってくれれば、着き替がえくらいしておいたのにな。

　俺は指輪を外し、はめ直した。

　今回は服装だけの変へん更こうだ。

　先日レイチェルと繁はん華か街がいの高級酒場《黄金郷》に行ったときの執しつ事じ姿に変身した。

　さすがに、まったく別人になると、この《変化の指輪》について説明しなければいけなくなる。当然、俺の正体についても話すことになるだろう。それは避さけたかった。

　俺は王家から逃にげ回っている身だから。

　彼女たちなら、信用してもいいのではないか──とは思いつつも。
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「失礼いたします」

　俺は顔を隠かくすように深く礼をして、入室した。

　ヒューガルテンが評したように、派手な色使いの部屋だ。しかし、調度品の数は控ひかえめで、必要なものしかない。

　ドヴォールとヒューガルテンが向き合っている。その間にあるテーブルに、俺は木箱を置いた。

　ナンナの店で一度、ヒューガルテンとは会っているから、少し不安だったが……

　彼は木箱に視線を注いでいた。

　丁てい寧ねいに上うわ蓋ぶたを開けて、赤色の布を開く。白色の宝石が現れた。

　ドヴォールの手には音から想像したとおりの、湾曲した短剣が握にぎられている。意外にも装そう飾しよくはなく、隠れているとき光を反射しないように艶つやが落としてある。

　──思いっきり実戦用。冒ぼう険けん者しや時代に使ってた装備じゃねえのか？　魔術付ふ与よがかかりまくってるだろ。

　その武器から、彼女やナンナたちが、かなり手て練だれの冒険者だったことが窺うかがえた。

　ヒューガルテンが木箱の中の宝石を見つめる。

「こ、こんな野や蛮ばんなものを使うのですか？」

「ふん……その野蛮なもので商工協会を脅おどしつけておいて、よく言うのう。さては、踏ふみ倒たおすつもりであったか？」

「そ、そんなことはしませんよ！」

「ふふん、では契約を確認しようぞ──契約の女神マージの御おん前まえにて、宣言する。イングリット・ドヴォール子し爵しやくの持つ《湖西》の土地、その一いつ切さいの権利を譲ゆずるものとする」

「……私、ナイブス・ヒューガルテン伯はく爵しやくは代金として……くっ……ううぅ……」

「ふふ、怖おじ気けづいたのかえ？」

「ぐぐぐ……に…………二〇〇億Ｆを支し払はらうものとする！」

「場所はわらわの屋や敷しき。支払い期限は、一〇日後の、この時間までとしておこうか──わらわは常識的で良識的じゃろう？」

「不気味な短たん剣けんを持ったまま言いますか」

「ん？　妙みようなことを言うでない。これは、こうして使うのじゃ」

　短剣の先で、彼女は自分の左手の親指をかすめた。わずかな傷から、赤い血がこぼれる。

　爪つめの先へとつたって、雫しずくが落ちた。

　木箱の中の《誓約の魔石》へと吸いこまれる。

　親しげな笑みを浮うかべ、ヒューガルテンのほうへと剣を差し出した。

　彼は露ろ骨こつに顔をしかめる。

「要いりません。呪のろわれそうな短剣だ……触さわりたくもありません。僕は自分のナイフを持っていますから」

　ポケットから取り出したのは、小指の爪くらいの刃は物ものが出る折りたたみナイフだった。

　護身用にもならないが、契約で使うには充分だろう。

　彼も左手の親指に刃物を当てて、《誓約の魔石》へと血を垂らした。

　白色だった魔石が血に濡ぬれる。

　輝かがやく。

　まばゆい赤色の禍まが々まがしい光を放った。血の色の光が部屋に満ちる。ドヴォールの顔も、ヒューガルテンの顔も、血で染まったように真っ赤になった。

　光が落ち着く。

　木箱のなかには、真っ二つに割れた赤い宝石があった。

　その片方をヒューガルテンが手に取る。

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑った。

「契約、成立ですね。ククク……これで貴女あなたは僕を殺せない。危害を加えたら、石になるわけですから」

「そのほうこそ、しっかり払うがよいぞ」

「言われなくとも、そうします。離り宮きゆうの利権があれば、二〇〇億Ｆくらい半年もすれば取り返せるでしょう」

　契約した途と端たん、尊大な態度が戻もどっていた。

　怯おびえた様子だったのは、演技だったのだろうか。

　挑ちよう発はつするように鼻で笑う。

「僕が離宮の利権で富を得たら、貴女の商売をことごとく邪じや魔まして、この国から叩たたき出してやりますよ。覚かく悟ごしておくことですね」

「はてさて、貴様にできるかのう？」

「鎖くさりにつないで、犬と同じ小屋に入れてやる！　この亜あ人じんめが！　僕を脅しつけたことを一生後こう悔かいしろ！」

「その言葉……よくよく覚えておくがよいぞえ」

「フンッ……帰らせてもらいます！」

　ヒューガルテンは部屋から出て行った。




　足音が遠ざかり、その気配も消えてから、ドヴォールがレイチェルとユニスにも入ってくるよう声をかける。

　全員が、客間へと集まった。

　ユニスがドヴォールに抱だきつく。

「イングリット、かっこよかったよ～！」

　うむ、と彼女はうなずいた。

「こんなもんかのう、ヨルよ？」

「ああ、これが劇場ならスタンディングオベーションだぜ」

「そうかそうか、わらわに惚ほれてもよいぞえ？　応えるかは、おヌシ次し第だいじゃがのう！」

「はは……それも悪くねえけど……ひとつ仕事が残ってるんでな」

　俺は肩をすくめた。

　レイチェルが首をかしげる。

「これで、《湖西》はヒューガルテン伯爵のものになるんですよね？　でも、《湖西》に離宮が建つというのは、ヨルさんの作った噓うそだから……このままだと、《湖南》に離宮が建ちますよね？　結局、今のままだと《湖西》が二〇〇億Ｆで売れたから喜ぶべきなんでしょうか？　二〇〇億Ｆあったら、ナンナさんの借金は返せますけど……」

　ドヴォールが首を横に振ふる。

「冗じよう談だんではない。《湖西》を失ったら、金に代えられないものを失うことになる。わらわが石と化しても、あそこは売らぬ」

　俺はうなずいた。

「それに、ヤツが言ってたろ？　離宮の利権で儲もうけたら、その巨きよ額がくの資産を使って、亜人の商売を邪魔する気だ。結局、誰も助けられねえよ」

「で、でも、ヨルさん……《湖南》も《湖西》もヒューガルテン伯爵の土地になって、《湖東》にはグリーンベヒモスがいるんですよ？　どうにもならないじゃありませんか」

　俺は笑えみを浮かべる。

「なに言ってんだ。ようやく、グリーンベヒモスを倒せばいいだけになったんじゃねえか」

　レイチェルとユニスが不思議そうに顔を見合わせた。
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　俺たちは、一度《グラン亭てい》に向かうことにした。

　レイチェルとユニスは家に帰そうとしたのだが、どうしても「今後の行動」を知りたいと言う。気持ちはわかるので、話すことにした。

　荒あら事ごとの前に、夜食でも食べておこうという考えもある。

　ドヴォールの屋敷を辞して──

　中央地区を囲んでいる壁の南門を抜ぬける。中央広場に出た。

「思ったより、遅おそくなっちまったけど……やるのは早いほうがいい。今晩だよなあ……」

「むに……」

　ユニスは歩きながら、うとうとしていた。

　レイチェルが尋たずねてくる。

「あの、本当にどうするんですか？」

「だから、言っただろ。グリーンベヒモスを──」

　中央広場から、東通りに繫つながる石橋を渡わたる。その途中で、俺たちは足を止とめた。




　橋の向こうに、イライザがいる。




　深夜の通りの真ん中で、腕うで組ぐみして立っていた。

　闇やみのなかで、黒色の瞳ひとみだけが妙にギラギラしているように感じられる。

　──落ち着け。今の姿なら、バレないはずだ。

　レイチェルが挨あい拶さつする。

「あ、あの、こんばんは！　イライザ様」

「昼間の国家騎き士しか。パーティーの途中で帰ってしまって悪かった。なんとなく、あの場に、アレンは現れないような気がしたのでな」

「そ、そうですか……」

「お前は、アレンに会っているんじゃないか？」

「えっ!?　私が勇者様にですか!?　そ、そうだったら嬉うれしいですけど……」

　どうにも悪い流れになる予感しかしない。

　俺は背中を向けた。

「悪いな……用事を思い出した。レイチェル、ユニス、いつもの食堂で待っててくれ」

「ええっ!?　ヨルさん!?」

　レイチェルが驚おどろいて、ユニスが寝ねぼけ眼まなこで手を振った。

「ヨル～またあとでね～……むにゃ……」

「待て、お前！」

　イライザが鋭するどい言葉を発して、追いかけてくる。

　──やられた！　直感で見破られたっぽい！

　ここで待っていたことも、ヨルの姿になった俺を怪あやしいと思ったことも、きっとイライザには理由を説明できないのだ。

　全すべて〝なんとなく〟なのだろう。

　それが的中してしまうのだから恐おそろしい。

　彼女は国王の意志に従い、俺を王宮に連れ戻す気だった。

　しかし、今、連れ戻されるのだけは本当にマズイ！　最悪のタイミングだ。絶対に捕つかまるわけにはいかない。

　俺は夜の街を駆かけ抜けた。








幕間









　ヨルがイライザと追いかけっこをしていた頃ころ──

　ナンナは自室で書類仕事をしていた。

　廊下から大勢の足音が聞こえてくる。

　ドアが勢いよく開いた。見知った数人の男たちが現れる。

　商工協会の主要メンバーだった。全員が亜人だ。

　いずれも鎧よろいで武装し、それぞれが得意の武器を手にしている。

　豹ひよう人じん族ぞくの大男──ジェイドが、代表して前に出た。

「ナンナさん、オレらぁベヒモス退治に行くぜ！」

「……正気かしら？」

　いつものやわらかい口調を心がけたが、声が震ふるえてしまった。

　彼らは、この道を選ぶのか──という諦あきらめの気持ちが胸に広がる。全てを託たくした青年は、間に合わなかったのだと悟さとった。

　ジェイドがうなずく。

「会長が雇やとったっていう人間ヒユーマンの作戦で、金集めのパーティーまでやった！　驚いたことにイライザ様が来てくださった！　だけど、《湖西》を買うだけの金は集まらなかったじゃねぇか！」

「だから、あれは本当はお金を集めるのが目的ではなかったのよ？」

「そんなら、なんのためのパーティーだったんだ!?」

　後ろから──

　アイツもヒューガルテンと同じ人間ヒユーマンだ！　もう信用できない！　と声があがった。

　たしかに、ヨルは人間ヒユーマンだ。

　そんなことを気にしたこともなかったが……

　ジェイドの表情は変わらなかった。

「もう、オレらでベヒモスを倒たおすしか、商工協会が生き残る道はねえ！」

「……落ち着いて？　報ほう酬しゆう一億Ｆで冒ぼう険けん者しや協会に依い頼らいを出してたわよね？　でも参加者はいなかった。どういう意味か、考えればわかるでしょ？」

「ああ、オレも元冒険者だ。よっく意味はわかってる」

「なら……」

「だがなあ、ナンナさん！　あの人間ヒユーマンに任せてうまくいく保証があんのか!?　オレらぁ、弟で子しや店員を食わせてる立場だぜ！　二〇億Ｆの支し払はらい期限は、もうすぐそこだ！　今日やるしかねえ！」

　説得を続けたが、彼らの意志は固かった。

　彼らは相談に来たのではない、報告に来たのだ。

　あるいは、別れを告げに来たのだった。

　ジェイドが言う。

「ナンナさんは、ここにいてくだせえ！　後のことは頼たのみます。オレらぁもう決めてんで！　なんと言われようとグリーンベヒモスを倒しに行くぜ！」

　後ろから、威い勢せいのいい声があがる。

　ジェイドが拳こぶしを突つき上げた。

「オレらの商工協会は！　オレらぁで守るんだ！　行くぞお────ッ!!」

　男たちの怒ど号ごうがあがる。

　ナンナはため息をついた。

　やっぱり、止とめることなどできなかった。こうなっては、もう無理だ。

　彼らは責めないけれど、ヒューガルテンに騙だまされた一番の責任はナンナにある。このまま見送るわけにはいかなかった。

「……しかたのない子たちねえ……はぁ……ここに魔王領の奥地、ディガナ洞窟を越こえたくらいの治癒魔術師ヒーラーがいるのだけれど、支し度たくを待ってくれるかしら？」

　ナンナは椅い子すから降りた。

　ジェイドが「感謝するぜ！　さすがナンナさんだ！」と声を震わせ、後ろの者たちも歓かん声せいをあげた。

　こんな光景は冒険者のときに、いっぱい見た。熱に浮うかされて冷静さを失い、勢いだけで無む謀ぼうな挑ちよう戦せんをして全ぜん滅めつした若いパーティーの雰ふん囲い気きそのままだった。

　この判断は間ま違ちがっている。

　しかし、ナンナには、もうどうしようもなかった。




　──こんな形で、夫の後を追うことになるなんてね。

　ごめんなさい、ナンナは……アナタの残した商工協会を守れなかったわ。ごめんなさい。








第五章　喰らう者









　結局、俺は二時間くらい逃にげ回った。

　とっぷり深夜になっている。もうすぐ日付も変わるだろう。

　俺は《グラン亭》の扉とびらを押し開く。

　いつもなら、そろそろ閉店している時間だが……

　店はやっていた。レイチェルが頼んでくれたのか？　店主に感謝だ。

「すまん……遅くなった……」

　レイチェルが慌あわてて駆け寄ってくる。

「ヨルさん！　大変です！」

「ん？　どうした？」

　一いつ緒しよにユニスまで走ってきた。こいつの必死な顔なんて初めて見たかもしれない。

「ヨル、助けて～ッ!!」

「なにがあった!?」

「商工協会の人たちが、集めた冒険者たちと一緒に、グリーンベヒモス退治に行っちゃったんです！」

「くっ……しまった……ッ!!」

　遅おくれた！

　それが、取り返しのつかない失敗に繫つながってしまった。

「ヨル、ナンナを助けて！」

　ユニスの言葉に、俺は落ちこんでいる場合じゃないと気づかされる。

　──そうだ。いくらグリーンベヒモス相手とはいえ、森は広い。しかも、夜の行軍で、商工協会の面々ならば素人しろうとも同然だろう。

「いつ出発した!?　いや、いつ出たんだろうと、追いかけるしかない！」

　俺は駆けだした。

　レイチェルがついてくる。

　グリーンベヒモス相手では危ないだけなので残して行きたかったが、まだナンナたちの情報を全すべて聞いていない。仕方ないか。

　ユニスまで走ってついてくる。いつものリュックを置いて。商人の大切なリュックなのに。

「あたしも行くよ～！　森ならわかるから～！」

　たしかに、大勢が通った跡あとが辿たどれれば、より追いつける可能性は高まるだろう。

　国家騎き士しとして鍛きたえられているレイチェルはもちろん、ユニスも伊達だてに常つね日ひ頃ごろから重いリュックを背負っていない。なかなか足は速そうだ。それなら道がわかるほうがいい。

「案内、任せていいんだな!?」

「あたし、グラスウォーカーだもん！　森の道案内なら任せて！」

　三人で《湖東》の森に向かう。

　途と中ちゆう、レイチェルから話を聞いた。

「ヨルさんと別れたあと、中央広場にナンナさんたちが来るのを見かけたんです。三〇人くらいでした！」

　南地区から、冒険者協会のある西通りに向かうなら、中央広場を通るのはわかる。

　もっと近道もあるけれど、大勢ならば広い道を使うだろう。

「気になったから、ナンナさんに、事情を聞いたら……これから、グリーンベヒモス退治に行く、って言ったんです！」

「くそっ！　信じるんじゃなかったのか!?」

「あの！　ヨルさんに、伝言で！」

「なんて!?」

「……えっと〝止とめられなくて、ごめんなさい〟です！」

　ナンナが約束を守ろうとしてくれたことを知った。ずっと、俺を信じて、商工協会の面々の暴走を止とめてくれていたのだ。

　それなのに、時間を無む駄だにしてしまって。

「冒険者は集まったのか!?　集まらなくて中止なんてことは!?」

「私、心配だったから、ユニスだけ《グラン亭てい》に行ってもらって、商工協会の人たちと一緒に冒険者協会に！　もう夜だったんですけど、逆に大勢の冒険者がいて！」

「ええい、馬ば鹿かどもめ！　冒険者の基本は、早寝早起きだ！」

　俺は自分でもあまり実じつ践せんしていないことを怒鳴った。

　結局、総勢六〇人くらいになって、森へと向かったらしい。

　──九九四〇人、戦力が足りねえよ！




　深夜の森──

　ユニスに大勢の通った痕こん跡せきを探さぐってもらいながら、俺たちは闇やみの中を進んだ。




　ときどき、葉と葉の間から、月が見えた。
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　夜の森──

　ナンナは集団の二列目を歩いていた。

　先頭には豹ひよう人じん族ぞくの戦士ジェイドがいて、その隣となりに《湖東》の森に詳くわしいという冒険者の男がいる。

　後ろには六〇人近い仲間が続いていた。

　普ふ通つうなら、治癒魔術師は列の中央にいるものだ。

　しかし、この集団は素人も同然。腕うでに覚えがあるとはいえ大半は商人であり、冒険者とはいえ旧魔王領の奥に行くだけの実力や勇気がなく、ファルトラ市の近くの依頼ばかりこなしている。

　そんな、集団だった。

　ナンナの隣には、全ぜん身しん鎧よろいを着た男がいる。

　鎧男は槍やりを杖つえの代わりにして、どうにかバランスを取りつつ歩いていた。

　兜かぶとの前側だけを上げており、その顔はまだ若い。

「いやあ、会長さん、ありがとうございますね。俺、ずっとグリーンベヒモスと戦いたかったんですよ。でも、なかなか仲間が集められなくて、すげえガッカリしてたんですよ。やっぱり冒ぼう険けん者しやとしちゃ、ベヒモス戦くらい知っておきたいっつうか」

　ナンナはため息まじりに言う。

「あらあら……一度、それを経験した人に言わせると〝絶対に知らないほうが幸せ〟らしいわよ？」

「へぇ～！　カッコイイっすね！　俺もそんなこと言える冒険者になりてえなあ……」

　心から感心したような声だった。

　その声には恐きよう怖ふ心しんも警けい戒かい心しんもなく、ただ憧あこがれだけがある。

「死んだら元も子もないのだけれどね？」

「あれ？　会長さん、依い頼らい者しやなのに……あんま乗り気じゃないんですか？　もしかして、恐こわいんですか？」

「……恐いわよ。できることなら、戦いなんてしたくないし……させたくなかったわ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　この俺、エマーク・ビュシェルベルジェールがバッチリ会長さんを守りますって！　俺、女の子の前で倒たおれないッスから！」

　──女の子？

「あらあら……心強いわねえ。でも、ナンナさん、たぶん年上……」

「っていうか、なんでついて来たんですか？　商工協会の人たちは街で待っててくれてもよかったんですけど？　やっぱ冒険者って信用ないんですかね？　噓うそなんてつかないけどなあ？」

「……今、騙される可能性に敏びん感かんになっている人が多いのね？　あとは、一人でも多いほうが倒せると思えるから、でしょうね。きっと」

「いろいろあるんですねー」

　先頭の冒険者が片手を挙げる。

「止とまれ！」

　森が途切れていた。

　広く、木々がなぎ倒されている。山ひとつ、丸ごと。

　空には月が輝かがやいていて、それまで真っ暗な森を歩いてきたせいもあって、とても明るく感じられた。

　鎧男が周囲を見み渡わたす。

「なんだここ？　いったいなにがあったら、こんなんなるんですかね？　台風？」

　ナンナは警戒を最大限に跳はね上げる。

「気をつけたほうがいいわね。大きなモンスターの巣は、こんなふうに均ならされてることが多いのよ？」

「いやいやいや～ないですって！　これ全部が一いつ匹ぴきのモンスターの仕し業わざとか、ありえませんって。俺は冒険者なんで、モンスターには詳しいんですけど、そんな……」

　ナンナは後こう悔かいした。

　彼の想像するモンスターと、グリーンベヒモスは、全く別種の存在だ。

　地面が揺ゆれた。

　月が消える。

　なにが起きたのか、六〇人ほどの集団で、認識できた者は──

　ナンナだけだ。

「逃げて！」

　その声は、倒れている木が踏ふみ砕くだかれる音に、かき消されてしまった。

　震しん動どうが大地を揺らす。

　バキバキという木々が踏み砕かれる音が耳じ朶だを打つ。

　鎧男は上空から自分に向かって、なにかが降ってくることに気づく。

　空が墜おちてきた、と錯さつ覚かくした。

　見上げるばかりで鎧男は動けない。

　運良く──踏みつぶされずに済んだ。

　しかし、巨きよ大だいなものが地面を叩たたいた衝しよう撃げきで、突つき飛ばされて地面に転がった。全身鎧を着ていたおかげで、どうにか打ち身くらいで済む。

　すぐ後ろにいた軽装鎧のエルフは、どこかに消えていた。飛ばされた？

　何人もの苦く悶もんの声があがる。

　大勢がケガをしたようだ。

　いったい、なにが降ってきたというのか。

　それは、まるで毛に覆おおわれた円形の柱だった。緑色の体毛に覆われている。

　巨大な足だと気づいた。

　人の身長など遥はるかに超こえて、太さは普通の家を一踏みでぺちゃんこにできそうなほどで、太いというより、広い。

　それは、ただ一本の足だった。グリーンベヒモスの前足だ。

「……うそお」

　鎧男は戦う気力どころか、立ちあがる気力さえ失ってしまった。勝てるわけがない。それどころか、きっと戦いにもならない。

　喩たとえるなら、台風だ。どんなに剣けんを鍛えても、台風をどうこうできるはずがない。これを一万人で倒せるなんて、軍人は強いんだな、と思ってしまった。

　仲間たちのなかには、笑いだしている者もいる。泣きだしている者もいる。大半は声さえ失っていた。

　グリーンベヒモスは緑色の体毛に覆われた、四足歩行の魔ま獣じゆうだ。

　大きさは別として、形は猪いのししに似ている。

　後頭部から尻尾しつぽにかけて、トゲのような突とつ起きが生えていた。

　口の端はしから空へ向けて鋭するどい牙きばが伸のびている。頭から前へと突きだした巨大な角が二本あった。

　グリーンベヒモスが巣への侵しん入にゆう者しやを発見して、咆ほう吼こうをあげる。

　まるで空から石でも降ってきたかのような衝撃が、全員を襲おそった。

　巨体から放たれる咆吼は、その圧力だけで戦いに慣れていない者を失神させるほどだ。

　グリーンベヒモスが前足を持ち上げる。

　ナンナは逃にげることすら、もうできないと気づいた。

　目の前にいるのは、魔王領の奥で遭そう遇ぐうするような魔獣だ。戦い慣れしていない仲間たちが抗あらがえるような相手ではない。

　あの魔獣のちょっとした動作で、自分たちは全ぜん滅めつするだろう。

〝絶望〟が降ってくる。




「させるかあああああ──────ッ!!」




　暗くら闇やみを切り裂さいたのは、青年の声だった。

　ナンナたちの背後にある森から飛び出してくると、グリーンベヒモスの前足に斬きりつける。

　魔術の燐りん光こうが散った。

　今、まさに空から降ってくるところだった巨大な前足が、剣の一撃で、離はなれていく。

　あろうことか、グリーンベヒモスが後ろへ下がった。

　空気を震ふるわせて、相手が咆吼をあげる。

　また衝撃波が押し寄せた。

　しかし、青年は全く気にしていない様子で、ナンナの前に立つ。

　それだけで、まるで嵐あらしのようだった周囲が、家の中に入ったかのように穏おだやかになった。

　黒ずくめの青年だった。

「……悪かった……遅おそくなっちまったな」

　ヨルだった。

　ナンナは思う。

　──〝絶望〟は彼によって防がれた。

　ならば、この青年こそが〝希望〟ではないのか、と。
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「……悪かった……遅くなっちまったな」

　声をかけると、ナンナはうなずいた。

「ありがとう。ヨルさんは、間に合ったわよ？」

　見渡せば、けっこうな被ひ害がいは出ているようだが、ぺしゃんこになった者はいない。

　安あん堵どの吐と息いきをついた。

「そいつはよかった」

　手の中の剣を見る。

　──問題発生だ。もちそうにねえ。

　たった一撃、押し返しただけで、刃やいばに無数のヒビが入ってしまった。値段を考えれば、折れなかったことを褒ほめてやるべきか？

　一撃で決めるつもりだったので、安物の剣しか持ってきていなかった。

　準備の手て抜ぬきが仇あだになる。

　まさかの平和ボケだ。

　ナンナたちを見つけたときには、今にも潰つぶされそうな状じよう況きようだった。一撃必殺の大おお技わざを溜ためている暇ひまはなかったのだ。前足を押し返すので精せい一いつ杯ぱいだった。

　体力も気力も充じゆう分ぶんに残っているが、剣が無理そう。

　──さて、どうするか？

「ひとまず、ナンナ、みんなを逃がしてくれるか？　近くにいられると戦いにくい」

「わかったわ」

　彼女は恐きよう慌こう状態から回復させる魔術を使い、みんなを落ち着かせ、避ひ難なんするように呼びかけた。

　ユニスが道案内を買って出る。

「こっちだよ！　こっちが走りやすいの～！」

「慌あわてないでください！　大丈夫です！」

　レイチェルも国家騎き士しらしく、逃げる者たちを誘ゆう導どうしてくれた。

　ありがたい。避難は任せられそうだ。

　俺は戦いに集中できる。

　──次の一発で仕留める！

「勝負ッ！」

　剣が青い光をまとう。

　光は伸びて、巨大な光の剣と化した。その長さは、グリーンベヒモスの全長にも匹ひつ敵てきする。

　グリーンベヒモスが突とつ撃げきしてきた。

　咆吼をあげる。空気が震えた。

　俺も裂れつ帛ぱくの気合い。

「おおおおおおおおおお────────ッ!!」

　光の剣を頭に叩きつけた。

　グリーンベヒモスの角を叩き斬った──ところで、剣が砕けてしまう。

「げえっ!?」

　相手の巨大な前足が迫せまっていた。

　今の俺には、竜りゆう王おうの鎧よろいも、精せい霊れいの盾たてもない。もろに喰くらった。

　久々に吹ふっ飛ばされる。

　かなり酷ひどいことになっただろう、魔術による防ぼう御ぎよ障しよう壁へきがなかったなら。

　吹っ飛ばされた先で──ゴンッ！　と後頭部を立木にぶつける程度で済んだ。

「ううぅ……いってぇ……くらくらする……」

　そんなところへ、レイチェルが駆かけ寄ってきた。

「ヨルさん!?　うそっ、生きてるんですか!?」

「いや、驚おどろくなよ。喜べ？」

「だって、グリーンベヒモスに蹴けられたんですよ!?」

「そのくらいで死なねえよ……つーか、来るな。危ねえぞ？」

「みんな逃げだしてます！　私たちも早く！」

「いや、ダメだろ。まだ山一つぶんも逃げてないだろうし、やっぱりアイツを倒たおさねえと……ああ、でもマズったな。剣が折れちまった」

「剣で倒せるんですか!?」

「そりゃ、剣さえあれば倒せるだろ」

「ええっ!?」

　レイチェルが目を丸くする。

　──まぁ、普ふ通つうは驚くか。

　イライザを呼びつけることができて、グリーンベヒモスを剣で倒したら、いいかげん、正体がバレそうだな。

　この状況になってしまっては、仕方ないか。

　本当は、一人で来て、こっそり倒して〝通りすがりの勇者が倒してくれた〟って言い張るつもりだったのに。

　レイチェルへと手を伸ばした。

「悪いけど、剣を貸してくれないか？」

「は、はい！」

　彼女が腰こしの剣を抜ぬいて、差し出してくる。

　受け取った。

　よく磨みがかれているが、ずいぶん年季の入った剣だ。物は良さそうだが、魔術付ふ与よはなし。

　──全力の一撃に、耐たえてくれよ？

　レイチェルがじっと見つめている。

　俺は肩かたをすくめた。

「逃げろよ。そろそろ、また突つっこんでくるぞ？」

「倒せるんですよね？」

「たぶんな」

「私、ヨルさんを信じます。だから、きっと勝ってくださいね？」

「やめろよな、そういうの……負けられなくなるだろ」

　レイチェルから借りたロングソードが、月明かりを受けて煌きらめく。

　グリーンベヒモスが俺を見つけたらしい。再び突進を開始した。突っこんでくる。

　俺は剣を真上に突き上げた。

「……ひさしぶりだな、本気でやるのは」

　剣から青い光が空へと伸びる。

　先ほどと同じく、グリーンベヒモスの全長より長い剣を形作った。ただし、今度は手加減なし。

　輝かがやきが密度を増していく。

　グリーンベヒモスが目前に迫った。

　地面を蹴って、俺は空へと跳び上がる。

　空から、巨きよ大だいなグリーンベヒモスの背中を見下ろした。ヤツが俺を追って、上を向く。

　その頭へ──

　光の剣けんごと突っこんでいく。

「てぃやあああああああああああ────────────────ッ!!」

　閃せん光こうがグリーンベヒモスの頭から尻尾しつぽまでを貫つらぬいた。

　手の中で、ぼろぼろと剣が崩くずれだす。

　青い光が霧む散さんする。

　レイチェルの剣が耐えられなかった？

　いや、手て応ごたえはあった。

　着地した俺の頭上に、グリーンベヒモスが巨大な前足を振ふり上げる。

　遠くで、レイチェルが何かを叫さけんだ。

　魔ま獣じゆうの巨大な前足が──

　降ってくる途と中ちゆうで、はらはらと光の粒つぶに変わる。

　こういうものだ。魔獣は生物ではなく、魔王の魔力によって生じた存在であり、倒せば魔力に戻もどって霧散する。

　倒した魔獣が消える様は、あっけないものだった。

　俺は息をつく。

　気がつけば、手にしていた剣は、負ふ荷かに耐えられずに粉々になってしまっていた。
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　東の空が明るくなっていた。山の稜りよう線せんが赤くなり、朝日が昇のぼってくる。

　レイチェルが駆け寄ってきた。

「ヨルさーん！」

　がりがり、と俺は頭を搔かく。

「……すまねえ。剣、返せなくなっちまった。あとで買って返す」

　目の前まで走ってきた彼女が、瞳ひとみを潤うるませた。

「ヨルさん……」

「うっ……もしかして、大切な剣だった……とか？」

「おじいちゃんの形見だけど、それはいいです」

「あわわ、よくねえよ!?」

　よくないけれど、消しよう滅めつさせてしまったものは、どんな魔術でも戻せない。せめて折れたくらいなら、なんとかなったが。

　レイチェルが肩を震ふるわせる。

「ヨルさん、すごいです！　なんですか!?　なんですか、今のは!?　武技なんですか!?　あんなこと人族にできるんですね！」

「あ、ああ……気力があれば……たぶん」

「一撃ですよ！　一撃！　一撃でグリーンベヒモスを倒すなんて！　まるで、まるで！」

　ハッ、とレイチェルが目を見開く。

　──さすがにバレたよな。

　勇者だと知ったら、レイチェルは、どう思うだろうか？

　怒おこるかな？　意外と質しつ問もん攻ぜめかも？

　なんにしても、もうこの街にはいられないな。

「えーっと……いろいろ、俺にも事情があってな……？」

「ヨルさんって、もしかして！　勇者様──」

「ああ……」

「──のお友達ですか!?」

「えー？」

「違ちがうんですか？」

「……あ、いや……そ、そうなんだ！　実は昔、ちょっとだけ勇者たちと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしたことがあってな。いろいろ教えてもらって強くなったんだ！」

「わぁ！　なんで隠かくしてたんですか、ひどいですよ、ヨルさん！　どうりで、イライザ様を呼べるわけですね。勇者様のことにも詳くわしいですし！」

「は、はは……あまり言わないようにしてんだ。自じ慢まんみたいだろ？」

「たしかに、すっごく羨うらやましいです！　私、二年前にファルトラ市に勇者様たちがいらっしゃったとき、お世話係をさせていただいたことがあるんです！　そのときから、ずっと勇者様のこと大好きなんですよ！」

「えっ、マジで!?」

　そういえば、貴族の娘むすめが、料理とか運んできてくれたような。

　さすがに、覚えていなかった。

「勇者様、とても優やさしい言葉をかけてくださって……」

「な、なんて？」

　レイチェルが顔を真っ赤にする。

　もじもじと、初めて見るほど乙女おとめだった。

　──俺、なに言ったんだよ!?

「あの、えっと、内緒ですよ？　勇者様は〝ありがとう〟って！」

　普通だ──!?




　俺の姿を変えているのは、世界に一つしかないであろう《変化の指輪》だ。

　イライザが気づいたことが異常なのであって、まともな反応はこんなものだろう。

　気が抜けて、思わず笑えみをこぼした。
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　グリーンベヒモスを倒したのが早朝で、噂うわさは瞬またたく間に広がった。

　国家騎き士しがレイチェルの案内で様子を見に行き、王都へは急使が出される。

　おそらく、離り宮きゆうは最初の予定どおり《湖東》に建てられるだろう。もともと一番王都に近くて便利だった。そのうえ、今やグリーンベヒモスを倒した地という箔はくのオマケ付きだ。

　これで決まり、と思ったのは俺やナンナやドヴォールだけではなかった。

　その日の夜──

　夜よる闇やみに沈しずむ中央地区の一角に、馬車が六台も駐とまっていた。

「急げ！　早くしろ！」

　怒ど鳴なりつけたのは、ヒューガルテンだった。

　俺たちは、ゆっくりと歩いて行く。

　隣となりにはドヴォールがいた。

「おやおや、これは、これは、ヒューガルテン伯はく爵しやく……深夜に馬車でお出かけかえ？　ずいぶん雅みやびな趣しゆ味みじゃのう？」

「ドヴォールッ!?」

　彼が唇くちびるを引きつらせた。

　ヒューガルテンを守るように、護衛らしき兵士が周りを固める。

　しかし、荒あら事ごとならドヴォールのほうが上うわ手てだ。

　相手を包囲するように、物もの陰かげからエルフの弓使いたちが姿を現した。

　戦いが始まれば、勝負は一いつ瞬しゆんにして決するだろう。しかも、先に手を出したほうは、おそらく、契けい約やく違い反はんで石化する。

　ドヴォール卿きようが楽しげに尋たずねた。

「支し払はらい期限は先じゃが、二〇〇億Ｆは用意できそうなのかえ？」

「そ、それは……」

「ははあ、さては、その馬車に積んでおるのが、わらわへの支払いであるな？　誰だれか、数えるがよい」

　弓きゆう兵へいとは別の豹ひよう人じん族ぞくの男たちが、ヒューガルテンの荷馬車を検あらためる。

　やがて、豹ひよう人じん族ぞくの一人──俺たちが最初にドヴォールを訪ねたときに塔とうへ案内してくれた執しつ事じが耳打ちする。

　ドヴォールが凶きよう悪あくで美び麗れいな笑みを浮うかべた。

「一〇〇億Ｆほどじゃな？　さて、あとの一〇〇億Ｆは後日かえ？」

　ヒューガルテンが汗あせを垂らす。

　がくがく、と震えていた。

「いや、その……あ、あと一月！　あと一月あれば……残る土地を売って、どうにか金を作れる！　だ、だから、石化だけは──」

「わらわは、商工協会のナンナと旧知の仲でな？　あやつは言わぬが、その店の者たちから、貴様がナンナにどれほどの罵ば声せいを浴びせたか、とくと聞いておる」

「ううぅ……」

「誰に慈じ悲ひを請こうておる？　自分のしてきたことを思い出し、石になる日まで涙なみだながらに後こう悔かいするがよいわ！」

「なぜだ……なぜ、僕が、亜あ人じんごときに、こんな説教をされなきゃならない？」

「ソレは一生、治らんようじゃのう……？」

「……フッ……フッフッフ……フハハハハハハ！」

　突とつ如じよ、ヒューガルテンが笑いだした。

　ドヴォールが目をすがめる。

「なんじゃ？　とうとう、おかしくなったのかえ？」

「ひは！　亜人がしゃべるなよ、息が獣けもの臭くさいぜ。いいんだよ、僕はなんでも、いいんだ。金の力でも、暴力でも、亜人を苦しめられれば、なんでもいいんだ！」

「ふん？　わらわをどう苦しめようというのじゃ？」

　余よ裕ゆうの態度を見せつつも、警けい戒かい心しんを最大限に高めているのは間違いなかった。

　それは、横にいる俺とて同じだ。

　ドヴォールに用意してもらった剣の柄つかに、右手を乗せる。

　──ヒューガルテンは強くない。

　一目見ればそれはわかる。

　なんらかの魔術道具マジツクアイテムを所持しているのか？

　嫌いやな感じがする。

　ヒューガルテンの行動について、大きな謎なぞが残っていた。

　グリーンベヒモスが《湖東》に出現したのは、誰の力によるものなのか？

　彼が馬車へと声をかける。

「おい、出番だぞ！」

　ゆっくりと、白いローブの少女が、馬車から降りてくる。

「……用心棒まで引き受けたつもりはないわ」

　俺は彼女を知っていた。

　雪のように白い髪かみ。白い肌はだ。まるで人形のように整った顔と、細い手足。

　小さな身体からだを包むのは、ふんわりしたローブだが、それでも華きや奢しやだとわかるほどだ。

　眠ねむそうに細められた赤い目が、俺を捉とらえて、長い睫まつ毛げが震えた。

　俺は、彼女の名前を叫さけぶ。

「シャノワール!?」

　彼女が暗い笑みを浮かべた。

「……ああ、その呼び方、響ひびき……やっぱり……あなたは、わたしの勇者様なのね」

「あ……」

　一瞬、自分が変身していることを忘れてしまった。

「ずいぶん、姿が変わったのね。今の姿も素す敵てきよ。素敵だわ。わたしの勇者様……そういうこと。そうなのね。わたしの可愛かわいい魔ま獣じゆうを喰くったのは、勇者様……納なつ得とくよ。納得だわ。あの程度の魔獣では勇者様に喰われて当然だもの」

　俺は膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。

　二年ぶりに再会した、かつての仲間が……詐さ欺ぎの片棒を担かついでいたなんて。

「……シャノワール、《湖東》にグリーンベヒモスを召しよう喚かんしたのは、あんたなのか？」

「そうよ？　昔はできなかったけれど、強くなったでしょう？　あれから二年だもの。少しは成長するわ。成長したの……背は伸のびてないけれど。やあね、失礼だわ」

　彼女は召喚術士であり、支配した魔獣を召喚する魔術にも長たけていた。

　昔はグリーンベヒモスなんて呼べなかったが、この二年で覚えたようだ。

　しかし、どれほど報ほう酬しゆうを積まれようと、詐欺師の手伝いをするような性格ではなかったはず。

「なぜだ？　あんたは、故郷の村に帰って幸せに暮らしてるんじゃなかったのか？」

「幸せ？　それはなあに？」
















「なにって……」

「故郷の村なら壊かい滅めつしたわ。両親は死んだ。村からは人がいなくなった」

「どうして、そんなことに……世界は平和になったんじゃ？」

「平和？　それはなあに？　魔族や魔獣が人を殺した時代から、人が人を殺す時代になったことかしら？」

「人に……村は人にやられたのか!?」

　シャノワールが淡たん々たんと話す。

「この世界には〝喰う側〟と〝喰われる側〟しかいないの。いないわ。それがわかった」

「そんな世界を変えたくて、俺は魔王を倒たおしに行ったんだ……平和のために、みんなで力を合わせて……俺たちが望んだのは、もっと、みんなが幸せになれるはずの──」

「みんな？　それはだあれ？」

「くっ……」

　魔王を倒せば、誰もが幸せになれる。そんな幻げん想そうを抱いだくほど、俺は子供ではない。

　しかし、この国を救ったはずの彼女が、どうして、こんなにも苦しそうな顔をしているんだ？　おかしいと思う。

「ねえ、わたしの勇者様？　わたしね、今、とっても嬉うれしいの」

「……嬉しい？」

「わたしね、魔王を倒したあと、故郷の村に帰ったの。混魔族のわたしは、昔は村の人たちに冷たくされたけど……勇者で、王様からいっぱいお金をもらってたから、みんなが優やさしくしてくれたわ。わたし、嬉しかったの。わたしを捨てた両親も、わたしに優しくしてくれたから、嬉しかったのよ」

「あ、ああ……」

　歌うように軽かろやかな口調だった。

　混魔族は普ふ通つうの人間ヒユーマンの両親から生まれる。

　そのせいで、生まれ故郷の人々や、実の親から拒きよ絶ぜつされることもあった。

　シャノワールもそうした境きよう遇ぐうにより、仕方なく冒ぼう険けん者しやになったという。

　しかし、召喚術士としての才能は素晴らしいものを持っていた。俺が見いだし、仲間にして、引っ張り回したんだ。

　まだ幼かった彼女を、俺たちで育てながら、共に旅をした。

　魔王を倒して、彼女は故郷の村に戻もどり、幸せに暮らしていると思っていたのに。

　シャノワールが嘲あざけるような笑みを浮かべる。

「ねえ、わたしの勇者様……わたしの村は騙だまされちゃったのよ。もらったお金を狙ねらった人に騙されたの。騙されたわ。お金を騙し取られて、わたしの両親は自殺しちゃった……ようやく、わたしは、わかったのよ。ようやく、わかったの。この世界には、〝喰う側〟と〝喰われる側〟しかいない──わかったことが嬉しいわ」

「なにを言ってる、シャノワール!?」

「この世界は〝喰う側〟と〝喰われる側〟に分かれてるの。わたしが村を追い出されたのも、わたしが〝喰われる側〟だったから。騙されたのも〝喰われる側〟だったから」

「違ちがう！」

　思わず涙が出そうになった。

「どうしたの？　わたしの勇者様……悲しいの？　誰のために悲しんでるの？」

「シャノワールが、つらい目に遭あったことが、悲しいんだ。俺たちは、あんなに精せい一いつ杯ぱい、世界のために戦ったのに……」

「そうね。安心して、わたしの勇者様……わたし、もうつらくないわ。だって、もうわたしは──〝喰う側〟になったから」

　彼女はローブの袖そでから、手に収まるくらいのクリスタルを取り出した。

　地面に落とす。

　クリスタルが砕くだけ散ると、黒い煙けむりが広がった。

　召喚術だ。

　その煙の中から、骨の翼つばさが伸びる。骨だけの頭が現れ、骨だけの胴どう体たいも。

　呼び出されたのは、骨だけの飛ひ竜りゆう──ボーンワイバーンだった。

　戦せん闘とう力りよくが低いわけではないが、俺と戦うには力不足だろう。

「逃にげるなよ、シャノワール！」

「おことわりだわ、わたしの勇者様。あなたは〝喰う側〟だもの。とても強い〝喰う側〟だわ。近くにいると、きっと、またわたしは〝喰われる側〟になってしまう」

　シャノワールがボーンワイバーンの背に乗る。

　ヒューガルテンも続こうとした。

　しかし、骨だけの首を振ふって、彼を払はらいのける。

「なにをする!?」

「さわらないで……〝喰われる側〟はいらないわ。あなたはつまらない〝喰われる側〟の人だったわね」

「ふ、不当だ！　報酬のぶん、働け！　僕を助けろ！」

　シャノワールが彼を見下ろす。

「……そうよ？　不当よ。不当だわ。だって〝喰う側〟は不当に得る側だもの」

「た、助けろ！　助けろよお！」

「……《誓せい約やくの魔石》で石になる人を……どうやって助けるの？　殺してほしいの？」

　ボーンワイバーンの鋭するどい爪つめが、ヒューガルテンの胸むな元もとをかすめた。

「ヒッ!?」

「強くもなく、死にたくもないなら、それは〝喰われる側〟よ……さようなら」

　骨だけの飛竜が羽ばたく。

　俺は剣けんに手をかける。

　この距きよ離りなら、ボーンワイバーンだけを斬きれる。

　しかし、もしも、あいつが街中でグリーンベヒモスのような魔獣を呼んだら？

　彼女を斬るなんてできない。

　かといって、魔術を防ぐ手立てもない。

「……シャノワール、話をすることもできないのか？」




「わたしの勇者様、わたしを捨てたのは両親の次に、あなたなのよ？」




　ボーンワイバーンが飛びたった。

　俺は剣を抜ぬけなかった。

　ヒューガルテンが、ありったけの悪態をつく。

　誓約ゆえに俺たちは手を出せない。ドヴォールが冷たく言い放つだけだった。

「九日後、残りの一〇〇億Ｆが払えなければ、貴様は石になるのじゃ。ゆめゆめ忘れるでないぞえ？」

　ヒューガルテンが絶ぜつ叫きようした。








終章　勇者の冒険









　一週間後、夜──

　俺は呼び出されて、ナンナの店に来ていた。

　ユニスとレイチェルはいないが、もう店員にギョッとされることはなくなっていた。

　ナンナの部屋で、いつものようにソファーに座り、美味うまい珈琲コーヒーを飲む。

　彼女がローテーブルに一枚の羊皮紙を置いた。

「さっき、届いたわ」

「……へえ、離り宮きゆうが《湖東》に建つことが、正式に決定したのか。よかったな」

「ありがとうね。アナタがいなかったら、今いま頃ごろは、石化か破産だったわね」

「約束した仕事をこなしただけさ。一〇〇億Ｆの支し度たく金きんは渡わたされたな？　じゃあ、報酬をもらおうか」

「すぐに持って帰れる？」

「……重たいのか？」

「そうでもないわ」

　黒い革かわ袋ぶくろを渡される。

　ずしりと重い。金貨が二〇枚入っていた。

　ただの金貨であれば、たとえ二〇枚あっても一六〇万Ｆの価値しかない。

　この金貨には特とく殊しゆな紋もん章しようが彫ほられ、宝石がはまっていた。

「……ジャベイル記き章しようか。ひさしぶりに見たな」

　普通の金貨で億単位の取引をすると、かなりの重さになる。

　そのため、高額取引にのみ用いられる硬こう貨かだった。

　ジャベイル記章一枚で一億Ｆの価値があり、教会などで換かん金きんができる。

　もっとも、いきなり持って行って〝交換してください〟とやっても断られるので、換金するにしても事前に連れん絡らくが必要になるのだが……

「二〇億Ｆ、たしかに渡したわよ？　念のため、受け取りにサインを」

「おう……あとは、そっちに使わせた経費は返しておくかな。こんなもんだろう？」

　袋を返した。

　俺の手元には一枚のジャベイル記章が残る。

　ナンナが首をかしげた。

「あら、こんなにいいのかしら？」

「資金集めのパーティーを開いてもらったのと、冒険者を雇やとってグリーンベヒモス退治に行ったぶん。残りは、負傷者に渡してくれ」

「パーティーはともかく、討とう伐ばつは止とめられていたのに……」

「俺の仕事が遅おそかったのと、情報の出し方が悪くて、商工協会の人たちを不安にさせてしまったのは、俺の責任でもある」

「あらあら……そう言うなら、もらっておくわ」

「昔は仲間に〝俺を信じろ〟で済んだけど、大勢を信用させるのは大変だな。協会の会長なんて、すげえと思うぜ」

「ん……〝俺を信じろ〟で通じるなんて、少人数だって普通じゃないわよ？　本当に信しん頼らいされてたのね」

「結局、裏切ったようなもんだけどな」

　俺は肩かたをすくめた。
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　翌、早朝──

　俺たちは東門の前で会っていた。

　目の前にいるのは、地竜を連れたイライザだった。

「てっきり、一いつ緒しよに王宮に帰ってくれると思ったのだが……アレンは私の立場というものを考えてくれまいか？」

「悪いな。まだ、やりたいことがあるんだ……それより、聞きたいことがあってな」

「ふん？」

「イライザは、シャノワールのことについて、どこまで知ってる？」

「……そうか。会ったのか」

「詳くわしく知ってそうだな……？」

「そう怖こわい顔をされても、私とてよく知らない。彼女の村がなくなって、行方ゆくえ不ふ明めいになったとしか」

「チッ……そのとき教えてくれれば、こんなことになる前に！　グリーンベヒモスを《湖東》に出現させたのは、シャノワールだ」

「うむ。そんなことできるのは、あの子くらいだからな」

　こいつ、気づいてたのか？

　また直感か。

「……イライザと話してると、あれこれ調べて推測してる自分がアホに思えてくるな。普ふ通つう、考えられるか？　共に魔ま王おう討とう伐ばつした仲間が、今は詐さ欺ぎ師しの片棒を担かついでるなんて！」

「シャノワールは根暗だからな。やりそうだ」

「……そういえば、あんたら、仲が悪かったよな」

「あいつ、デッドエンドちゃんを〝わたしの存在意義への挑ちよう戦せん〟とか言って蹴けるからな」

　デッドエンドちゃんというのは、地竜の名前だ。

　召しよう喚かん術士にとって、人に懐なついている魔ま獣じゆうというのは、そんなふうに映るものらしい。

　ことあるごとに、そんなようなことで言い争っていた。

　とはいえ、表面的にはケンカしても、根っこのところで俺たちは仲間だった。助け合って生きていた。

「……ひょっとしたら……俺たちは、魔王打だ倒とうのために冒ぼう険けんしてるときが一番幸せだったのかもしれねえな」

「そんなことを言うな、アレン。お前だけは、そんなことを言うな」

「あ、ああ……悪いな」

「私は近この衛え騎き士しの立場から、シャノワールのことを調べてみる。アレンは冒険者としてやってみてくれ。それが一番だと思う。なんとなくな」

「頼たのむ。他ほかの仲間の動向も調べてみてくれ」

「わかった……ところで、ひとつ謝っておくことがある」

　イライザが深々と頭を下げた。

「なんだよ、急に？」

「私がお前を追い回したせいで、危ないところだったと商工協会の会長が言っていた。人ひと死じにが出なくてなによりだ」

「ん？　ああ、俺がグリーンベヒモスを倒たおすつもりが、先に商工協会の人たちが行っちまった件か。まぁ、追いつけたから、よしとしようぜ」

　俺たちは万ばん能のうの神様じゃない。いつも、ギリギリで、間に合ったり、間に合わなかったりだ。

「……すまなかった」

「気にするな。あれは俺のミスだ」

　イライザが笑えみを浮うかべる。

「うむ、やっぱりアレンは自由にしてるのがいいな。王宮に閉じこめられてるお前は、あまりよくない」

「いいのか？　国王に怒おこられないか？」

「今のお前は、アレンじゃないんだろ？」

「ああ、ヨル・ブラッククロスって名乗ってる」

「そんなヤツを連れて帰れとは命令されてないな」

「はは……ありがとうよ」

「また会おう、ヨル」

　イライザが地竜に飛び乗る。

　地じ響ひびきのような足音をたてて、東門から出て行った。

　別れはあっさり。

　また会えば、昔と変わらず話ができる。

　──シャノワールとも、こんなふうに話せる日を取り戻もどせるだろうか？




「ヨルさーん！」

　甲かん高だかい声がした。

　レイチェルとユニスが、俺のほうへと走ってくる。

「ヨル、ヨル～！」

　ずいぶん慌あわてている。

　駆かけ寄ってきた二人に尋たずねる。

「どうした？　今度は、どんな詐欺に遭あったんだ？」

「詐欺じゃないです！　ヨルさんが、朝早く宿屋を出たっていうから……しかも、宿代を払はらって！　街を出ちゃうのかと思って！　そんなの嫌いやですよ!?」

「ああ……気まぐれだよ」

　イライザに会うつもりだったからだ。最悪、そのまま街から逃にげる可能性もあった。

　彼女が理解を示してくれたので、その必要はなくなったが。

「どうして、商工協会のお祝いに来なかったんですか？　料理、すっごく美味おいしかったですよ？　ヨルさんが一番活かつ躍やくしたのに！」

「目立つのは嫌きらいなんだよ」

　ユニスがへばりついてくる。

「ヨル、どっかいっちゃ……やだよ？」

「おいおい、俺は放ほう浪ろうの冒険者だぞ？　落ち着く気はねえよ」

「え～」

　不満そうな声をあげた。

　じっ、とレイチェルが見つめてくる。

「いつかは、また旅に出るのかもしれませんけど……黙だまっていなくなるなんて、寂さびしいじゃありませんか」

「……そうか？」

「ちゃんと、お見送りさせてくださいね？」

「……しょうがねえな」

　ぽん、とレイチェルが手を合わせる。

「そうそう！　勇者様の話をしてくれるって約束しましたよね!?」

「お、おう……メシでも食いながらにしようぜ？」

「はい！《グラン亭てい》に行きましょう！」

　俺たちは東通りを街中へ向けて歩きだした。

　ユニスが左ひだり腕うでに摑つかまって、レイチェルが右腕に、腕を絡からめてきて。

　──あれ？　連行されてるみたいじゃね？

　俺たちは三人でならんで歩く。

「私が一番、気になってるのはですね……勇者様は誰だれのことを一番愛していたのかってことなんです。共に旅をしてて、どう思いましたか!?」

「…………パス。他は？」

「パス!?　そんなのアリですか!?　じゃ、じゃあ……どんなふうに冒険を始めたとか、どう終わったとか……始めから終わりまで、全部、知りたいです！」

「それは無理だ」

「どうしてダメなんですか？」

「そりゃ……勇者の冒険は、まだ終わってねえからな」





つづく










あとがき






『放ほう浪ろう勇者は金貨と踊おどる』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　流行はやりというものがありまして、ライトノベルも例外ではありません。今はファンタジーがブームだと思います。

　数年前までは、学園が舞ぶ台たいじゃないと……という雰ふん囲い気きでしたね。

　私は中学の頃から富士見ファンタジア文庫さんのファンタジー作品を読みまくり、大学時代はＴＲＰＧサークルでコンベンションのお手伝いをして、卒業後はゲーム会社でＭＭＯＲＰＧの開発に携たずさわっておりました。他のこともやっていましたが、ずっとファンタジー世界に触ふれてきたわけです。

　作家となったからには、自分も『勇者が活かつ躍やくする物語』を書きたいと思っていたので、こうして形にすることができ、とても嬉うれしいです。

　しかも、富士見ファンタジア文庫さんから！　学生時代の自分に言ったら、絶対に信じなかったでしょうね。なんせ今の自分でさえ信じられないくらいです。

　今回は、ひと捻ひねりして、すでに魔ま王おうを倒たおしたあとの勇者が、智ち恵え──というか、悪わる知ぢ恵えで活躍する物語となりました。

　放浪の勇者が、今度は詐さ欺ぎ師したちを相手にする。ただし、自分が魔王を倒したことで平和な時代になっているので、武力で制するのではなく、詐欺には詐欺で対たい抗こうします。

　あまり他では見かけないテイストになったのではないでしょうか。

　楽しんでいただけたなら幸いです。




　宣伝になります──

　こちらは、魔王（演技）が活躍する物語。『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』（講談社ラノベ文庫）。

　魔法もドラゴンも出てこない読書狂の軍師が活躍する戦記。『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』（ファミ通文庫）。コミカライズも始まりました。

　それと、『艦かん隊たいこれくしょん‐艦これ‐瑞の海、鳳の空』（角川スニーカー文庫）も、よろしくお願いします。




　謝辞──

　藤ふじちょこ先生、素晴らしいイラストをありがとうございます。画集『極彩少女世界』（ビー・エヌ・エヌ新社）の刊行おめでとうございます。独特の色使いと精せい緻ちな描かきこみは見れば見るほど引きこまれるようです。

　デザイナーの中デザイン事務所様、細こま々ごまとしたお願いに応えていただき、ありがとうございます。

　担当編集の上野様、ほとんど前例を挙げられない企き画かくを通してくださり、あれこれワガママも聞いてくださって、本当にありがとうございます。

　富士見ファンタジア文庫編集部と関係者の皆みな様さま。支えてくれている家族と友人たち。

　ここまで読んでくださった読者様に億万の感謝を！　ありがとうございました。





むらさきゆきや　　　　






　本書の感想をいただけると嬉しいです。

　それと、著者サイトにて簡単なアンケートを実じつ施し中です。よろしくお願いします。



















放ほう浪ろう勇ゆう者しやは金きん貨かと踊おどる








むらさきゆきや





[image: ]





平成27年2月25日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Yukiya Murasaki, Fuzichoco 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『放浪勇者は金貨と踊る』

平成27年2月25日初版発行















item/image/cover.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/p315.jpg





item/image/p159.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p023.jpg
al

/ ) \ ,‘:\ N
D ’ ’ 7 \ < 4
& | )
7 | a
] A AN 7
‘ 3 | S —
g 3
A
N\ 0
YAY \
]
0
|

i





item/image/logo-fan.png





item/image/p109.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　　王国歴二一六年



		第一章　青竜眼詐欺



		第二章　離宮候補地詐欺



		第三章　豹子爵の塔



		第四章　竜騎士の来訪



		第五章　喰らう者



		終章　　勇者の冒険



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p177.jpg





item/image/gaiji-cid776.png





item/image/kuchie-001.jpg
TETEDEP
OTSEEHED

S b/ RIVER. [BRIDSIET
T« —FI(O7IEXE). [Rit
SREEE & RIRN T DINREENT] (FBE¢
#HS/AXE). EHRINK L&A
- BN - mOB. Boz] (Bl
AZ=H—XE)EE, EESH.
BFEYA
—http://murasakiyukiya.net/

A5 B5&Z
AN=FH A pF T A VRBR






item/image/p295.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
e |4 .
(4SRRI s0ie- |
B WER OV R E SR
11 ERN BN =

Rk
; y sw_‘mﬂos&&oznawvfw
S i . -
[ ALE L S | 2

_—





